


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。














　CONTENTS






第一話　血吸村へようこそ

第二話　血吸牧場へいらっしゃい

第三話　開催！　吸血鬼マラソン大会！



あとがき









[image: ]










　　　　０




　夜の林を、少年は走っていた。

　時は７月、夏真っ盛り。林の中は、蒸むし暑くねっとりした空気が漂ただよっている。汗あせが粘ねん着ちやく剤ざいとなり、少年の着ているＴシャツをべっとりと肌はだに張り付かせていた。

　不快指数をつけたならば、１００はとうに超こえているだろう。

　しばし一心不乱に走ってから、林の大木の前で足を止める。

「ここまでくれば………大だい丈じよう夫ぶだろう」

　荒あらく息を吐はき出す。

　獲え物ものの匂においを嗅かぎつけたやぶ蚊かが集まってくるけれど、少年は追い払はらおうともしなかった。

　こんなやぶ蚊よりも、もっともっとタチの悪いモノ達から、逃にげてきたのだから。

「あんなの嘘うそだよな。やりすぎなくらいの冗じよう談だんだよな」

　だけど、ボロボロに引き裂さかれたＴシャツや、首筋の皮ひ膚ふが破れて流れ出している血、全身についた引っかき傷の数々は、冗談ですまされる物じゃなかった。

「どーなってんだよ……」

　少年がそう呟つぶやいた直後だ。林の木々がざわざわとざわめいた。

　そして、それまで誰だれもいなかったはずの薄うす暗くら闇やみの中に、小こ柄がらな人ひと影かげが現れた。

「あ……」

　全身を硬こう直ちよくさせる少年の前へ、人影が歩み出てくる。月明かりに照らされた人影の正体は、小柄で可か愛わいらしい少女だった。頭の後ろに結ばれた大きなリボンが印象的だ。ピンク色の可愛らしい浴衣ゆかたを着ている。

「こんな所にいたんですね。高たか村むらセンパイ」

　ニコニコしながら、少女は言った。

「何だ、エリ子こちゃんか」

　少年、高村直なお樹きは、少し安心したように息を吐き出した。

「せっかくのお祭りなのに、どこに行くんですか？」

「それが……祭りどころじゃなくなったんだ」

　直樹は、少しだけ迷ってから口を開いた。

「ほら、みんなでお祭りを回ってたけど、途と中ちゆうではぐれたじゃないか。僕は会長と二人っきりになって………そしたら音が」

「教会の鐘かねですね？」

「ああ、そうなんだ」

　直樹が頷うなずく。

「鐘かねが鳴り終わった途と端たん、会長が………僕に襲おそい掛かかってきたんだ。さらに、村の人達も……」

　その時の光景を思い出した直なお樹きは、ブルルッて体を震ふるわせた。

「みんな、目が真っ赤に光って、爪つめが伸のびて口からは牙きばが突つき出してた。あれじゃまるで……まるで……」

　口に出そうとしていた言葉を直樹はゴクリと飲み込んだ。それを口にしてしまったら最後、認めてしまうような気がしたのだ。

　あんな、非常識な存在を。

「大変でしたね。高たか村むらセンパイ」

　気の毒そうに、エリ子こは言う。

「でも、もう大だい丈じよう夫ぶですよ。センパイは誰だれにも渡わたしませんから」

　エリ子は、静かに目を細めた。

「センパイの血は、エリが全部吸ってあげるんです」

「えええ！」

　顔を上げた直樹が見たのは、真っ赤に目を光らせたエリ子の姿だった。爪は伸び、口くち端はしからは鋭するどい牙が覗のぞいている。

　数刻前、直樹を襲った者達とまったく同じだった。

　もう、直樹はその言葉を口にする事をためらわなかった。

　渇かわききった喉のどから、搾しぼり出すようにして叫さけぶ。

「きゅ、吸きゆう血けつ鬼き！！！」

「大正解です」

　嬉うれしそうに、エリ子が牙を見せて笑った。

「この時のために、エリ、毎朝早起きして高村センパイのお弁当を作ってたんですよ」

　その言葉に、直樹はハッとした。

「もしかして、僕に作ってくれる弁当のおかずに必ずレバーとほうれん草が入ってたのは……」

「もちろん、おいしい血を増やすために決まってるじゃないですか」

　爪が伸びた指をわさわさと動かし、エリ子は微笑ほほえんだ。

「いっただっきま〜〜〜〜す！」

　地面を蹴け飛とばし、直樹に飛び掛かってくる。

「うわああ！」

　慌あわてて体をひねり、直樹は全速力で走り出した。

「どーなってんだよ！！！　この村は！！！」

　荒あらい息で、直樹は叫んだ。

「この治ち水すい村は！！！」

　必死に走りながら、直なお樹きは思い出していた。

　この悲劇的な状じよう況きようにいたるまでの、数々の思い出を……。
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　キーンコーンカーンコーン。

　午後の最後の授業の終わりを告げるチャイムが、木造三階建ての校舎に鳴り響ひびいた。

　女子の学級当番が、『きりーつ』と号令をかける。

　クラス一同立ち上がり、教師に挨あい拶さつをした。

　教師が出ていくと、もう教室の空気は自由な放課後のものに変化する。

「ふう、終わったか」

　学生服姿の高たか村むら直樹は、机の上に広げてあった数学の教科書をパタンと閉じた。

　それから、何気なく窓の外を眺ながめる。少し曇くもり気味の空の下、見渡わたす限りの山々が見える。ずっと都会で暮らしていた直樹にとっては、なかなか爽そう快かいな眺めだ。

（最初来た時は、この光景に唖あ然ぜんとしたっけな）

　そんな事を、直樹はしみじみと思った。

　高村直樹、十六歳。彼がここ、長なが野の県下しも伊い那な郡ぐん治ち水すい村へとやって来たのは、今からほんの数週間前の出来事だった。

　それまでは、売れないＳＦ作家業を営む父親と、ペットのバカ犬と一いつ緒しよに東京で暮らしていたのだが、ある日父親が田舎いなかの村への引ひつ越こしを通告。驚おどろいて思わず持っていた茶ちや碗わんを落としそうになってしまう直樹に、父親が順を追って説明した。




『父の説明』

その１　自分は前々から田舎での執しつ筆ぴつ生活を夢見ていた。

その２　インターネットで探していたら、過か疎そ対策のため移住者を募集している村のサイトを発見した。審しん査さに合格すれば、移住にあたり村がさまざまな補助をしてくれるとの事。

その３　必要事じ項こうを書き込みメールしたところ、何と見事に合格。引越し代を、丸々負担してくれるばかりか、家賃月三千円で、ちゃんと暮らせる一いつ軒けん家を用意してくれるとの事。

その４　なので引越しをする。

その５　以上。




　もちろん直樹としては、声を大にしてこの理り不ふ尽じんな移住の決断に反対したのだけど、父親の決意は困った事に少しも揺ゆるがない。

　このあまりに突とつ然ぜんの引越しがいかに非常識であるかを説いたところで、ＳＦ作家をやってるだけあって頭の中が非常識な父親だから通じるはずもない。

　頼たよれる親しん戚せきがいる訳わけでもなし、十六歳で生活能力のない直なお樹きは不承不承ながら、父親と一いつ緒しよにここ、長野県の僻へき地ち、治ち水すい村へとやって来たのだった。

　正直、田舎いなかへ引っ越こしてくるのは嫌いやで嫌で仕方なかった。

　だけどそんな嘆なげきも、この治水村へ引っ越してきて、治水高校へ登校し始め数日で吹ふき飛んだ。

　今では、治水村へ引っ越してきて良かったと心から思っている。

　実に青少年らしい理由で。

「おっす、直樹。何見てんだよ」

　声をかけられ、直樹は首を動かした。

　すぐ近くに一人の女子生徒が立っていた。女の子にしては背が高く、髪かみの毛は短めにカットされていた。肌はだはよく日焼けしている。足が長いせいで、スカートの丈たけが合っておらず、太ももの露ろ出しゆつが他ほかの女子生徒よりも多い。ボーイッシュな美少女という言葉がピッタリとくる雰ふん囲い気きだ。

　彼女の名前は利と根ね崎ざき智とも衣い。直樹のクラスメイトだ。気さくな性格で、直樹にも転校初日から声をかけてきてくれた。クラスに打ち解けるきっかけを作ってくれた恩人として、直樹は感謝している。

「窓の外を見てたんだ。相変わらず眺ながめがいいなって」

　窓から見える山々を指差し、直樹が説明する。

「きっと、天気になったらもっといい眺めになるんだろうな」

　やや曇くもっている空を見上げる。どんよりとまではいかないけど、どんよ……ぐらいには曇っていた。

　考えてみれば、ここ治水村へ来てからすっきりと晴れ渡わたった空なんて見ていない。七月の半ば、まだまだ梅雨つゆ明けしきっていないのだろうと、直樹は思った。

「東京じゃ、こんな景色見られなかったからなあ」

　再び山へと目を向ける直樹の首に、智衣の腕うでが回される。そのままぐいってヘッドロックされてしまう。

「女の子が声をかけてんだ。景色ばっかじゃなくオレを見ろっての」

　もちろん半分は冗じよう談だんだ。智衣の顔は笑っているし、力も大した事はない。

　だけど、直樹にとっては威い力りよくは抜ばつ群ぐんだ。だって、ボーイッシュとはいえ紛まぎれもない美少女の智衣とこんなにも密着しているのだから。右のこめかみ辺りに、胸の感かん触しよくだってハッキリとある。

「わ、悪かったよ。ちゃんと智衣の事見りゃいいんだろ？」

　内心のドキドキを悟さとられないよう努めながら、冗談めかした声を出した。

「それでいーんだ。直なお樹き」

　直樹をヘッドロックから解放すると、智とも衣いは近くの椅い子すに逆向きに腰こしをかけた。背もたれを足に挟はさむようにし、腕うでを載のせる。

「実はさ、お前にちょっと頼たのみがあって来たんだ」

「僕に頼み？」

「ああ、来週この村で祭りがあるのは知ってるよな？」

　それは知っていた。村のあちこちに張り紙がしてあるし、家に届けられた回覧板なる物にも書いてあった。

「えっと、夕ゆう月げつ祭りだっけ？」

「そーそー、この村じゃ年に一度の祭りなんだけどよ、もしお前さえ良かったら………オレと一いつ緒しよに回らないか？」

　智衣は、少しだけ気き恥はずかしそうに鼻の頭を掻かいた。

「その時だけは、オレも少しは女の子らしい浴衣ゆかたなんか着るつもりだからよ。お前に見て欲しいんだ」

（もちろんいいに決まってるじゃないか！！！）

　間かん髪はつ入れずに直樹がそう返事をしようとした時だった。

「あ、ズルイです。利と根ね崎ざきセンパイ。高たか村むらセンパイはエリが誘さそおうと思ってたのに」

　いつの間にかやって来ていた少女が、ぷくーって頬ほおを膨ふくらめる。

　一年Ａ組の、鳩はと羽ばエリ子こだ。

「エリ子、お前は二年の教室に勝手に入ってくるんじゃねーよ！」

「利根崎センパイなんかに用はありません。エリは高村センパイに会いに来たんです〜」

　智衣を押しのけるように立つと、エリは直樹に笑え顔がおを向けた。

「高村センパイ、今日のお弁当はどうでしたか？」

「え、ああ。すごくおいしかったよ。ありがと」

　鞄かばんから可か愛わいらしいピンク色の包みを取り出す。

　実は直樹、お昼の弁当は毎日この可愛らしい後こう輩はいに作ってもらっているのだ。

　きっかけはちょっとした事故だった。

　治ち水すい高校に通い始めて数日後、昼休みの中庭で自分で作ってきたお握にぎりを食べようとしていた直樹の背中に、エリ子が衝しよう突とつしたのだった。

　持っていたお握りは落下。きな粉をまぶしたかのごとくに、砂まみれになってしまう。

『ああああ、すみません！　お詫わびにエリのお弁当を食べてください！』

　とまあそういう訳で、その日はエリ子の弁当をもらう事に。おいしいと褒ほめたところ、エリ子は毎日弁当を作ってきてくれるようになったのだった。

「でも、エリ子ちゃん。いいんだよ、こんな毎日作ってきてくれなくたって」

「いいんです。エリ、お弁当作るの大好きなんです。それに、高たか村むらセンパイに食べてもらえるなら」

　キャッて声を上げると、はにかむように両頬ほおを押さえる。

「それで、高村センパイ。お祭りなんですけど、エリと一いつ緒しよに行きませんか？　可か愛わいい浴衣ゆかたを買ってもらったばかりで……」

「はいはい、そこまでですわよ」

　クラスにそんな声が響ひびく。

　そして、二人組の女子生徒が直樹のもとへとやって来る。

　先を歩いているのは、少しクセがありふわふわとした髪かみの毛の美少女。体型は小こ柄がらで鋭するどい目つきが印象的。紛まぎれもない美少女だ。

　彼女の名前は神楽かぐら紅べに華か。直なお樹きの一年上の三年生。この治ち水すい高校の生徒会長であり、家も村に昔からある旧家だとかだ。言葉使いが丁てい寧ねいなのもそのせいらしい。

　そのすぐ後ろをついてくるのは、少し垂たれ目めの少女だ。眼鏡がよく似合っている。思わず目がいってしまう程ほどに胸が大きかった。

　沢さわ田だ綾あや菜な、それが彼女の名前だ。紅華と同じ三年生で、生徒会の書記を務めている。

　ちなみに、最初に登校した日に学校の決まり等を説明してくれたのは綾菜だったけど、直樹は彼女の胸むな元もとに視線を向けないよう努めるのが精せい一いつ杯ぱいで内容なんてまるで覚えていなかった。

「高村クンにとっては初めての村の行事ですもの。夕ゆう月げつ祭りはわたくし達が同行いたしますわ」

　きっぱりと、紅華が言う。

「そういう事ですので……一緒に行きましょう、高村さん。あ、大だい丈じよう夫ぶですよ、お祭りを楽しめるようにわたしも会長もちゃんと浴衣を着ますから〜」

　おどおどと、でも嬉うれしそうに綾菜が言う。

「おい、ちょっと待てよ。いくら生徒会長だってそりゃ横暴って奴やつじゃないのか！」

　智とも衣いが息まいて立ち上がった。

「生徒会の仕事にかこつけて、自分が直樹を独ひとり占じめしたいだけなんだろ？」

「……それは」

　紅華が、口ごもる。どうやら図星だったらしい。

「ずるいです。神楽センパイ」

　エリ子も、大きな目を一いつ所しよ懸けん命めい尖とがらせて紅華を睨にらんでいる。

「あの〜、それじゃこういうのはどうですか？」

　ピリピリした空気の中、綾菜がのんびりとした声で言った。

「高村さんに、決めてもらうというのは？」

　四人が、一いつ斉せいに直樹に目を向けた。

「直なお樹き、夕ゆう月げつ祭り、オレと行くよな？」

「高たか村むらセンパイ、エリと一いつ緒しよに行ってくれますよね！」

「高村クン、これは会長としての命令ですのよ！」

「高村さん、わたしと二人きりっていうのもいいですよ〜」

　進退窮きわまった状じよう況きようだ。追い詰つめられていると言ってもいいだろう。

　でも、直樹は決して不幸ではなかった。

　困っている事は困っているのだけど、内心では嬉うれしくて仕方なかったのだ。

「まいったな〜」

　そう呟つぶやく口元にも、自然とニヤニヤ笑いとして浮かんでしまう。

　だってそうだろう。四人とも紛まぎれもない美少女ぞろいだ。こんな風に皆みなから必要とされ、男として悪い気がしないはずがない。男冥みよう利りに尽つきるというのはまさしくこういった状況だろう。

　そう、直樹がこの村を気に入った実に青少年らしい理由というのが、美少女達に囲まれるこの状況だったのだ。

（さあ、どーしたもんだろうか）

　必死にニヤニヤ笑いを噛かみ殺しながら、直樹は考える。

（あんな照れくさそうに誘さそってくれた智とも衣いの誘さそいを断るのも悪いし、第一、智衣の浴衣ゆかた姿ってのを見てみたいぞ。でも、エリ子こちゃんにはいつも弁当作ってもらってるし、きっと浴衣姿も可か愛わいいんだろうな。会長のツンツンしたところ、結構好きだし、浴衣姿なんてもう一生見れないかもしれないぞ。沢田センパイの浴衣姿、きっと胸むな元もとがすごい事になってるだろうな。男としてそれは見とかなくちゃだぞ！）

　もしここが、山の頂上で周りに誰だれもいなかったとしたら、直樹は力一いつ杯ぱい叫さけんでいただろう。

『選べね〜〜〜〜〜ぞ〜〜〜〜〜！！！』

　って。

　散々頭をひねってから、直樹は結論を出した。

「せっかく誘ってもらってるんだし、みんなで行こうよ」

「何だよそれ」

　智衣が不満そうに唇くちびるを尖とがらせる。

「エリ、高村センパイと二人きりが良かったのになあ」

　エリ子も、残念そうな声を出した。

「まあまあ、いいじゃないですか」

　綾あや菜ながなだめるように、穏おだやかな声で言った。

「とりあえず、みんなで集合してお祭りに行きましょう」

「そうね、ここで言い争ったって仕方ありませんわ」

　紅べに華かが、不敵な笑えみを浮かべた。

「祭りの日に争う事にしましょ。お互たがいフェアプレーですわよ」

　紅華と綾あや菜なが教室を出ていく。エリ子こも、空の弁当箱を受け取って自分のクラスへと戻もどっていった。

「ったく、オレを選べよな」

　バシッと直なお樹きの肩かたを叩たたくと、智とも衣いが教室を出ていく。陸上部の練習に行くのだろう。

（祭りの日に争うとか言ってたな。フェアプレーとも言ってたし。やっぱり、みんな僕を狙ねらってるって事なのかも。まいったな〜）

　また、直樹の顔がにやけてしまう。ちっともまいってない表情だ。

（だけど、この村に来た途と端たん、こうも女の子達にちやほやされるなんて）

　あの四人に限った事ではなかった。他ほかの女子生徒達も、基本的に直樹に対しては好意的に接してくれるのだ。

　ただ一人の、例外を抜ぬかして。

（もしかして、この村ではうける顔なのかな？　僕って）

　真しん剣けんにそんな事を考えていた直樹は、あっと声を上げる。黒板を消す女子生徒の姿に気が付いたからだ。

（そうだった！　今日の男子の学級当番は僕だったじゃないか！）

　丸一日、授業の号令等の仕事を女子の当番に任せてしまった事になる。

　直樹は立ち上がると、急いで黒板へと向かう。黙もく々もくと黒板を消していた女子生徒に軽い口調で声をかけた。

「今日僕が当番だったのすっかり忘れてたよ。ゴメン」

　女子生徒が直樹に顔を向けた。

　どこか涼すずし気げな目つきの少女だ。

（えっと、確か川かわ澄すみ季き代よ実みさんだっけ？　まだ話した事はなかったんだよな）

　そう、ただ一人の例外というのがこの女子生徒なのだ。朝挨あい拶さつをしても、彼女だけは返事をしてくれない。他の女子生徒達が直樹のもとに集まっている時でも、一人だけ静かに本を読んでいたりする。

　とっつきづらいクールな美少女といったところだ。

　相手が季代実だと知って、直樹は慌あわてて真ま面じ目めな顔で頭を下げた。

「本当にゴメン。すぐに手伝うから」

　季代実は何も言わず、また黒板を消し始める。

（うわ〜〜、怒おこらせちゃったかもな）

　余っていた黒板消しを手にし、季代実の反対側がわから消し始める。黒板を、びっちり数式で埋うめるのがクセの教師だったから、なかなか一苦労だ。

　それでも力を込めてごいごいと消していく。少々ザツな事もあり、黒板の真ん中辺りまでやって来る。丁てい寧ねいに消していた季き代よ実みと、隣となり合あわせとなる。

「高たか村むら君」

　それは、本当にかすかな声だった。直なお樹きにしか聞き取れない、まるで吐と息いきのような声。

「え？」

　黒板消しを止め、真横を見る。季代実は横顔を向けたまま、相変わらず黒板を消している。

（何だ、空そら耳みみか）

　そう思い、首を動かそうとした直樹に、季代実はそのままの体勢で囁ささやいた。

「この村の住人になりたくなければ、祭りの日までにこの村を離はなれる事ね」

「え？」

　聞き返す直樹の言葉にも答えず、季代実は黒板消しを置くとすたすたと自分の席へと戻もどっていく。そして学生鞄かばんを手にすると静かに教室を出ていった。

「住民票も移してて、僕はもうこの村の住人なのに、何を言ってるんだろ？」

　残された直樹は、一人、小首を傾かしげた。
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　夕ゆう月げつ祭り当日も、空にはうっすらと雲がかかっていた。

　まだまだ日の長い季節だけれども、曇くもっている事もあって、夕方は薄うす暗ぐらくなり始めている。

　Ｔシャツに短パンというラフな格好をした直樹は、治ち水すい小学校へと続く道脇に立っていた。ここで皆みなと待ち合わせをしているのだ。

「みんなの浴衣ゆかた姿……楽しみだなあ」

　ニヤニヤと締しまりのない表情で笑えみを浮かべていた直樹は、少しだけ怪け訝げんそうな顔をする。

「それにしても、みんな遅おそいじゃないか」

　待ち合わせの時間は六時半だった。家を出たのが六時丁ちよう度どで、早歩きで来たからここには六時二十分くらいには到とう着ちやくしていたはずだ。

　それから、たっぷり二十分近くは待っているような気がする。時計がないからハッキリとした時間は分からないけれど、もう六時四十分くらいにはなっているはずだ。

「このまま、誰だれも来ないって事ないよな」

　そう呟つぶやいてから、直樹はプッて噴ふき出だした。

「そんなはずないか。だって、みんなして僕にホレてんだから」

　再び締まりのない笑みに戻る直樹だけど、ふと怪訝そうに眉まゆをひそめる。嫌いやな事を思いついてしまったからだ。

（ひょっとして、みんなして僕をからかってるだけなんじゃないか？）

　東京から来た転校生を、みんなしてチヤホヤし勘かん違ちがいさせる。そんなお間ま抜ぬけ転校生が、待ちぼうけを食らっている姿をこっそりと覗のぞいて大笑い。最後は、彼氏と共に登場してネタ晴らしし、落らく胆たんするお間抜け転校生を見てさらに笑う。

　そんな図式が頭の中にでき上がってしまう。

（そーだよ、考えてみればこれまでの人生でただの一度だってモテた事のない僕が、この村に来た途と端たんにモテ出すなんておかしな話じゃないか。何か裏があるべきだって考えるのが当然じゃないか？）

　猜さい疑ぎ心をどんどんと膨ふくらめていく直なお樹きの後ろから、その声は聞こえてきた。

「おっす、直樹。わり〜、遅おそくなっちまったぜ」

　口調や声から誰だれなのかは容易に分かる。智とも衣いだ。

（振ふり向いたら、智衣は彼氏と腕うで組んで笑ってるかもしれないぞ！　見たくない見たくない！）

　かといって、このまま走って逃げ出す訳にもいかない。

　錆さびたロボットのような動きで首を動かし、直樹は振り向いた。

　予想に反して智衣は一人きりだった。腕を組んだ彼氏なんていやしない。

　それでも直樹は納なつ得とくできず、おずおずと尋たずねる。

「か、彼氏は？　一いつ緒しよじゃないのか？」

　智衣は、キョトンとした顔をした。

「彼氏だって？　そんなメンドくさいもんいる訳ないだろ？」

　呆あきれたようにそう言う。

「それよりちゃんと見てくれよ。オレの浴衣ゆかた姿」

　淡あわい海の色をした浴衣が、スレンダーな体型によく似合っていた。

「どうだ？　似合ってるか？」

「あ、ああ。似合ってるよ」

「気に入ったか？」

「あ、ああ」

　直樹が頷うなずくと、智衣は少しだけ恥はずかしそうに鼻の頭を掻かいた。

「何か、こんな格好するの久しぶりだから恥ずかしいぜ。だけど、お前が気に入ってくれて良かったよ」

　そんな仕草に、直樹の心臓がドキンと跳はね上がる。いつもとのギャップに持ってかれてしまったのだ。

　と、

「ごめんなさ〜〜〜い！」

　そんな声と共に、ぱたぱたと足音を立ててやって来るのは、淡いピンクの浴衣に身を包んだエリ子こだ。

　可か愛わいらしい浴衣ゆかたが実に良く似合っている。まるでお人形さんのような可愛さだ。

「どのリボンにしようか色々と悩なやんじゃってて。気が付いたら遅おそくなっちゃってました」

　直なお樹きの前までやって来たエリ子こは、はあはあと大きく息をする。

「もしかしたら、高たか村むらセンパイ、先に行っちゃったんじゃないかって思って、すごくハラハラしてました。良かったあ、待っててくれて」

　ほっとしたように胸を撫なで下ろすエリ子。と、後ろから鋭するどい声が届く。

「先に行く訳ないですわ。だって、わたくしがまだでしたもの」

　いつの間にかやって来ていたのは、紅べに華かと綾あや菜なの二人だった。

　紅華は華はなやかな紅色の浴衣。細かな刺し繍しゆうもされていて、一目で高級品だという事が窺うかがえた。華やかな彼女の雰ふん囲い気きにもマッチしている。

　綾菜の浴衣は、落ち着いた感じの薄うすい若葉色。そして、直樹が想像していたように……いや、想像していた以上に胸むな元もとがすごい事になっていた。

（生きてて良かった……）

　思わず、直樹は心の中で呟つぶやく。

「遅おくれてすみませんでした」

　申し訳なさそうに綾菜が頭を下げる。浴衣の首の辺りから胸の谷間が見えてしまいそうで、直樹は慌あわててそっぽを向いた。

「それじゃま、全員そろった事だし。祭りの会場に行こーぜ。きっともう、村の連中も集まってる事だろうしな」

　智とも衣いが拳こぶしを握にぎり締しめる。

「まあ、いくら集まっていようがオレは負けないけどな」

「負ける？」

　ふと疑問を覚えて直樹が尋たずねる。

「祭りのイベントでゲームでもするのか？」

「ゲームっていえばゲームですね。いわゆる、争そう奪だつ戦って奴やつですよ。高村センパイ」

　エリ子が、ニヤニヤしながら言う。

「争奪戦ねえ」

　さっぱり訳が分からないといった様子で、首をくいっとひねる。

「祭りが始まれば分かるさ。さっさと行こーぜ」

　智衣を先頭に、一同は歩き出した。この道の先にある治ち水すい小学校の校庭が祭りの会場となっているのだ。

　歩きながら、直樹は心の中でホッと胸を撫なで下ろす。

（良かった。どうやらからかわれてた訳じゃないようだぞ）

　少しでもみんなを疑っていた自分を直樹は深く、ふか〜く反省した。

　そして、調子に乗った。

（となると、みんなが僕にホレてるってのも、何の裏もない事実なんだよな……）

　ごく自然に顔が緩ゆるんできてしまう。

（いや〜〜〜、まいったな〜〜〜〜）

　ちっともまいってない、だらけきった笑えみをその顔に張り付けるのと同時だった。直なお樹きのＴシャツの後ろが唐とう突とつに引っ張られる。

「え？」

　肩かた越ごしに振ふり向くと、紅べに華かがいた。無言で直樹のＴシャツのすその部分を掴つかんでいる。

「会長……」

　何かを言おうとする直樹の唇くちびるに、紅華は人差し指を突つきつけた。

「静かに！」

　ほとんど息だけの小声で、紅華は囁ささやいた。

（え、だけど……）

　直樹と紅華が足を止めた事に気付かず、智とも衣いとエリ子こと綾あや菜なの三人は歩き続けている。距きよ離りが開いていく三人を満足気に眺ながめてから、紅華は人差し指で茂しげみを指差した。舗ほ装そうもされていないが、そこには小さな道が伸のびているようだ。

「こっちが近道ですわ」

　紅華の口が、そう囁く。

「みんなには内ない緒しよですわよ」

　なるほど、先回りしてみんなを驚おどろかせようというつもりなのだろうと直樹は思った。

（会長も、案外子供っぽいとこあるんだなあ）

　そんな事を考えながら、紅華と一いつ緒しよにその脇わき道みちへと足を踏ふみ入れた。
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（どうもおかしいぞ？）

　直樹がそう思い始めたのは、脇道を歩き始めてから数分後の事だった。

　辺りは木々が生い茂しげっている。すっかり山道の様相を呈ていしていた。

（あの道を歩いてたって、五、六分後には祭りの会場へ到とう着ちやくしてたはずだ。もうそれ以上たってる気がするし……もしかして道に迷ったとかかな？）

　半ば冗じよう談だん交じりに、直樹は尋たずねた。

「近道のわりには、遠く感じるね。山道だからかな？」

　紅華が足を止めた。そして、ゆっくりと振り向く。その顔には、何かを期待するような笑みが浮かんでいる。

「ごめんなさい、高たか村むらクン。近道と言ったのは嘘うそですわ」

「え？」

　ポカンとする直なお樹きに、紅べに華かは頬ほおを染めると恥はずかしそうに言った。

「本当は、わたくしが高村クンと二人っきりになりたかったんですわ。だから、あんな嘘を」

「えっ？」

　直樹の心臓がドキンと跳はね上がる。

「この間は抜ぬけ駆がけなしって話しましたけど、わたくし、やっぱり我が慢まんできなくなってしまいましたの」

　気品を感じさせる美しい瞳ひとみで、直樹をしっかりと見つめる。

「高村クンを、他ほかの誰だれにも渡わたしたくありませんの！」

（キタ───！！！）

　問答無用に直樹は思った。と同時に、心臓がドキドキと８ビートで鼓こ動どうする。気を抜ぬくと破は裂れつしてしまいそうなくらいの勢いでだ。

（これって……これって間ま違ちがいなく愛の告白だよな!?　それ以外の何物でもないよな!?）

　苦節十六年と三ヶ月と二十一日、生きてて良かった〜〜〜。

　感無量で、直樹は思わず涙なみだぐむ。

　だけど、いつまでも涙ぐんでいられなかった。紅華が体ごと直樹に詰つめ寄ると、そのまま草むらへと押し倒たおしたのだ。

「わ、会長！！！」

　驚おどろいて口をぱくぱくさせる直樹に、紅華は妖よう艶えんな笑えみを浮かべ囁ささやいた。

「フフフ、わたくしが、新しい世界へ連れてってさしあげますわよ。高村クン」

（あ、新しい世界って何！　それってもしかして大人の世界って事!?）

　青春真っ盛りの直樹の頭は、もう沸ふつ騰とうしてどうにかなってしまいそうになる。

（治ち水すい村、万歳！！！）

　最後にそう心の中で叫さけぶと、運命に体をゆだねようとした。

　と、その時だった。何ど処こからか鐘かねの音が聞こえてきた。ゴーンというお寺の鐘ではなく、もっと突つき抜けるような高い音の鐘。

　その音がどこから響ひびいてくるのかは想像がつく。治水村にある教会からだろう。

　山の中腹に建てられた小さな教会は、遠くから眺ながめてもモダンで美しい物だった。ただ、前に智とも衣いに尋たずねたところ、神父は不在で今はほとんど使われていない教会との事だ。

　事実、治水村に来てからの数週間の中で、教会の鐘が鳴らされた事は一度としてなかった。

　そんな鐘が、どうして今突とつ然ぜん鳴り出したのか？

　疑問といえば疑問なのだけれども、直樹はそんな事はちっとも気にしない。今は大人の階段を登る事で一いつ杯ぱい一杯なのだ。

　そんな直なお樹きの上で、紅べに華かが口を開く。

「丁度良く、祭りが始まったようですわね」

　目を細めると、直樹を見下ろす。

「それでは、遠えん慮りよなくいただきますわ」

　紅華の顔が直樹に近寄ってくる。

　思わず、直樹は瞳ひとみを閉じた。

　おそらく、大人への階段の一歩目。初キッスが訪おとずれるのではなかろうか？

　淡あわい期待を胸に、ドキドキと鼓こ動どうを叩たたきまくる直樹。

　だけど、直樹に訪れたのは柔やわらかい唇くちびるの感かん触しよくでも、甘い紅華の吐と息いきでもなかった。

　首筋に走る、ザクリという激痛だった。

「うわああ！！！」

　反射的に直樹は紅華を突つき飛ばし、体を回転させる。

「な、何だ？」

　痛みの走った首に手を当て、そしてその手を見る。掌てのひらにべっとりとついていたのは真っ赤な血だった。

　ズキズキという痛みが、波のように押し寄せてくる。

（会長に……噛かまれた？　冗じよう談だんとかそんなレベルじゃなく、血が出るくらいにガブリッて）

　予想もしない展開に、直樹は唖あ然ぜんとする。

　だけど、本当に驚おどろくのはこれからだった。

「フフフ、逃にげてはダメですわよ」

　そう言う紅華は、もうそれまでの紅華じゃなかった。まるでルビーのように瞳が真っ赤に染まり光っている。ほっそりとした指の先からは、人間の物とは思えない鋭するどい爪つめが伸のびている。

　そして、直樹の血がしたたるその口には、二本の長く伸びた犬歯が生えている。

　ホラー映画やオカルト小説の挿さし絵え等で見た事のあるアレに、それはそっくりだった。

　そう、吸きゆう血けつ鬼きだ。

「ああ、おいしい」

　口の周りについた血液を手で拭ぬぐい、それを舌で嘗なめ取る。

「思ったとおり、高たか村むらクンの血は最高ですわ。さあ、もっと」

　紅華が一歩、歩み出る。

　体内の危険信号がビーコンビーコンと鳴っていた。これまで体験した事もない恐きよう怖ふを直樹は感じた。

「う、うわああああああああああああああああ！！！」

　直樹は絶ぜつ叫きようすると、全速力で走り出した。道なき林を駆かける。

「元気がありますのね、高村クン」

　耳元で、そんな声が囁ささやかれる。

「でも、逃にげられませんわよ」

　肉食動物にいたぶられる獲え物もののような気分を直なお樹きは感じ、両腕うでを振ふり回す。

「来るな！　来るな！」

　と、直樹は茂しげみの向こうに灯あかりを見つけた。華はなやかな太たい鼓この音や笛の音も聞こえてくる。

　どうやら祭りの会場となっている小学校の校庭がこの先にあるようだ。

（あそこに行けば村の人達がいる！　助けてもらえる！）

　さらに駆かけ抜ぬけ、直樹は祭りの会場へと飛び出した。

「みんな助けてください！　か、会長が！　神楽かぐら紅べに華かさんが……」

　それ以上、直樹は言葉を発する事ができなかった。

　飛び出した直樹を見つめる村人達の瞳ひとみは、燃えるように真っ赤に輝かがやいていた。

「やっと来たぞ」

　鋭するどい爪つめの生えた指をわさわさと動かし、一人の村人が言った。直樹も見覚えのあるおじさんだ。

「こいつの血は俺がいただく！」

　鋭い牙きばをがちがち鳴らし、別の村人が言う。

「ねー、パパ〜」

　女の子が、隣となりに立つ父親の浴衣ゆかたを引っ張った。

「わたし、早く血を吸いたいよ〜」

「待っていなさい。今、パパが捕つかまえてきてあげるからね」

　村人達が、直樹目め掛がけて襲おそい掛かってくる。

「ああああああああああああああああああ！！！」

　本日二度目の絶ぜつ叫きようを響ひびかせると、直樹は再び走り出したのだった。
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（村の人達に何度も捕まえられそうになりながらも、僕は逃げたんだ。やっと、やっと逃げ切ったと思ったのに……エリ子こちゃんまでもが吸きゆう血けつ鬼きになってるなんて！！！）

　決して足は遅おそい方じゃない。むしろかなり速い方と言えよう。東京の高校では、クラスマッチのリレーのアンカーで活かつ躍やくし、クラスを優勝に導いた事だってある。足が速いのが直樹の唯ゆい一いつの取とり得えのようなものだ。

　にもかかわらず……。

「待ってください、高村センパイ〜！」

　エリ子こが、直樹を追いかけてくる。しかも、木から木へとつたい飛び跳はねるようにだ。とてもじゃないが人間の動きじゃない。

「もう逃にがしませんからね」

　直なお樹きの前にすとんと着地したエリ子こが、真っ赤な瞳ひとみをギラつかせる。

「今度こそ、いっただっきまーす」

　エリ子が大きく口を開け、襲おそい掛かかってこようとした時だ。

「させるか！」

　闇やみの中から飛び出し、エリ子を突つき飛ばしたのは智とも衣いだった。

「きゃあああああ」

　突き飛ばされたエリ子は、木をへし折り林の奥へと消えていった。

「それにしても、あのタカピー女め。勝負はフェアプレーとか言っときながら、抜ぬけ駆がけして直樹を連れてきやがってよ」

　智衣は、直樹に笑え顔がおを向ける。

「でもま、お前が無事で良かったよ。直樹。よく、逃げ切ったな」

　直樹の健けん闘とうを褒ほめる智衣。だけど、その笑顔に応こたえて笑う元気は直樹にはなかった。

　智衣の姿も、吸きゆう血けつ鬼きのそれへと変化していたのだ。

　案あんの定じよう、智衣はじりじりと直樹に歩み寄ってくる。

「さ、直樹。オレにお前の血を吸わせてくれよ。オレ親友だからいいだろ？」

「や、やだよ！」

　直樹が後ずさる。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、大切な直樹だから痛くしないからよ。な？」

　質問しているが、直樹に選せん択たく権はないようだ。

「お待ちなさい、智衣さん」

　凛りんとした声が響ひびき、姿を現したのは紅べに華かだ。すぐ後ろには綾あや菜なもいる。

　浴衣ゆかた姿の美少女が集合した。こんな異変が起こる前はおおいにドキドキしていた直樹だけど、今は別の意味でドキドキしていた。

　生きるか死ぬかのドキドキだ。

「高たか村むらクンの血はわたくしがいただきますの！　もう手をつけているんですわよ」

　直樹の首筋を指差す。

「フン、そんな甘あま噛がみくらいで勝利者面づらをすんなよ。第一、直樹はまだピンピンしてんじゃないかよ」

「そーです！　まだ高村センパイは会長のものじゃありませんよ！」

　林からはい出してきたエリ子が唇くちびるを尖とがらせた。

「あの〜、それじゃこういうのはどうですか？」

　一いつ触しよく即そく発はつの中、吸血鬼となってもおっとりとした雰ふん囲い気きで、綾菜が提案する。

「高村さんに、決めてもらうというのは？」

　四人が、一いつ斉せいに直なお樹きに目を向けた。

「直樹、オレに血を吸われるよな!?」

「高たか村むらセンパイ、エリに吸わせてくれますよね!?」

「高村クン、わたくしに血を吸わせなさい。会長命令ですわよ！」

「高村さん、血を吸わせてくれたら……何でもしてあげますよ〜」

　本当に進退窮きわまった状じよう況きようだった。前回は困りながらも嬉うれしかった直樹だけど、今回はちっとも嬉しくない。

（じょ、冗じよう談だんじゃないぞ）

　恐きよう怖ふで青ざめた表情で、直樹はそう思う。

　もちろん、『それならみんなに吸ってもらおうか』なんて返事を返せるはずもない。

「どうやら、高村クンは選べないみたいですわね」

　紅べに華かが首を振ふった。

「仕方ありませんわ。この中で誰だれが高村クンの血を吸うか、実力で決めますわよ」

「望むところだぜ」

　智とも衣いが鋭するどい爪つめのついた指をわしわしと動かしてみせる。

「エリも負けないんだから！」

「わ、わたしも、参戦させてください」

　おずおずと綾あや菜なが手を上げる。

「だって、高村さんの血。とってもおいしそうなんですもの」

　頬ほおを押さえ、はにかむように言う。

　そして、戦いの火ひ蓋ぶたが切って落とされた。

　牙きばをむき出し紅華が智衣に襲おそい掛かかった。

「あんた、いつも生意気で気に入らなかったのよ！」

「それはこっちの台詞せりふだぜ！　紅華！」

　智衣はそれを迎むかえ撃うつ。

「胸が大きいからって、負けませんよ！」

　エリ子こが綾菜に突とつ進しんする。

「わたしだって、高村さんの血を吸いたいんです〜！」

　綾菜も、鋭く尖とがった爪を振るった。

　それは、尋じん常じようでない戦いだった。

　四人とも、人間離ばなれした力をぶつけ合っている。巻き込まれた林の木々が、面おも白しろいようになぎ倒たおされた。

　振るわれた爪で顔や腕うでに傷が走るが、直樹の目の前でその傷がみるみる塞ふさがっている。まるで魔ま法ほうでも見ているかのように。

「な、何なんだよ……」

　呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくす直なお樹きの腕うでが、何者かに掴つかまれた。

「ひいいい！」

　悲鳴を上げ横を見ると、そこには制服の少女の姿があった。

　川かわ澄すみ季き代よ実みだった。四人や他ほかの村人達とは違ちがい、瞳ひとみも赤くなければ牙きばも見せていない。直樹を掴む手だって、普ふ通つうの爪つめをしていた。

「こっちよ！」

　季代実が鋭するどく言う。

「え？」

「いいから来て！　噛かまれたくなかったらね！」

　不可解な事が起こりすぎていて頭はパニック寸前だった。それでも、他の皆みなと違ちがって吸きゆう血けつ鬼きになっていない季代実の事は、信用してもいいと思った。

　季代実に引っ張られるまま、直樹は足早にその場を離はなれた。
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　暗い林の中を、季代実はただ黙だまって早足に歩き続ける。

　そのすぐ後ろを追いかけるように、直樹も両足を動かした。

　四人のもとを逃にげ出してから、十五分ぐらいたっただろうか？　もう直樹がいない事にも気付いているはずだ。必死に探しているに違いない。

「ねえ、川澄さん」

　季代実の背中に向かって、直樹が声を張り上げる。

「あれって、やっぱり本物のあれなのかな？」

　少しだけためらってから、直樹はその言葉を口にした。

「……吸血鬼」

「当たり前じゃない。他に何があるの？」

　呆あきれたように、季代実が言った。

「でも、どうしてなんだ？　教会の鐘かねが鳴った途と端たん、みんなが吸血鬼になるなんて……」

　直樹の質問に、季代実は歩きながら答えた。

「教会の鐘の音を聞いたからみんな吸血鬼になったんじゃないわ。みんな、元から吸血鬼なのよ。治める水の村で治ち水すい村むらって言ってるけど、この村の本当の名前は血を吸う村で、血ち吸すい村なの」

　何も言えず口をぱくぱくさせる直樹。

「のんびり座って話してる時間はないけれど、歩きながらでいいなら説明してあげるわ。この村の真実を」

　もちろん聞きたいに決まっている。このままじゃ頭がどうかなってしまいそうだ。

　季き代よ実みの声がちゃんと聞こえるよう、直なお樹きは少し足を速めて季代実の斜ななめ後ろへと寄った。

　横目でそれを確かく認にんしてから、季代実が話し出す。

「始まりは単純な事なのよ。今から、六十年ぐらい前。この村に西洋人の宣教師がやって来たの。村はこの宣教師を歓かん迎げいし、高台に教会まで作ってあげた。だけど、この宣教師が実は吸きゆう血けつ鬼きだったのよ」

　サラリと非常識な事を言うけれど、直樹は突つっ込こみを入れる気にもならない。もはや、吸血鬼は非常識でも何でもないのだから。

「その吸血鬼は、この村の住人を傷つけるつもりはなかったらしいわ。血を吸う時にも、ガラスのストローを使ってたらしいから」

「ガラスのストロー？」

「噛かみ付いて血を吸わなければ、相手を吸血鬼にしなくてすむでしょ」

　そんな単純な物なのか？　と小首を傾かしげる直樹をそのままに、季代実は続ける。

「ところがある日、この吸血鬼は寝ねぼけて村の女性に噛み付いてしまったの。女性は吸血鬼となり、別の村人に噛み付き、そしてまたその村人が別の村人に噛み付き……そうやって、ほんの数日で村中の人間が吸血鬼になってしまったそうよ。男も女も、大人も子供も老人も、みんな」

　困ったものねと、季代実が息を吐はき出した。

「さすがに、その宣教師も反省してね。村人達に平ひら謝あやまりしてから、吸血鬼を人間に戻もどす方法を探すための旅に出る事にしたの。そして、自分がその方法を見つけて戻ってくるまで、村人達が誰だれにも迫はく害がいされず生きていけるように、村に二つの呪のろいをかけたの」

「呪い？」

「まずその一つが、絶対に晴れないという呪い。あなたも不思議に思わなかった？　どうしてこの村はいつも曇くもってるんだって」

　言われてみればその通りだ。この村に引っ越こしてきてからずっと、ただの一度も晴れ間を見た事がない。

「呪いで作られた特別な雲が、昼間の治ち水すい村の空を常に覆おおってるの。だから、吸血鬼となった村人達は日光を恐おそれる事なく昼間でも外に出る事ができる」

「やっぱり、太陽の光を浴びたら灰になっちゃったりするのか？」

「映画みたいにすぐに灰になるって事はないわ。だけどひどい日焼けで苦しむのは間ま違ちがいないわね。吸血鬼の肌はだは紫し外がい線せんにすごく弱いから」

　なるほどと、直樹は納なつ得とくする。

「それで、もう一つの呪いはどんななんだ？」

　逆に、季代実は直樹に尋たずねた。

「高たか村むら君は、もう目にしているはずよ。お昼休みに、クラスのみんなが決まってある物を口にしてる事を……」

　思い当たる節はあった。昼休みになるとクラスメイト達は決まって瓶びん入りの牛乳を口にしていたのだ。中には牛乳だけで昼食を終わらせる生徒もいたくらいだ。

「もしかして、牛乳の事か？」

　季き代よ実みは静かに頷うなずいた。

「あの牛乳こそが、村にかけられたもう一つの呪のろいなのよ」

　ポカンとする直なお樹きに、季代実が説明する。

「吸きゆう血けつ鬼きの食料は血よ。だけど、血なんてそう簡単に手に入らないでしょ？　村人達がひっそりと暮らしていくためには、外に出て人を襲おそうなんてもってのほか。だから、宣教師はこの村の牛に呪いをかけたのよ。血液の代用品となる乳を出すように」

「でも、牛乳が血の代わりになるなんて……」

「そんなに意外な事じゃないわ。だって、牛乳と血ってもともと成分がよく似てるんだから。とにかく、吸血鬼達はこの村の牛が出す牛乳さえ飲んでいれば、血を吸わなくても生きていけるのよ」

　季代実の言葉に、直樹は反論の声を上げた。

「ちょっと待ってくれよ。それじゃ、どうしてみんなして僕の血を吸おうとしたんだよ？」

「それは仕方ないわ。吸血鬼の本能だもの」

　あっさりと、季代実が答えた。

「牛乳を飲んでいれば生きてはいける。だけど、誰だれかに噛かみ付いて血を吸いたいという本能はみんな持っている。だから、この夕ゆう月げつ祭りがあるの。夕月祭りの本当の名前は、吸血祭りなのよ」

　おぞましい名前だと、直樹は背筋を震ふるわせた。

「一年に一度、この村への移住者を募ぼ集しゆうするの。多い時でも四、五人。少ない時は一人って時もあるかしら。そして、祭りの鐘かねの合図と共に、みんなで人間に襲い掛かかるのよ。この村では一年に一度の大イベント、ガス抜ぬきのためのゲームみたいなものね」

　軽く呼吸をすると、季代実は続けた。

「どうしてそんなに人数が少ないかっていうと、この村の人口が増えすぎても困るからよ。村人達はみんな吸血鬼となった時の姿のまま生き続けてるの。よほどの事がない限り死ぬ事はないのだから」

「つまり、君が教室で言ってた、この村の住人になるって言葉の意味は？」

　カラカラに乾かわいた口で尋たずねる直樹に、季代実は頷いてみせた。

「そうよ、この祭りで誰だれかに噛まれて、吸血鬼になるって事よ」

　ただでさえ青ざめていた直樹の顔が、さらに青みを増す。

「小こ耳みみに挟はさんだんだけど、あなたのお父さん、今は村を離はなれているらしいわね」

「あ、ああ。いつも仕事を回してくれる編集さんが盲もう腸ちようで入院したとかで、一番に駆かけつけてポイントを稼かせぐんだって今朝飛び出してったけど」

「それは良かったわ。私だって一度に二人も助ける事はできないもの」

　季き代よ実みが足を止めた。

「見て」

　少し先を指差す。もう使われていないであろう山道がかろうじて見えた。

「この道を歩いていけば、村の外に出られるわ。他ほかはみんな村人達に見張られてるだろうし、ここが唯ゆい一いつの脱だつ出しゆつ経路よ」

「この村から、逃にげられるのか」

「ずっと歩き続ければ、朝が来る頃ころには別の村に着くはずよ。住人が吸きゆう血けつ鬼きじゃない、ごく普ふ通つうの村にね。電話でも借りてすぐにお父さんに連れん絡らくをして。この村には帰ってこないようにって」

　念を押すように、季代実は言った。

「その後、この村の事は忘れるのよ。警察とかマスコミとか、そんなのに知らせちゃ絶対にダメ。基本的に、村の住人達は、秘密を守り宣教師が戻ってくるのを待っているつもりでいるけど、下手に刺し激げきされたら本能に火がついてしまう可能性があるの。恐おそろしい吸血鬼としての本能にね。さ、早く行って」

「早く行ってって、君は一いつ緒しよじゃないのか？」

「私は………行かないわ」

「どうして？　こんな恐ろしい村、さっさと逃げ出そうよ」

　直なお樹きの声に、季代実は静かに微笑ほほえんだ。悲しみを含ふくんだ笑みだった。

「私も、この村の住人なの。この言葉の意味、分かるでしょ？」

　その一いつ瞬しゆん、季代実の瞳ひとみが夜の闇やみの中で真っ赤に輝かがやいた。

「………君も、吸血鬼!?」

　驚おどろいた直樹は、口をぱくぱくさせる。

「だけど、どうして僕を助けてくれるんだ？」

「他の人達に比べて私は弱いのよ。吸血鬼としての本能がね。だって、昨年の吸血祭りで吸血鬼になったばかりだから」

　季代実が寂さびし気げに笑った。

「私、両親も親しん戚せきもいなくてね。ずっと施し設せつにいたの。ある日、養女として迎むかえ入れたいっていう話があってね。それが、この村の人だったの。親戚や身寄りのない私なら好都合だったのね。吸血鬼になって村から出られなくなっても騒さわぎにはならないから。きっと、あなたとあなたのお父さんも同じようなものなんでしょ？」

　季き代よ実みの言うとおりだった。どうやら、この村の移住者としての選定基準はそんなところにあるらしい。

「さ、話は終わりよ。早く村の外へ」

「あ、ああ」

　山道を歩き出そうとする直なお樹きだったけど、そこで素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「あっ！！！」

「どうしたの？」

「忘れてたんだ！　マロの事を！」

「マロって何？」

「家で飼ってる犬だよ！」

　直樹の言葉に、季代実はゆっくりと首を振ふる。

「悪いけど、諦あきらめてもらうしかないわ。今から戻もどるなんて危険すぎるもの。あなただって今の状じよう況きようは分かっているでしょ？」

「分かってる、分かってるけど……」

　マロとの思い出が、直樹の頭の中に浮かぶ。

　小学校の帰り道でダンボール箱に入れられて捨てられている子犬を拾ってきた事。

　父親が料金を滞たい納のうして電気を止められてしまった冬は、マロを暖だん房ぼう代わりにして眠ねむった事。

　貧びん乏ぼうという荒あら波なみを、二人（？）して乗り越こえてきた数々の思い出だ。

「お手もお座りもできなくて、いつも自分の尻しりの匂においを嗅かいでるようなバカ犬だけど、置いてくなんてできないよ！」

　だだんと言い切る直樹に、季代美はため息交じりの息を吐はき出した。

　そして、言った。

「分かったわ。そこまで言うなら行きましょ。高たか村むら君の家へ」
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　季代実の案内で、林の中を歩く事十数分。直樹の目の前に見慣れた道路が現れた。

　少し上り坂となった道路の先に、二階建ての古い木造家屋が見える。そここそが、村で用意してもらった直樹の家だった。

　父子二人で暮らすには十分すぎる程ほど大きな家。これで家賃が月三千円なんて破格だろう。

　もっとも、村の事情と、直樹達がある意味エサとしてこの村に呼ばれた事を考えれば、三千円でもまだ高いような気がした。逆にお金をもらいたいくらいだ。

　辺りに他ほかの民家はなく、また街がい灯とうすら設置されていない。今晩はたまたま月が明るいからいいものの、そうでなかったら懐かい中ちゆう電灯なしでは歩けないような場所だ。

「ちょっと待ってて。高たか村むら君を探して村の人達が来てるかもしれないわ」

　直なお樹きにそう言うと、季き代よ実みは林の中から道路へと歩み出た。そのまま直樹の家へと歩いていく。

　しばらくして、戻もどってきた季代実は、大だい丈じよう夫ぶだと直樹に告げた。

「うわっ、これはひどいや」

　家に到とう着ちやくした途と端たん、直樹はそんな声を上げる。玄げん関かんの引き戸が押し破られていたのだ。

「村の人達が来て、高村君を探していったのね。きっと家中引っかき回されてると思うわ」

「マロ、無事か？」

　マロをつないでおいた中庭の縁えん側がわ付近へと向かう。すると、引ひつ越こしのダンボール箱で簡易的に作られた犬小屋からのっそりと一匹ぴきの雑種犬が姿を現した。

　全体的には白っぽい毛の色をしているけれど、目の上の部分だけ少し茶色くなっている。それがお公く家げさんの眉まゆ毛げのように見えた。それが、マロという名前の所以ゆえんなのだった。

「ばうあ〜〜〜」

　マロは、実に緊きん張ちよう感のない大欠伸あくびをする。

「どうやら、大丈夫そうみたいね」

「まあ、泥どろ棒ぼうが来ても尻しつ尾ぽ振ふっちゃうようなバカ犬だからな。押し込んできた村の人達にも、クンクン言ってたんだろうな」

　少々呆あきれながらも、直樹は飼い犬の無事にホッと胸を撫なで下ろした。

「よし、マロ。一いつ緒しよに逃にげるぞ。このまま村にいたら大してうまそうじゃないお前の血だって狙ねらわれちまうかもしれないぞ」

　首輪についていた鎖くさりを外し、直樹がマロを抱だきかかえる。

「それじゃ、早く村の出口へ。村の人達も躍やつ起きになって高村君を探してるはずだわ」

　そのまま、直樹の家を後にしようとした時だった。

「やっぱりここに来てましたのね。高村クン」

　闇やみの中から、凛りんとした声が響ひびく。と同時に、紅べに華かが闇の中から歩み出てくる。

　瞳ひとみの色も元に戻もどり、牙きばや爪つめも引っ込んでいた。

「あなたの事は徹てつ底てい的に調べてありますのよ。その犬を可か愛わいがっている事もね。あちこち探し回るよりここを見張っている方が確実だと思ったわたくしの読みは、見事に当たりましたわ」

　そこで、紅華は不可解そうに眉まゆをひそめる。

「だけど、よく分からないのは川かわ澄すみさん。あなたが一緒にいる事ですわ。見たところ、高村クンの血はまだ吸われていないようですし、一体どういうつもりですの？」

　紅華の瞳が鋭するどく細められる。びっくりするくらい冷たい口調で、紅華は言った。

「まさか、高村クンを村の外に逃がそうとでもしているのかしら？」

「………」

　季き代よ実みは何も言わず、無言で紅べに華かを睨にらみつけている。

「吸血祭りは、村に新しい仲間を増やすための大切な行事。それを邪じや魔ましたらどうなるか、分かっているのでしょうね？」

　クスリと、紅華が笑った。

「ご心配なさらずに。特別に告げ口はしないでおいてさしあげますわ。高たか村むらクンをわたくしに渡わたしてくださればね」

　紅華の瞳ひとみが真っ赤に輝かがやいた。鋭するどい牙きばがニョキッと突つき出る。

「さあ、高村クン。今度こそ、逃にがしませんわよ」

　爪つめの伸のびた手を、直なお樹き目め掛がけて伸のばしてくる。

　その腕うでが、季代実によって掴つかまれた。

「川かわ澄すみさん！　あなた何を!?」

「高村君！　早く行って！！！」

　季代実が、直樹に顔を向け叫さけぶ。

「ここは私が何とかするから、あなたは早く！」

「で、でも……」

「いいから！！！」

　季代実の瞳は真っ赤に染まっていた。口くち端はしからは二本の鋭く尖とがった牙が現れている。紅華の腕を掴んだ手の指には、長い爪が伸びていた。

　懇こん願がんするような瞳で、季代実は言った。

「早く！！！　もう私のような怪かい物ぶつが増えるのは我が慢まんできないの！」

「ひいいぃぃぃ！」

　悲鳴にも似た声を上げると、直樹はマロを抱だきかかえたまま走り出した。

　林へと飛び込み、先さき程ほど教えてもらった村の出口を目指す。

「これでいいんだ！　これでいいんだ！」

　自分自身に言い聞かせるように、直樹は叫んだ。

「この村を出て、今晩の事は全部夢だった事にするんだ！　悪い悪い夢だったって事に……」

　だけど、心は晴れなかった。

　心の中は、嫌けん悪お感で一いつ杯ぱいだった。

　自分を助けるため吸きゆう血けつ鬼きの姿となった季代実を見て、悲鳴を上げて逃げ出してしまった自分に対しての……。

（川澄さん……これからどうなるんだろ？　村の祭りを台無しにしたんだ。きっとただじゃすまないんだろうな。柱に縛しばり付けにされて、心臓に杭くいを打たれたりするかも……）

　昔見た吸血鬼映画の、ラストシーンを思い浮かべる。

（ええい、心配したって仕方ないじゃないか。治ち水すい村の事は忘れるのが一番なんだ。警察やマスコミに言って、川かわ澄すみさんが言ってたみたいな大惨さん事じになったらどうしようもないじゃないか）

　何度も頭の中で繰くり返すけれど、どうしようもなかった。

　直なお樹きは、走っていた足を止めた。

　そして、円つぶらな瞳ひとみで自分を見つめるマロを見下ろした。

「やっぱり、男だったらここがふんばりどころだよな？」

　震ふるえる声で、そう語りかける。

「ばう？」

　マロは、さっぱり意味が分かりませんといった様子で首をひねったのだった。
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　祭りの会場である治ち水すい小学校の校庭。集まった村人達は、地面に座り込みうなだれる一人の少女を取り囲んでいた。

　大切なゲストを逃にがし、吸血祭りを台無しにしてしまった少女、川澄季き代よ実みを。

「まさか、彼を逃がしてしまうなんてねえ」

　治水村の村長が、渋しぶい顔をして首を振る。

「これでは、伝統ある吸血祭りが台無しですよ」

　どこにでもいるような小こ柄がらな中年男性だが、その瞳は赤く鋭するどい牙きばと爪つめの持ち主だ。

「どうしますか？　村長。逃げた少年がこの村の事を外に知らせたりしたら？」

　近くにいた役場の職員が心配そうに汗あせを拭ふきながら言う。

「まあ、心配いらないでしょう。誰だれかに言ったところで信用されるはずがありませんしね」

　村長の真っ赤な瞳が、季代実へと向けられる。

「この村の秘密が外に漏もれる危険を冒おかした罪は重いですよ。川澄季代実さん。この村の住人となってまだ一年と日が浅い事を考こう慮りよしても、それなりの罰ばつは覚かく悟ごしてもらいませんとね」

　季代実がぎゅっと瞳を閉じた、まさにその瞬しゆん間かんだった。

「どけ〜〜〜〜〜〜！！！」

　安っぽいエンジン音と共に、そんな声が響ひびいた。

　前のカゴに犬を乗っけた年代物の原チャリが、人込みの中へ突つっ込んでくる。それにまたがっているのは他ほかならぬ直樹だった。

　危なっかしい運転で村人達を蹴け散らし、季代実のもとへとやって来ると、直樹はブレーキをかけ原チャを止めた。

「高たか村むら君…!?」

　信じられないといった様子で、季代実が目をぱちくりとさせる。

「どうして？　どうして戻もどってきたの!?　逃にげられたはずなのに！」

　信じられないって顔つきで、季き代よ実みが尋たずねた。

「あのまま逃にげてたら、一生自分の事を大嫌きらいでいなくちゃならなくなりそうだったから。だから、来たんだ」

　直なお樹きが季代実に手を伸のばすと、引っ張り起こす。

「早く、後ろに座って！　一いつ緒しよに逃げよう！」

「逃げるですって？」

　紅べに華かがバカにしたように笑った。

「高たか村むらクン。残念だけどそれは無理ですわよ。あなたの周りには何人の吸きゆう血けつ鬼きがいると思ってるの？」

　紅華の言うとおりだった。すでに直樹の乗った原チャの周りをたくさんの村人達が取り囲んでいる。

　その中には、智とも衣いやエリ子こ、綾あや菜なの姿もあった。

「戻もどってきて嬉うれしいよ、直樹。今度こそオレに血を吸われてくれよな！」

「高村センパイの血は全部エリの物なんです！！！」

「あの、どうせ吸われてしまうならわたしがいいと思うんです。あの、痛くしないようにしますから」

　最後に、紅華が直樹の目の前へと歩み出た。

「これだけの吸血鬼を相手にして、逃げられると思ってますの？」

　勝ち誇ほこったような笑えみを浮かべ言った。

「分かってるよ。これだけの数の吸血鬼から逃げるのが難しいって事ぐらい。だから、これを持ってきたんだ」

　ポケットに手を突つっ込む。

「この村の雑貨店や食料品店では、絶対に見つからなかったこの調味料を！」

　高らかに宣言すると、直樹はそれを勢いよく突き出した。

　高さ十五センチ程ほどの小こ瓶びん。緑色の蓋ふたがついており、中身は乳白色の粉状の物だった。

　小瓶の正面に張られたラベルには、カタカナでこう書かれている。

『テーブルガーリック』………と。

　紅華をはじめとする吸血鬼達の表情が強こわ張ばった。まるで恐おそろしい物と遭そう遇ぐうしたかのように、後ずさる。

「やっぱりな。吸血鬼であるみんなは、ニンニクが苦手なんだろう。だから、この村にはテーブルガーリックもニンニクもなかったんだ」

「どうしてよ！」

　紅華が悲鳴にも似た声を張り上げた。

「どうしてそんな物を持ってるのよ！」

「僕の父さんは、とにかくこのテーブルガーリックが大好きなんだ。だからいつも買かい溜だめしてたんだ。引ひつ越こしの荷物の中にだって、何本も入ってたんだよ」

　原チャの前のカゴに入れておいたビニール袋ぶくろを持ち上げて上下に振ふってみせる。がちゃがちゃと、たくさんの小こ瓶びんが当たる音が響ひびいた。

「さあ、早く！　川かわ澄すみさん！」

「………」

　季き代よ実みはもう何も言わなかった。素す早ばやい動きで直なお樹きの後ろに乗る。

「ま、待ちなさい！」

　二人の前に立ちはだかる村長に、直樹は素早く蓋ふたを開けたガーリックの小瓶を投げつけた。

「い、行かせるか！」

「ぐわああああ！」

　村長が顔を押おさえてもだえ苦しむ。飛び散る粉末ガーリックに、吸きゆう血けつ鬼きからも苦く悶もんのうめき声が漏もれる。

「行くぞ！」

　直樹は思い切りアクセルをふかすと、原チャを発進させる。

「追いかけてきたら、ガーリックまみれにしてやるからな！！！！」

　真っ赤な瞳ひとみを向ける村人達に向かって、そう捨すて台詞ぜりふを叫さけび、直樹は祭りの会場を後にした。
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　村の外へと続く街かい道どうを、直樹はアクセル全開で突つっ走った。道はずっと下り坂だからその加速もあってエンジン出力以上のスピードが出る。

　恐おそれていた村人達の追つい跡せきだが、皆かい無むだった。ガーリックまみれにしてやるという脅おどしがかなりきいたのだろう。

「ガーリックの事、ふっと思い出したんだ。確かまだ開けてない段ボールに入ってたはずだなって」

　幾いく分ぶん落ち着いた口調で、直樹は背中の季代実に説明した。

「それで、家に引き返して使いかけのガーリックの瓶を見つけてから、川澄さんを探したんだ。村中が静まり返ってて、明るいのもお祭り会場だけみたいだったから、多分そこじゃないかって思ってさ。最初は自分の家にあったママチャリで行こうとしたんだけど、途と中ちゆうでキーが差したままになってる原チャを見つけたんだ。本当、ラッキーだったよ」

「高たか村むら君のお父さんがテーブルガーリック好きで良かったわね」

　そこで、季代実は不思議そうな顔をする。

「だけど、おかしいわね。村への受け入れを審しん査さする時、食べ物の好みなんかも確かく認にんしてるはずだけど。もし村の人達がその事を知ってたら、選考から外れてたはずだわ」

「ああ、それなんだけどさ」

　そう前置きしてから、直なお樹きは笑いながら言った。

「ウソなんだ」

「え？」

「別にうちの父さんはテーブルガーリック好きでも何でもないよ。テーブルガーリックなんて、さっき僕が投げつけた一本きりなんだ」

「それじゃ、ビニール袋ぶくろに入ってたのは？」

「コショーの瓶びんとか、七しち味み唐とう辛がら子しの瓶とか、塩の瓶とか、ガチャガチャ音が鳴りそうなのを適当に突つっ込んだだけ」

　事もなげに直樹が説明する。

「それじゃ、みんなを騙だましたって事なのね」

「そういう事。うまく引っかかってくれて助かったよ」

　明るく笑う直樹に、季き代よ実みは呆あきれながらも嬉うれしそうに呟つぶやいた。

「見かけによらず度胸があるのね」

　直樹の背中に、頭を預ける。

　そして静かに瞳ひとみを閉じ、季代実は囁ささやいた。

「ありがとう、高たか村むら君」

　その吐と息いきのような声と、今さらながら背中に密着している季代実の感かん触しよくに、直樹はドギマギとしてしまう。

「さ、急がなくちゃな」

　それを誤ご魔ま化かそうと、さらに原チャを走らせる。

　どれぐらい、そうしていただろうか。不意に、季代実が口を開いた。

「高村君。止めて」

「えっ、どうして？　もうすぐ村を出られるのに」

「いいから止めて」

　山のカーブにさしかかった所で、直樹は原チャを止める。すぐ近くにある錆さびたガードレールの向こうはガケのようになっていた。

　原チャから降りた季代実は、静かに直樹に告げた。

「私が行けるのは、ここまでよ」

「え？」

「言ったでしょ。私も村の住人だって。もうこの先は村の呪のろいの外。朝になれば朝日が容よう赦しやなく照りつけるわ。それに、村の外で生きるには誰だれかの血を吸わなくちゃならない。だから、ここまでなの」

　季き代よ実みは、静かに微笑ほほえんだ。

「だからって、高たか村むら君のした事が無む駄だだなんて思わないで。あなたが助けに来てくれて、私すごく嬉うれしかったわ。本当のヒーローに見えたもの」

　熱っぽく、季代実は言った。

「私、高村君の事絶対に忘れないから。これから何年生きるか分からないけど、それでも絶対に忘れないから。もし、宣教師の吸きゆう血けつ鬼きがみんなを人間に戻もどす方法を見つけて村に戻ってきて、それで私が人間に戻れたら……。私、村を出て高村君を探しに行くわ。もしかしたらその時、高村君はおじいちゃんになってるかもしれないけど、それでも絶対に見つけて会いに行くから」

　季代実が、泣き笑いのような表情で言った。

「さようなら、直ヽ樹ヽ君」

　クルリと背を向けて、元来た道を引き返そうとする季代実に、直なお樹きは声を飛ばした。

「待ってよ！」

　慌あわてて原チャを降りると、前のカゴに突つっ込んであったスポーツバッグを手にし季代実を追いかける。

「これ、家から持ってきたんだ」

　季代実の目の前で開いたバッグの中には、黒いスポーツウェアが入っていた。帽ぼう子し、そしてサングラスなんかも入ってる。

「君が、外に出るための道具だよ」

　季代実をしっかりと見つめ、直樹は言った。

「これを着れば日の光から身を守れるはずだよ。別の村についたらそこから父さんに電話して迎むかえに来てもらおう。大だい丈じよう夫ぶ、父さんは売れないＳＦ小説家だけあって頭が非常識だから、多少非常識な事にも動じないはずだよ。オカルト作家の知り合いもいるはずだから、人間に戻る方法の手がかりも見つかるかもしれない」

「でも、私は村の外じゃ生きていけないのよ？　普ふ通つうの食べ物では、私は生きられないから」

　嫌けん悪お感を込めて、季代実がその言葉を口にする。

「血を、吸わないと」

「それだって、きっと何とかなるよ。動物の血なら手に入るかもしれないし、それにどうしてもダメだったら」

　直樹は、ゴクンと喉のどを鳴らすと、決意を込めて言った。

「僕の血をあげるよ」

「えっ!?」

「あ、だからって、噛かみ付いて吸うのはなしだからね。僕まで吸血鬼になっちゃうから。献けん血けつみたいにして、君にあげるって事だから」

　静かに息を吐はき出すと、直樹は季代実に笑え顔がおを向けた。穏おだやかな、笑顔を。

「一いつ緒しよに行こう。川かわ澄すみさん」

「高たか村むら……君」

　季き代よ実みの瞳ひとみから、大おお粒つぶの涙なみだが零こぼれ落ちた。

「一年前、吸きゆう血けつ鬼きになった時からずっと、村からは出られないと思ってた。諦あきらめるしかないんだって。でも、こんな日が来るなんて」

　指で、涙を拭ぬぐう。

「私も連れてって。高村君」

「ああ、一緒に行こう」

　ゆっくりと、直なお樹きは頷うなずいた。

「………」

　季代実が、静かに瞳ひとみを閉じた。それが何を意味するのか、いくら経験が皆かい無むの直樹でもすぐに察知する。

（ここここ、これってキスＯＫって事だよな……）

　ファーストキッスの相手が吸血鬼ってのは、少々わだかまりが残る部分ではあるけれども、そんなものはさっさとドブに捨てる。

　だって、目の前にいる季代実は、紛まぎれもない美少女であり、しかも自分を助けてくれた恩人であり、自分が助けたヒロインなのだから。

（いいいい、行っちゃうぞ！　大人の階段、登っちゃうからな！）

　しばらく忘れていた青春のドキドキ感を味わいながら、ゆっくりと季代実の唇くちびるに顔を近づけていく。

　と、その時だった。

「はい〜〜〜、そこまでですわよ〜」

　そんな声が、山道に響ひびく。

「！！！」

　弾はじかれたように顔を動かすと、通せんぼするかのように立つ紅べに華かの姿があった。

　さらに、智とも衣いやエリ子こ、綾あや菜なも姿を現す。

「ま、待てよ！　こっちにはテーブルガーリックがあるんだぞ！」

　上ずった声を上げる直樹だったけれども……。

「そのテーブルガーリックって、この事かしら？」

　紅華が持ち上げた右手には、原チャリの荷台に入れておいたはずのビニール袋ぶくろがぶら下がっていた。

「だけど、驚おどろきましたわ。ガーリックがあの一本だけで、残りはどーでもいい調味料の瓶びんだったなんて」

　紅華は、つまらなそうに袋を道みち端ばたに投げ捨てると、直樹に向かって歩き始めた。他ほかの三人も、同じように距きよ離りを縮めてくる。

「今度こそ、もう逃にげられませんわよ」

　と紅べに華か。

「大だい丈じよう夫ぶだよ、親友のオレが痛くないように吸ってやるからな」

　と智とも衣い。

「高たか村むらセンパイ、エリのお弁当で増えた血を、いただきますね」

　とエリ子こ。

「高たか村むらさん、わたしもう、我が慢まんできません」

　と綾あや菜な。

　瞳ひとみを真っ赤に染め、吸きゆう血けつ鬼きの本性を丸出しで直なお樹きに迫せまってくる。

　季き代よ実み一人では、どうする事もできないだろう。

（ああ、ここまでか〜）

　思わず夜空を見上げ、人間としての人生がここで終わる事を覚かく悟ごする直樹。

　だけど、事態は思わぬ方向へと転がり出す。

　それは、本当に思いもよらぬ転落だった。

「フフフ」

　紅華が笑った。そして、静かに拍はく手しゆを始める。他ほかの三人も同じだった。

「へ？」

　ポカンとする直樹に、紅華は笑いながら言った。

「高村クン、あなた合格ですわよ」

「ああ、お前ならやってくれると思ってたぜ」

「点数にすると百点満点……ううん、もっとかもしれないな」

「本当です。わたし、感動して涙なみだが出そうになってしまいました」

　口々に直樹を賞賛する面々だったけど、直樹は相変わらずポカンだ。

「へ？」

　あまりに直樹が置いてけぼりになっているのを不ふ憫びんに思ったのか、紅華がやっと説明を始める。

「実は、わたくし達、ちょっとしたテストをしてましたの。高村クンが、力づくで簡単に吸血鬼にしてしまうにはもったいない人間かどうかを知りたくてね」

「新しい移住者がうちの高校に来たって聞いてさ、せっかくだからこのメンバーで何かやろうぜって話をしたんだ」

　智衣が笑いながら言う。

「ほら、いつもいつも追いかけて噛かみ付くだけじゃ能がないだろ？　たまには違ちがう趣しゆ向こうを凝こらさなくちゃ吸血祭りにも飽あきちまうぜ」

「それで、お芝しば居いをする事にしたんだよね〜♪」

「大おお枠わくの台本はわたしが作ったんですよ〜」

　綾あや菜なが、恥はずかしそうに、だけど得意気に微笑ほほえんだ。

「自分を助けてくれた女の子を、見捨てる事なく最後まで助けようとするか？　それを見させてもらったんですわ」

「でも、途と中ちゆうで直なお樹きが犬を連れに戻もどるとは思ってなかったからな。ちょっと計画が変わっちまったぜ」

　智とも衣いが笑いながら言う。

「ちょ、ちょ、ちょ、ちょっと待ってくれよ。それじゃ、それじゃ、それじゃ……」

　直樹は、信じられないって顔つきで、季き代よ実みを見る。

「川かわ澄すみさんも………グル？」

「………ごめんなさい」

　ペロッて、季代実が舌を見せた。

「私、演劇部の部長なのよ。協力すれば、部の予算増やしてくれるって言われて」

「そん……な、そんなのって……」

　へなへなと、直樹はその場にへたり込む。それから、思い出したように尋たずねた。

「でも、もし僕が川澄さんを放ほうっておいて一人だけ逃にげてたらどうしてたんだよ？」

「そんなの不可能よ」

　きっぱりと、紅べに華かは言い切った。

「村の出口は、役場の人間が見張ってますもの。あのまま一人で逃げてたとしても、見つかって噛かみ付かれて新しい吸きゆう血けつ鬼きの誕たん生じようでしたわよ」

　そんな光景を思い浮かべ、直樹はぞぞぞっと背筋を震ふるわせた。

「とにかく、見事にわたくし達のテストに合格した高たか村むらクンは、力づくで吸ってしまうにはおしい人間ですわ。だから……」

「だから、約束するよ。お前がその気になるまでは、絶対に血を吸わないってな」

「つまり、エリ達の中で高村センパイをその気にさせた人物が、血を吸う権利を与あたえられるんです。これなら吸血祭りの後も楽しめるし、いい考えでしょ？」

　エリ子こも、ニコニコと笑顔を向ける。

「あ、一番大切な事を言わなくちゃいけません」

　綾菜が、大きな眼鏡を軽く持ち上げた。生徒会の行事などで発言する時に見せる仕草だ。

「そんな訳で、高村さんは人間のままこの村で生活してもらう事になるのですが、それには大きな問題があります。村の他ほかの方々です。きっと高村さんを襲おそって血を吸おうとするに違ちがいありません。そこで、高村さんは、この吸血祭りで吸血鬼になった事とします」

「そう、川澄さんに血を吸われてね。そうすれば、一度は高村クンを逃がそうとした川澄さんの処しよ罰ばつもなくなるし、全すべてが丸く収まるんですわ」

　それから、直なお樹きに指を突つきつける。

「だけど、もし高たか村むらクンが人間だって事がばれたら、村人達は放ほうってはおきませんわよ。だからくれぐれも気を付けるように！　いいですわね！」

　鋭するどくそう言って、紅べに華かは締しめくくった。

「だけど、本当にすごかったよね。バイクに乗ってさっそうと現れるんだもん」

「しかも、ガーリックの瓶びんだけで村の連中をびびらせたんだからな。大した奴やつだよ」

「滅めつ多たにない逸いつ材ざいですわ。高村クンはいつか必ずこのわたくしが吸きゆう血けつ鬼きにしてみせますわよ」

「へんだ、直樹が最後に選ぶのはこのオレに決まってるぜ」

「あ〜〜〜〜〜、ずるい、エリだって必殺のお弁当差し入れしてその気にさせてみせます〜」

「わたしも、がんばってもいいですか？」

　わいわいわいと、女性陣じんが盛り上がる。

（ぐぞ〜〜〜〜〜〜）

　直樹は泣いていた。涙なみだと鼻水が蛇じや口ぐち全開モードで流れている。

（こんなにも、こんなにも頑がん張ばったってのに、全部全部お芝しば居いだったなんて）

　何よりも悔くやしいのは、男の純情を踏ふみにじられた事だ。

　祭りの日が来るまでは、四人ともてっきり自分に気があるんじゃないかと勘かん違ちがいしてうかれていた。

　紅華に林に連れ込まれた時も、大人の階段を登るんだと夢心地ごこちだった。

　最後の最後に、季き代よ実みといい雰ふん囲い気きになった時だって………涙。

　直樹は不ふ憫びんだった。自分の中の青少年が、不憫で不憫でならなかった。

　直樹は拳こぶしを握にぎり締しめると、心の中で誓ちかった。

（チッキショ───！　スキを見つけて、絶対にこの村をおサラバしてやるからな！）
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　そして、翌日。

　治ち水すい高校の校庭に、体操服を着た直樹の姿があった。三時間目の授業は体育の陸上、男子女子交代で百メートルのタイムを計っているのだった。

　空には相変わらずうっすらと雲がかかっている。呪のろいによって生み出された雲だ。この雲がなかったら、昼間外で体育の授業なんてできないだろう。

　直樹以外の生徒は……。

「高村」

　わりと親しくしてる男子生徒の熊くま谷がいが、自分の番を待っている直樹の隣となりへとやって来る。

「聞いたよ、結局、川かわ澄すみに血を吸われたんだって？」

　返事をする気力もなくそっぽを向く直なお樹きだけど、熊くま谷がいはしつこく話しかけてくる。

「だけど、ヒドイ話だよな。高たか村むらを騙だまして一いつ緒しよに逃にげるフリまでしてたんだろ？　それで最後の最後に噛かみ付いて血を吸ったってんだから。お前ホントにカワイソーだよな。同情するぜ」

　ぽんぽんと、直樹の肩かたを叩たたいた。

「でもま、これでお前も俺達の仲間になったって事だ。同じ吸きゆう血けつ鬼きとして、これからもよろしくな」

　軽けい薄はくそうな笑えみでそう言うと、熊谷はさっさと離はなれていった。

「同じ吸血鬼なんかじゃないよ。僕はまだ人間のままだぞ」

　憤ふん慨がいしたように、直樹は呟つぶやいた。

「それに、これからもよろしくなんてしないからな。なるべく早くこの村を出てってやるんだからな」

　ぶつぶつと呟いている直樹の後ろから、その声はかけられた。

「そういった事は、口にしない方がいいわよ。みんなに聞かれたら怪あやしまれるだろうから」

　振ふり向くと、体操服の季き代よ実みがいた。フェンスに体を預けてこちらを見ている。

　物静かで表情が乏とぼしいのは、演技じゃなく地だったようだ。

「川澄……」

　もう『さん』づけする気もなく、苗みよう字じで呼び捨てる。

「な、何だよ。僕が逃げようとしてる事、会長達に告げ口するつもりか？」

「そんなつもりはないわ。あなたが吸血鬼になりたくないって言うなら、そうするべきでしょうしね」

　意外な言葉に、直樹はポカンとする。

「昨日私が話した事は、丸っきり嘘うそって訳じゃないのよ。私が昨年の吸血祭りで吸血鬼になったばかりってのも本当。他のみんなに比べて吸血衝しよう動どうが乏しいっていうのも本当。一緒に村の外へ連れてって欲しいって言ったのも、半分は本当かな」

　少しだけ、季代実は笑えみを浮かべた。

「だけど、もう私は吸血鬼になっちゃってるし、私を養女にしてくれた家族もいるし、結構満足しちゃってるところもあるのよ。吸血鬼になったばかりの頃ころは、自分が怪かい物ぶつになったような気がして落ち込んだけど、周りがみんな吸血鬼だとそれが普ふ通つうになってくるし」

　淡たん々たんと語られる分、妙みような説得力がある。

「だから、あなたの好きにすればいいと思うの。私は誰だれにも言ったりしないから。だけど……」

　季代実は少し深呼吸すると、爪つま先さきで地面を突つつきながら小声で囁ささやいた。

「私は、そうして欲しく……ないかな」

「え？」

「最後の方は、ほとんどお芝しば居いじゃなかったのよ」

　少しだけ恥はずかしそうに、微笑ほほえむ。

　直なお樹きの中の青少年が、むくむくと膨ふくれ上がった。ドキドキと心臓の鼓こ動どうを響ひびかせる。

（いいや、騙だまされるな！　高たか村むら直樹！　これは罠わなだ！　エサに逃にげられないようにする罠に決まってる！　そうに決まってるんだ！）

　必死に、直樹は自分に言い聞かせる。

（まだ吸きゆう血けつ鬼きに襲おそわれていない今のうちに、さっさと村を逃げ出した方がいいんだ！　そうに決まってるんだ！）

　呪じゆ文もんのように、頭の中でそう繰くり返している時だ。

「おやおや、そこにいるのはうちの息子むすこじゃないかい？」

　ひじょ〜に聞きなれた声と共に、フェンスの向こうを犬を連れた中年男性が通りかかる。ひょろんと背が高く、実に幸さちの薄うすそうな顔立ちをしていた。四角い縁ふちの眼鏡が妙みように似合っている。

　服装はよれよれの作さ務む衣えで、足にはくたびれきったサンダルを履はいていた。

　売れないＳＦ作家業を営む直樹の父、高村直なお太た郎ろうだ。

「父さん！」

　驚おどろいたように直樹が声を上げる。

「どうして？　東京で二、三日泊とまってくるんじゃ？」

「そう思ってたんだけどな、病気もそんな大したもんじゃなかったからさっさと帰ってきたんだ。向こうで泊まったらほら、宿しゆく泊はく代がかかってしまうだろ？」

　へらへらと、直太郎が笑う。

「しかしまー、帰ってきて驚いたぞ。家がメチャクチャになってるじゃないか。直樹、何か探し物でもしてたのか？」

　探し物とかそういったレベルの荒あらされようじゃなかったはずなのにこの反応だ。さすが頭が非常識なＳＦ作家なだけの事はある。

「おっと、せっかく女の子と一いつ緒しよなのに父さんが邪じや魔ましちゃいかんな。ほら、マロ。行くぞ」

　ニヤニヤしながらその場を去ろうとする父親を、直樹は慌あわてて呼び止めた。

「ちょっと待って、父さん！」

　フェンスにしがみ付くと、声を飛ばす。

「大事な話があるんだ！！！」

　すぐ近くに季き代よ実みがいる事を思い出し一いつ瞬しゆん言葉を飲み込むが、村を逃げ出すっていう意思はもう知られてしまっている。今さら隠かくす事もないだろう。

「大事な話？」

　足を止め振ふり向いた直太郎は、直樹と季代実を交こう互ごに見比べると、期待のこもりまくった瞳ひとみを向けた。

「おいおい、まさかそこの美女と交際を始めたなんて事は……」

「そんなんじゃないよ！」

　噛かみ付かんばかりの勢いで叫さけぶ。

「父さん！　家に帰ったら最低限度の荷物をまとめておいて欲しいんだ」

「どうしてなんだ？」

「詳くわしい話は後でするよ。とにかくこの村を出る準備を……」

　そこで、直なお樹きの言葉が止まった。

　とんでもない物を目にしてしまったのだ。絶対に信じたくない悲劇的な事実を。

「おっと、さっきいいアイデアを思いついたんだっけ。帰ってすぐに執しつ筆ぴつに入らなければ。それじゃな、直樹」

　ぱたぱたとサンダルを鳴らしながら、直なお太た郎ろうが去っていく。

　マロが、直樹を見てニッて笑った。

　真っ赤な瞳ひとみと、犬にしたって長すぎる犬歯を見せて。

「ウ…ソ…だろ？」

　呆ぼう然ぜんとして呟つぶやく直樹に、季き代よ実みが話しかける。

「マロ君だっけ？　一足早く、この村の住人になっちゃったみたいね」

「どどど、どーして!?　一体誰だれに？」

「どこかの犬でしょ？」

　事もなげに季代実が答えた。

「死に別れるのが嫌いやで、ペットに噛み付いて吸きゆう血けつ鬼きにしてる人って、この村には結構いるもの。心当たりはないの？」

　心当たりはあった。

　ほんの二日程ほど前、直樹がマロを散歩させてる時に、同じく犬を散歩させている村の住人と遭そう遇ぐうしたのだ。

（楽しそうにじゃれ合ってると思ったけど、あの時にやられてたんだな!?　どーりでそれから食欲がないと思ってたら……）

　呆然とする直樹に、季代実がわざとらしく言う。

「でも、これって大変な事だわ。吸血犬となったマロ君は、血を吸わなきゃ生きていけないもの。もし村の外に連れてって、うっかり誰かに噛み付いたりしたら大惨さん事じになるでしょうね。まあ、この村なら、牛乳もあるし誰かに噛み付いたりしたってみんな吸血鬼なのだから問題はないけれど」

　確かに季代実の言うとおり、マロを村の外へ連れていく事はとてつもなく危険な事だった。昼間は室内に入れ、散歩は夜だけ。どうにかして手に入れた血液をエサとして与あたえれば飼えない事はないけれど、うっかり誰かに噛み付いたりしたら大惨事じゃすまない。

　吸きゆう血けつ鬼きが、伝染してしまうのだから。

　かと言って、マロを村に置いていくというのも直なお樹きには無理だった。

　貧びん乏ぼうという荒あら波なみを二人（？）で乗り越こえてきた思い出が、直樹の胸に過よぎる。（しつこいので詳しよう細さいは省く）

　直樹はがっくしと地面に膝ひざをついた。この村に滞たい在ざいする事を受け止めた、敗北の瞬しゆん間かんだった。

「どうやら、この村で暮らす事に決めてくれたみたいだし、一応、言っておこうかな」

　季き代よ実みは静かに微笑ほほえむと、親しみと少しの茶目っ気を込めてこう言った。

「血ち吸すい村へようこそ、直樹君」
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　治ち水すい高校の校舎に、午前中の授業の終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴り響ひびいた。

　今日の当番の号令で、生徒達は立ち上がり教師に頭を下げる。

　教師が出ていった教室は、途と端たんに賑にぎやかになった。他た愛わいもないおしゃべりがあちこちでされている。

　日本全国、どこででも見られそうなごくごく普ふ通つうの教室の風景だ。

　もっとも、たった一名の例外を除き、生徒全員が吸きゆう血けつ鬼きっていう部分は、とても普通なんて言えないのだろうけど。

「想像はしてたけど……」

　たった一名の例外、高たか村むら直なお樹きは目の前のプリントに目を落とす。うかない表情の理由は、つい先さき程ほど返された数学の期末テストだった。

「惨さん憺たんたるものだな……」

　点数、28点。言うまでもなく、実に情けない結果だ。

　この村に引っ越こしてくる前は、田舎いなかの高校だからさぞやレベルが低いだろうとタカをくくってた部分もあったけど、ところがどっこい、そんな事はなかった。

　授業のレベルも高く、それに伴ともないテストの難易度も激ムズレベルだ。必然的に、東京の高校にいた頃ころと何ら変わらない恥はずかしい点を取ってしまったのだった。

「おっす、直樹」

　遠えん慮りよのない声を出し、智とも衣いが直樹のもとへとやって来る。

「テストどうだった？」

「見ての通りだよ」

　直樹はテスト用紙をペラペラッと振ふってみせた。

「あちゃ〜〜〜、28点かよ」

　容よう赦しやなく笑う智衣にムッとして、直樹は尋たずねた。

「そう言う智衣はどうだったんだ？」

「オレか？」

　得意気に、智衣はテスト用紙を直樹の前に突つきつけた。ジャジャーンッて効果音付きで。

　そこには、98という数字が燦さん然ぜんと輝かがやいている。

「きゅ、きゅうじゅうはってん！！！」

　直樹が目を丸くした。

「どうして？？？」

　部活バカで授業中だって居い眠ねむりばかりしている智衣が98点を取るなんて……。

　驚おどろきで口をパクパクさせる直なお樹きに、智とも衣いが種明かしをする。

「これぐらい取れて当然だよ。オレが何回高校二年をやってると思ってるんだ？」

「へ？」

「オレもお前と同じように外からこの村にやって来た口だけど、それでも両手じゃ数え切れないくらい高校二年生をやってんだぜ」

　しばしポカンとする直樹だったけれど、すぐに智衣の言っている事を理解した。

　この治ち水すい村は、六十年程ほど前に村人全すべてが吸きゆう血けつ鬼きとなり、時が止まっているのだ。村人達は成長する事なく、そのままの姿で年を重ねている。

　中には、六十年間高校二年生をやっている生徒だっているという事なのだ。

「ま、お前もいつかこれぐらいの点を取れるようになるさ」

　笑え顔がおでそう言うと、智衣は直樹の耳元で囁ささやいた。

「オレに噛かまれて吸血鬼になって、五、六回高二を繰くり返せばな」

　生暖かい智衣の吐と息いきが、首筋にかかる。

「ちょ、智衣！」

　直樹が青ざめると、智衣はおかしそうに笑った。

「心配すんなって。お前がその気になるまでちゃんと待ってやるからな」

　直樹の肩かたをポンポンって叩たたくと、笑いながら教室を出ていく。

（その気になんかならないよ！　これからもずっと！　永遠に！）

　心の中で、直樹は力強く叫さけんだ。

　直樹が吸血鬼になったという事にしてから、すでに一週間近く経過している。クラスメイトや他ほかの村人達は、直樹は吸血鬼になったと信じて疑っていない様子だ。

　吸血犬になってしまったマロも、朝晩と治水村牛乳を嘗なめさせる事で、何ら問題なく生活している。時折、夜中に目を赤く光らす事を抜ぬかせば、ごく普ふ通つうの犬だ。

　父親の血が村人達に狙ねらわれるのでは？　と心配していた直樹だったけど、それも必要なかった。季き代よ実み救出の時に大声で叫んだ大嘘うそが村中に広まり、直樹の父親は大のガーリック好きと認にん識しきされてしまったのだ。

『ニンニク好きの血なんて吸ったら食中毒起こしちまうからな。村の誰だれも手を出さないはずだぜ』

　そんな智衣の言葉を思い出す。

　とにかく、色々な不安はあるものの、何とか平へい穏おん無事な村での生活を送っているのだった。

（吸血鬼のフリして過ごせって言われた時にはどうなる事かと思ったけど、何とかなるもんだなあ。みんな基本的には吸血鬼の姿は出さずに生活してるから）

　そんなに緊きん張ちようする事なかったよと思いながら、直樹は机の横に引っ掛かけておいた学生鞄かばんに手を突つっ込んだ。引っ張り出したのは銀紙で包まれた特大の握にぎり飯めし。朝、自分で作ってきた物だ。

　銀紙を半分剥はがし、塩味のきいた握にぎり飯めしをもしゃもしゃと食べてる時だ。直なお樹きはふと居い心地ごこちの悪さを感じた。

（何だ？　この嫌いやな感じは？）

　その理由はすぐに分かった。クラスメイト達がそろって自分に視線を向けているのだ。

　それぞれの手に、牛乳瓶びんを手にして。

「は、はは」

　愛あい想そ笑いをする直樹だけど、クラスメイト達は笑わない。実に不思議そうに、そして不可解そうに直樹を見つめている。

（ど、どうしたんだ？　僕のおでこに『私は人間です』とでも書いてあるのか？）

　そんな事を考えた直樹の腕うでが、ぎゅっと掴つかまれる。見ると、厳しい顔つきをした季き代よ実みだった。

「直樹君、演劇部の部室が見たいって言ってたでしょ？　見せてあげるわ」

「え、僕そんな事は」

「いいから来て」

　有う無むを言わさぬ口調でそう言うと、季代実は直樹の腕をぐいと引っ張った。

　食べかけの特大お握りを片手に、直樹は教室から連れ出されたのだった。
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　直樹の腕を引っ張ったまま、季代実は廊ろう下かをつかつかと歩く。

「ちょっと、川かわ澄すみ。川澄って！」

　そのまま歩き、人ひと気けのない渡わたり廊ろう下かの隅すみまでやって来ると、季代実は手を離はなした。

「まったく、いきなり引っ張るからびっくりしたじゃないか」

　非難っぽくそう言ってから、直樹は尋たずねた。

「それで、演劇部の部室は遠いのか？」

　季代実は、呆あきれたように息を吐はき出した。

「私はね、あのままだと直樹君が人間だってバレそうだったから、慌あわてて引っ張り出したのよ」

「え！　それじゃやっぱりおでこに!?」

　必死におでこを擦こする直樹に、季代実はさらに呆れたように息を吐き出す。

　それから、直樹の右手に握られている物を指差した。

「直樹君、それは何？」

「見ての通り僕の昼飯だけど……このお握りに何か問題でも？」

「そうじゃなくて、ここ数日間、毎日直樹君がお握りを食べてるのが問題なのよ」

　軽く呼吸すると、季き代よ実みは子供にでも説明するように言う。

「前にも説明したと思うけど、吸きゆう血けつ鬼きの食料は血液よ。だけど、血液なんてそう簡単に手に入らないから、この村ではみんな牛乳を飲んでるの。呪のろいのかかった牛が出す特別な牛乳をね」

「知ってるよ。僕も買ってきてマロに朝晩と飲ませてるから」

「大切な事は、牛乳さえ飲んでいればこの村の吸血鬼は満足だって事。それ以外の食べ物に対する食欲は、ほとんどないって言ってもいいの」

「でも、そんなのおかしいんじゃないか？」

　直なお樹きが首を傾かしげた。

「この村には畑だってあって野菜も作ってるし、種類も数も少ないけど食料品店には普ふ通つうの食べ物も売ってたぞ」

「いつも牛乳を飲むだけじゃ、どうにも歯がうずいて仕方ないって、シチューやリゾットにする人はけっこういるのよ。だから野菜や米や肉も最低限度は売ってるの。人間だった頃ころを懐なつかしんで、人間の食べ物を口にする事もごくたまにはあるしね。ただ、重要な事は、野菜も普通の食べ物も、いくら食べたところで栄養になんかならないって事。血液、もしくはこの村の牛乳。それだけが私達の命をつなぐ事ができるの」

　たたみかけるように、季代実は言った。

「つまり、牛乳も飲まずに、毎日お握にぎりを頬ほおばっている直樹君の行動は、吸血鬼から見れば実におかしな事なのよ。そんな事繰くり返してたら、直樹君が人間だってすぐにばれるわよ」

「そうだったのか………」

　知らずに繰り返していた危険行こう為いに、直樹は少々青ざめる。

「とにかく、今後学校ではお握りもお弁当も禁止。分かったわね」

　直樹の手から、季代実は握り飯をひょいと奪うばうと剥はがしかけの銀紙でくるんと包んでしまう。

「あああ、僕のお握りどうするんだよ!?」

　情けない声を上げる直樹に、季代実は容よう赦しやなくぴしゃりと言った。

「没ぼつ収しゆう！」
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　健全な十六歳の男子である直樹はまだまだ育そだち盛ざかりの食べ盛り。そんな直樹が昼飯を没収されてしまったらどうなるか？

　そう、答えは騒そう音おんだ。

　ぐぎゅる〜〜〜〜。

　午後の授業が始まった頃ころから鳴り始めた腹の音は、放課後近くなると周りの人間にも届く程ほどになっていた。

　最後の授業は古文だったのだけど、腹の音で和歌が作れてしまった程ほどだった。

　ぐぎゅるるる　ぐぎゅるるるるる　ぐぎゅるるる　ぐぎゅるぐぎゅるる　ぐぎゅるるるるる

　てな感じに。

　そんな訳で、ようやく訪おとずれた放課後でも、直なお樹きは机に突つっ伏ぷしたまま動けなくなっていた。

「いかん、あまりもの空腹に目が霞かすんできたぞ」

　かすれた息を吐はき出す。

（このままじゃ、とてもじゃないけど家までたどりつけない。川かわ澄すみに没ぼつ収しゆうされたお握にぎりを取り戻もどさなくては）

　のろのろと季き代よ実みの席に目を向けるけど、そこは空っぽだった。

（ああ、このまま僕はここで飢うえ死じにするかもしれん）

　半ば真しん剣けんにそんな事を考える直樹の前に、クラスメイトの熊くま谷がいが顔を出す。

「高たか村むら、お前大だい丈じよう夫ぶかよ？　俺の席までお前の腹の音が聞こえてたぞ」

　近くにいたクラスメイトも集まってくる。

「私も聞こえたわ？　普ふ通つうじゃないお腹なかの音だったわ」

「まるで古文の和歌みたいだったな。器用なお腹の音だって感心したぞ」

　口々に、直樹の腹の音について感想を述べる。

「まーでもしょうがないよな。お前、お握りばっか食べてただろ？　あんなんじゃ腹が減って仕方ないよ」

　熊谷が、やれやれと首を振ふる。

「しょーがない。放課後ゆっくり味わおうと思ってたけど、特別にお前にやるよ」

　自分の席に戻った熊谷が、鞄かばんから何かを引っ張り出す。

「ほら、飲めよ」

　直樹の机の上に置かれたのは、一本の牛乳瓶びんだった。この村にある治ち水すい牧場で生産されている牛乳で、瓶に牛の模様がついているのが特とく徴ちよう的だ。

　だけど、それはいつも見慣れている牛乳とは少しだけ違ちがっていた。瓶のガラスを通して見える牛乳の色が、ほんのりと桜色に染まっているのだ。

「それは！！！！」

「幻まぼろしの！！！」

「ブラッディーミルク！！！」

　クラスメイト達からどよめきが起こる。

「高村、お前知らないだろうから教えてやるよ」

　頼たのんでもないのに、一人の男子生徒が説明を始めた。

「ブラッディーミルクってのは、治水牧場で一日に数本生産されるかされないかってくらい貴重な牛乳なんだ。ものすごくねっとりしてて、まるで本当の血を吸ってるような気分になるんだぜ」

「休み時間に購こう買ばいに行ったら、並んでる牛乳の中に一本混じってるのを見つけたんだ。運良く入荷したって購買のおばちゃんが言ってたから、すぐに買ったんだぜ」

　得意気に、熊くま谷がいが言う。

「お前が仲間になった祝いだ。全部やるよ、さあ飲めって」

　クラスメイト達も、温かい目で直なお樹きを見つめる。

　だけど、直樹はピクリとも動けなかった。無言で、目の前の牛乳瓶びんを見ている。

「どうした？　飲まないのか？　ただの牛乳じゃないんだぜ。ブラッディーミルクなんだぜ」

「う、うう」

　うめき声にも似た声が、直樹の口から漏もれる。

「あ、あの、気持ちはありがたいんだけど、僕今ダイエット中で」

　クラスメイト達が笑い出した。

「知らないの？　私達吸きゆう血けつ鬼きは太ったりしないのよ」

「そうだぜ、吸血鬼になった姿のまま永遠に生き続けるんだからな。ダイエットなんて意味ないぜ」

「あーあ、そうだって知ってたら、私もうちょっと痩やせてから吸血鬼になれば良かったわ」

「お前なんて痩せたって大して変わりゃしないよ」

「あー、言ったわね〜」

　なんて楽し気な掛かけ合あいが繰くり広げられる。

　直樹としては、できればその掛け合いを続けていて欲しかった。そう、教室から逃にげるというミッションをコンプリートするまで。

　だけど、あと一歩で廊ろう下かへ出るって時に、残念ながら気付かれてしまう。

「おい、どこ行くんだよ高たか村むら」

「ブラッディーミルクまだ飲んでないじゃないか」

「遠えん慮りよする事ないんだぜ」

　机に置かれたままになっていた牛乳瓶を、親切に熊谷が持ってくる。さらにはキャップまで開けてくれた。

「ほらよ」

　突つき出された牛乳瓶を、直樹は震ふるえる手で受け取った。

　いつ飲むか♪　いつ飲むか♪　いつ飲むか♪

　そんな期待のこもった視線が、直樹に注がれる。

　だけど、直樹はいつまでたっても牛乳瓶に口をつけようとはしなかった。青ざめた顔で、ただ睨にらみつけるだけ。

「どうしたんだ？」

　一人の男子生徒が、いぶかし気に首を傾かしげる。

「あれだけ腹が減ってたら飛びついて飲むのが普ふ通つうなのに、どうして飲まないんだ？」

「そうよね、吸きゆう血けつ鬼きならこの色と香かおりにＫＯされちゃうのが普通なのに」

「それを飲まないなんて……」

「高たか村むら君、ちょっとおかしいわ」

　クラスメイトの顔から笑えみが消えていた。

　昼休みに直なお樹きに向けていたような、不思議そうで、そして不可解そうな表情だ。

「なあ、高村。お前ってひょっとして……」

　熊くま谷がいが何かを口にしようとした次の瞬しゆん間かんだった。

「おっ！！！　それってブラッディーミルクじゃねーかよ！」

　大おお袈げ裟さに騒さわぎながら輪の中に飛び込んできたのは、体操服姿の智とも衣いだった。

「直樹、オレにも一口飲ませろよ！」

　直樹の手から牛乳瓶びんをひったるくと、智衣は腰こしに手を当て牛乳を飲み始める。ごきゅごきゅと音を立て、あっという間に飲み干してしまった。

「あ〜、利と根ね崎ざき！　お前何するんだよ！」

「ははは、高村君がぼやぼやしてるから利根崎さんに飲まれちゃったよ」

「智衣ちゃんらしいよね」

　突とつ然ぜんの智衣の登場と派手な行動に、クラスメイト達も直樹に向けていた疑ぎ惑わくを忘れてくれたようだ。

「はっはっは、ワリーワリー。オレが普通の牛乳、これからおごってやるからそれで勘かん弁べんしてくれよな」

　直樹の肩かたに腕うでを回すと、そのまま教室を出る。

　と、廊ろう下かの向こうから歩いてくる季き代よ実みの姿があった。

「あ、直樹君。丁度良かったわ」

　季代実は、ビニール袋ぶくろを突つき出す。

「あんまりにもお腹なかが空すいて大変そうだから、購こう買ばいで買ってきてあげたわよ。特大牛乳プリンと治ち水すい村むらヨーグルト。これならあなたでもお腹の足しになるでしょ？」

「季代実、今はそんな場合じゃないんだ」

　智衣が深刻な顔して言う。

「直樹の奴やつ、もうちょっとでバレそうになったんだぜ」

「え!?」

　季代実が驚おどろいたように目を大きくする。

「一体何が？」

「それはな……」

　話し始めようとする智とも衣いだったけど、そこが廊ろう下かって事を思い出す。

「紅べに華かんとこに行こうぜ。あそこなら安全だからな」
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　治ち水すい高校の最上階、北側がわの一番端はし。そこが生徒会室だった。

　十二畳じよう程ほどの大きな部屋で、壁かべの本ほん棚だなには生徒会の資料がびっちりと収められている。窓際ぎわには豪ごう華かな机と椅い子すが置かれていた。そこが生徒会長の席なのだ。

「なるほど、教室でそんな事がありましたの」

　会長席の紅華が、眉まゆをひそめる。

「それは、自分は吸きゆう血けつ鬼きではなく人間ですって宣言しているような行こう為いですわよ」

　紅華の隣となりに立つ綾あや菜なも静かに頷うなずく。

「いや〜〜〜、たまたま忘れ物取りに来たオレが助たすけ舟ぶねを出したからいいものの、もしそうじゃなかったら大変な事になってたかもしれないぜ」

　椅子の背もたれを前にし、またがるように座った智衣が、自分の武勇伝でも語るように言う。

「まさか、そんな事になってたなんて。購こう買ばいに行ってる場合じゃなかったわね」

　季き代よ実みが、静かに首を横に振ふった。

「高たか村むらクン！」

　中央のパイプ椅子に座りうなだれる直なお樹きに、紅華が厳しい口調で言った。

「あなた分かってますの？　もし人間だとばれたら最後、クラスの皆みなさんは問答無用で襲おそい掛かかってきますのよ。これでは、せっかくあなたが吸血鬼になったって事にしたわたくし達の努力が水の泡あわですわ」

「直樹、お前まだ血を吸われる心の準備ができてないんだろ？　だったら気を付けなきゃダメだぜ」

　智衣が声を飛ばす。

「それに、お前の血はオレ達が予約してんだ。つまんないミスで正体ばらして他ほかの奴やつに横取りされたら納なつ得とくできないぜ」

「とにかく！」

　締しめくくるように、紅華が言った。

「これからは、お昼の時は必ず一本づつ牛乳を飲む事！　みんなの前で堂々とおいしそうに！　いいですわね、高村クン」

　直樹は返事をしなかった。超ちよう絶ぜつに渋しぶい顔をしている。

「高村クン、返事は？」

「………だよ」

　蚊かの鳴くような声で、直なお樹きが囁ささやいた。

「え、何ですって？」

「だから、無理なんだよ」

　先さき程ほどよりは大きな声で、直樹が言う。

「牛乳をおいしそうに飲む。そんなの、とてもじゃないけどできない。だって、だって」

　大きく息を吸い込むと、直樹は力一いつ杯ぱい白状した。

「僕は！　牛乳が！　大だい嫌きらいなんだ！」

　沈ちん黙もくが、生徒会室を覆おおい尽つくす。

　次の瞬しゆん間かん、それは紅べに華か達によるどよめきへと変わった。

「ほ、本当なのか？　直樹、お前牛乳が飲めないのか？」

「ああ、本当なんだ。他ほかに好き嫌いはないけど、牛乳だけはダメなんだ」

　顔をしかめながら、直樹が続ける。

「何が嫌いやっていったらやっぱりあの匂におい。それから甘ったるいような味も大嫌い。口に含ふくんだ時の鼻に抜ぬける感じも嫌いだし、暖めた時に上に膜まくができるのも我が慢まんできない！　人を襲おそって増ぞう殖しよくしてくアメーバ的な怪かい物ぶつを連想させるじゃないか！」

　無茶苦茶な事を言い出す始末だ。

「だけど、直樹君。小学校とか中学校の時の給食はどうしてたの？　毎日牛乳が出てたはずよ」

「幸いにして、牛乳好きの友達とずっとクラスが一いつ緒しよだったから、こっそり全部飲んでもらってたんだ」

「なるほどね」

　しばし考えてから、季き代よ実みが口を開く。

「キンキンに冷やしたのを、息を止めて飲むってのは？　すぐに水飲み場に行って口をゆすげば」

「ダメだよ。牛乳ってのはそんな事で口の中から消えてくれる程ほどヤワな奴やつじゃないんだ。一度口に含んだら向こう半日はじっくりと居座るようなタフでしつこい奴なんだ」

　まるで数百年来の仇かたきについて語るかのように、直樹が口にする。

「まあ、人の好き嫌いにどうこう言うつもりはないけどさ。オレだって、ニンニクを口に含んだりしたらそれこそ一週間は寝ね込むだろうし」

　智とも衣いが鼻の頭をポリポリと掻かく。

「だけど、牛乳嫌いってのばマズイぜ。ただのマズイじゃない。激マズだぜ。クラスの連中を納なつ得とくさせられないじゃないかよ」

「それなんだけど、こういうのはどうかな？」

　直樹がおずおずと提案する。

「僕は元から牛乳嫌ぎらいだったから、吸きゆう血けつ鬼きになっても牛乳嫌いが続いてるんだって説明するんだ。家では我が慢まんして飲んでるけど、学校でまでは口にしたくないって」

「それは、ありえませんわ」

　紅べに華かがキッパリと否定する。

「吸血鬼ならば、この村の牛乳を不味まずいと思うはずがないのですわ。呪のろいのかかった特別な牛乳ですもの」

「確かに会長の言うとおりよ」

　季き代よ実みが口を開く。

「直なお樹き君、うちのクラスの五十嵐いがらしさん知ってるでしょ？」

「ああ、あの毎日牛乳を何本もおいしそうに飲んでる女の子でしょ？　あの飲みっぷりを見てると気分が悪くなってくるよ」

　うげえって顔をしかめる直樹に、季代実が言った。

「本人から聞いたんだけど、五十嵐さんって五年前の吸血祭りで吸血鬼になるまでは、すごい牛乳嫌いだったんだって。吸血鬼になった途と端たん、牛乳がおいしくておいしくてたまらなくなったそうよ」

「まあ、それがフツーだろーな」

　智とも衣いがボリボリと頭を掻かく。

「ニンニク大好きだったオレが、吸血鬼になった途端、ニンニクを見るのも嫌いやになったのと同じようなもんか」

「これで分かったでしょ？　高たか村むらクン」

　鋭するどい目で、紅華が直樹を見る。

「吸血鬼なら、この村の牛乳をおいしく飲まなくちゃならないの。それができないなら、吸血鬼のフリを続ける事は不可能よ」

「牛乳、何とかして飲めるようになるしか道はないわね」

　季代実の言葉に、直樹がぶるんぶるんと首を振ふる。

「じょ、冗じよう談だんじゃないよ！　牛乳を飲めるようになんて絶対ムリ！」

「だったらこうするしかありませんわね」

　立ち上がった紅華の瞳ひとみが真っ赤に輝かがやいた。

　さらに、鋭い牙きばと爪つめも現れる。

「すぐにばれて他ほかの生徒達に襲おそわれるぐらいなら、ここでわたくし達が高村クンの血を吸ってあげますわ」

「お、いいねえ」

　ノリノリで立ち上がる智衣も、吸血鬼の姿をさらけ出していた。

「ひいぃぃぃ」

　直なお樹きが思わず悲鳴を上げる。

「二人とも、直樹君をからかうのはそれぐらいにして」

　やれやれといった様子で、季き代よ実みが言う。

「それよりも、どうやって牛乳を克こく服ふくさせるか、それを考えなくちゃ」

「あの〜〜〜、それなんですけど」

　おずおずと、綾あや菜なが手を上げる。

「わたしに、ちょっとだけ心当たりがあるんです。あんまり自信はないんですけど〜」

　と、次の瞬しゆん間かん。

「失礼しま〜す！」

　元気よく生徒会室に飛び込んできたのは、大きなリボンが特とく徴ちよう的な女の子。エリ子こだ。

「あ、やっぱりみんなここにいたんだね」

「エリ子。今こっちは取り込んでんだ。お前と遊んでる暇ひまはないぜ」

「そんなの知ってるよ。高たか村むらセンパイの牛乳嫌ぎらいについて話し合ってるんでしょ？」

　思いがけずエリ子が真相を口にしたもんだから、智とも衣いが目をまん丸にして驚おどろく。

「エリ子、どーして知ってんだよ？」

「だって、二年Ｃ組の教室に行って話を聞いたんだもん。それで大体分かっちゃいましたよ」

「見かけによらず意外と鋭するどいじゃねーかよ」

　悔くやしそうに智衣が鼻を鳴らす。

「見かけによらずって何ですか!?」

　プンスカ怒おこり、あっかんべーってするエリ子だったけど、すぐに笑え顔がおを直樹に向ける。

「高村センパイ、安心してください。エリが高村センパイの牛乳嫌いを克服させてあげますから」

「え？」

「いいからいいから、一いつ緒しよに来てくださいね」

　エリは直樹の腕うでを掴つかむと、そのまま生徒会室の外へと引っ張っていく。

「エリの奴やつ、直樹に恩を売るつもりだな？　後でたっぷり血のお礼がもらえるように」

　智衣が息まく。

「わたくし達も行きますわよ」

　紅べに華か、綾菜、智衣、季代実の四人も、生徒会室を後にした。
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「高村センパイも知ってるように、エリ達吸きゆう血けつ鬼きは普ふ通つうの食べ物に対してはほとんど食欲はありません」

　てきぱきと動きながら、エリ子が言う。可か愛わいらしいウサギのエプロンをつけ、頭には三さん角かく巾きんを被かぶっていた。

　場所は治ち水すい高校の調理実習室、エリ子こはそこで料理を作っているのだった。

　野菜を切ったり大きな鍋なべをかき混ぜたりオーブンに皿を入れたりフライパンを振ふるったりと大車輪の働きをしながら、エリ子は説明を続ける。

「この村の牛乳さえ飲んでれば満足なんですけど、それじゃちょっと寂さびしいじゃないですか。だから、エリのいる料理研究部は、吸きゆう血けつ鬼きでもおいしく食べられる料理を研究しているんです。つまりそれが、高たか村むらセンパイの牛乳嫌ぎらいを治す秘ひ訣けつにもなるんです」

　待つ事しばらく、直樹の目の前のテーブルに、所ところ狭せましと料理が並べられた。

「完成しました。エリ特製の、牛乳嫌い克こく服ふくメニューです！」

　自信満々に、エリ子が料理を解説していく。

「まずはオーソドックスに、クリームシチューにマカロニグラタン、カニクリームコロッケに、ホワイトソースたっぷりのスパゲッティです。それから、ほうれん草のミルク炒いために、みそなべ焼きミルクうどん、白身魚の牛乳リゾットに、ブロッコリーのホワイトムースです。デザートは、牛乳寒天にクリームチーズのブルーベリーソースがけにヨーグルトパイ。さらに自家製アイスクリームです！」

「なるほど、そういう事か」

　智とも衣いが感心したように大きく頷うなずく。

「この村の牛乳をふんだんに使った料理を食べさせて、牛乳に慣れさせようって事なんだな？」

「はい、そうです。牛乳嫌いの人でも食べられるよう香こう辛しん料りようなんかを工夫してますよ。あ、もちろんガーリックは抜ぬきですけどね」

　エリ子がペロッて舌を出す。

「さ、高村センパイ。食べてください」

「あ、ああ」

　直なお樹きはスプーンを手にすると、まずはクリームシチューの皿に伸のばす。よく煮込まれた野菜が甘い香かおりを立てていた。使ったバターもこの村の牛乳から作られたものなのだろう。

　えいっとばかしに口に突つっ込む。エリ子の言うとおり、香辛料がきいていて嫌いやな牛乳の味がうまくぼかされている。

（おっ、いけるかも？）

　そう思った直樹だったけど、その油断が命取りだった。香辛料の隙すき間まをぬって、牛乳の味が直樹の舌をゲリラ戦で攻こう撃げきしてくる。

「うげええええ」

　それから先も、直樹の敗北は続いた。マカロニグラタンは匂においを嗅かいだだけで胃液がこみ上げ、カニクリームコロッケは外側がわのカリカリを齧かじるのが精せい一いつ杯ぱいだった。ホワイトソースのスパゲッティやほうれん草のミルク炒めは論外で、みそなべ焼きミルクうどんでは、みそ味の中にひそかに潜ひそむミルクにボディーブローをきめられてしまう。牛乳リゾットとホワイトムースには手も足も出せず、頼たのみの綱つなのデザート陣じんにも勝利できなかった。

　史上稀まれに見る完全敗北という奴やつだった。

　口の中に居座る牛乳臭しゆうを消すために必死でうがいする直なお樹きを見ながら、エリ子こがペタンとその場に膝ひざを落とす。

「ウソ、エリの渾こん身しんの料理が全ぜん滅めつだなんて……」

「これは、想定外ですわ」

　深刻そうに、紅べに華かが親指の爪つめを噛かむ。

「ちょっと確かく認にんさせて欲しいんだけど」

　そう前置きしてから、季き代よ実みが尋たずねた。

「直樹君って、牛乳だけじゃなく、乳製品もまるっきしダメって人なの？　チーズとかヨーグルトとかバターとかアイスクリームなんかも」

「乳製品もまるっきしダメなのです」

　時代劇の罪人みたいに、直樹がしおらしく白状する。

　絶望感にも似た空気が、調理実習室に漂ただよった。

「どうやら、結論は出てしまったようですわね」

　紅華が、やれやれと首を左右に振ふった。

「こんな様子では、牛乳嫌ぎらいを克こく服ふくするなんて不可能。来週中には、高たか村むらクンが人間だって事はみんなにばれますわ」

　紅華の瞳ひとみが真っ赤に燃え上がった。

「そうなる前に、あなたを本物にするしかありませんわね」

「残念だけど、それしかないよね」

　立ち上がったエリ子が、鋭するどい牙きばを見せる。

「もう少しくらい人間のままでいさせてやりたかったが、こうなっちまったら仕方ない。直樹、悪く思うなよ」

　智とも衣いも、鋭く尖とがった爪をわしわしと動かした。

「ちょ、ちょっと待ってくれって！　落ち着いて考えよう！」

　必死に訴うつたえるけれど、吸きゆう血けつ鬼きの姿を露あらわにした三人は迫せまるのを止やめてくれない。

「川かわ澄すみ！　助けてくれ！！！」

　季代実に助けを求めるけれど……。

「教室で人間だって事がバレてクラスメイト達に一いつ斉さいに噛かまれるよりは、ここですませておいた方がいいと思うけど」

　さらりと、そんな事を言われてしまう。

「そん……な」

　直なお樹きが半ば覚かく悟ごを決めた瞬しゆん間かんだった。

「あの〜〜〜〜」

　綾あや菜なが、おずおずと口を挟はさむ。

「さっき言えなかったんですけど、わたし、ちょっとだけ心当たりがあるんです〜。牛乳嫌ぎらいを克こく服ふくする方法」

「それだ！！！！」

　天の一言に、直樹は飛びついた。

「みんな、沢さわ田だセンパイが牛乳嫌いを克服する方法を知ってるって！！！」

　だけど、智とも衣いも紅べに華かもエリ子こも乗ってこない。

「ここまで筋金入りの牛乳嫌い、どうにもならないんじゃないのか？」

「本当ですわ。やるだけ無む駄だですわよ」

「エリもそう思うな」

　さすがに直樹を不ふ憫びんに思ったのか、季き代よ実みが助たすけ舟ぶねを出してくれた。

「そう言わずに、とりあえず話を聞いたらどう？　何か画期的な方法かもしれないし。土日を使ってどうにかなるかもしれないし」

　すっかり直樹の血を吸う気になっていた三人だから、何だかお預けを食らった飼い犬のような表情を見せる。

「まあ、確かに試ためすぐらいはいいか」

「来週までに克服できてれば、問題ない訳だしね」

　紅華が目を閉じる。再び開いた時には、その瞳ひとみの色は元に戻もどっていた。

「それで、綾菜さん。あなたの知っている牛乳嫌いを克服する方法って、どんな方法なんですの？　みんなに説明してください」

「はい、分かりました」

　にっこりと微笑ほほえむと、綾菜はいつもと変わらないのんびりとした口調で話し始めた。

「これは、わたしがまだ人間だった頃ころの話なんですけど……」
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　直樹の目の前には、なだらかな草原が広がっていた。

　草原には、黒と白のまだら模様のホルスタイン牛がたくさん散らばっていた。それぞれ思い思いの場所でもそもそと草を食はんでいる。

　どの牛も、立派な乳にゆう房ぼうをぶら下げている。この中にはたっぷりとミルクが貯ためられているのだ。

　この村の吸きゆう血けつ鬼きにとって必要不可欠な、特別なミルクが。

　そう、ここは牧場。治ち水すい村の外れ、山の中腹に位置する、治水牧場なのだった。

　オーバーオール姿で、頭に麦むぎ藁わら帽ぼう子しを被かぶった直なお樹きは、一輪車を押しながら呟つぶやく。

「まさか、こんな事をさせられる羽目になるなんてなあ」

　ぼんやりと呟きながら、直樹は昨日の出来事を思い出した。







「これは、わたしがまだ人間だった頃ころの話なんですけど……」

　そう前置きして、綾あや菜なの説明が始まった。

「仲良しのお友達がいたんです。愛あい子こちゃんっていうお友達で、いつも仲良くしてたんですけど、この愛子ちゃんが、すごい牛乳嫌ぎらいだったんです」

　眼鏡越ごしに目を大きくして、すごいってところを強調する。

「牛乳だけじゃなく、チーズやヨーグルトやアイスクリームもだめ。もちろん牛乳を使ったシチューなんかも全然食べられないんです。オムレツを焼く時に、油代わりにバターを使っただけでも食べられなくなるくらいだったんですよ」

「うん、その気持ちはよく分かるよ。バター臭しゆうがむわっとして最悪なんだよな」

　しみじみと同意する直樹だけど、紅べに華かに睨にらみつけられ慌あわてて口を塞ふさぐ。

「ところが、小学四年の夏休み明けから、愛子ちゃん牛乳を飲めるようになっちゃったんです。チーズやヨーグルトやアイスクリームも平気になって、バターをたっぷり使ったオムレツなんてむしろ大好物だって言ってました。わたしは驚おどろいて聞いたんです。夏休み中に何があったのって。そしたら……」

「そしたら何なんですの!?」

　紅華が身を乗り出し尋たずねる。智とも衣いやエリ子こ、季き代よ実みと直樹も神しん妙みような顔つきで綾菜の次の言葉を待った。

「そしたら、愛子ちゃんが教えてくれたんです」

　綾菜は、にっこりと微笑ほほえむと、癒いやし系オーラ満まん載さいで言った。

「夏休み中に、牛と仲良しになったんだって」

　誰だれも、何も言わなかった。もとい、何も言えなかった。

　気が遠くなるくらいの沈ちん黙もくの後、紅華が一言だけ言った。

「は？」

「だから、夏休み中に、牛と仲良しになったんだそうです」

　当然の事だけど、これだけじゃ何が何だかさっぱり分からない。

「あのよ、オレ達にも分かるようにもうちょっと具体的に説明してくれないか？」

　智衣の頼たのみに、綾菜はこっくりと頷うなずいた。

「愛子ちゃんの親しん戚せきのおじさんが、北海道で牧場をやっていたそうなんです。で、愛子ちゃんは夏休みの間、おじさんの牧場をお手伝いしてたんだって。牛の世話とか乳搾しぼりとかを体験してるうちに、牛と仲良しになって、気が付いたら牛乳嫌ぎらいが治ってたそうなんです」

　最後に、綾あや菜なは締しめくくった。

「つまり、高たか村むらさんも牧場のお手伝いをして牛と仲良くなれば、きっと牛乳嫌いも治るんじゃないかなって」

　全員、何も言わなかった。苦笑いを浮かべながらお互たがいの顔を見合わせる。

「なあ、どう思う？」

「牧場の手伝いをしたくらいで牛乳嫌いが治るなんて、エリは信じられないな」

「わたくしも同感ですわ」

　紅べに華かが頷うなずく。

「という事は……」

　三人が、そろって直なお樹きに目を向けた。言うまでもなくその瞳ひとみは真っ赤に染まっている。吸きゆう血けつ鬼きの瞳だ。

「直樹！」

「高村センパイ！」

「高村クン！」

「ま、待って！！！」

　迫せまろうとする三人に、直樹は手を突つき出しぶるんぶるん振ふりたくる。

「牛と仲良くなったら牛乳嫌いが治る！　実にありえそうな話じゃないか！　僕はやるぞ！　やるったらやるぞ！」

　もちろん、そんな事で牛乳嫌いが治るなんてこれっぽっちも思っていなかったけど、ここで三人に噛かまれないためにはそう叫さけぶしかなかったのだ。

「いや〜〜〜、楽しみだなー。前々から牧場で働いてみたいと思ってたんだよ。ハッハッハ」

　直樹は、笑ってるんだか泣いてるんだか判別のつかない表情で、必死にカラ笑いを響ひびかせた。







（会長が段取りをつけて、この村の牧場で土、日と働かせてもらう事になったけど、こんな事ぐらいで牛乳嫌いが治るはずないし。結局、吸血鬼にされるのが数日延びただけか）

　直樹はふわあと欠伸あくびをした。それもそのはずだ。今朝は朝三時に自宅に紅華の家の車が到とう着ちやく。半分寝ねぼけている直樹は車に押し込められて、ここ、治ち水すい牧場へと連れてこられたのだ。

　そこから先も忙いそがしかった。すぐにオーバーオールに着替がえさせられ、プロレスラーみたいな牧場主の山やま田ださんに怒ど鳴なられながらの仕事が始まったのだ。

　まずは朝のエサやり。五十頭の牛にエサを与あたえていくのはなかなかの重労働だ。

　続いて、朝の搾さく乳にゆう。ミルカーと呼ばれる自動乳搾り機を牛に装着し搾っていくのだ。牛乳嫌いの直なお樹きは、むわっと立ち込める甘ったるい香かおりに何度も吐はき気けを覚えてしまう。

　そして、そこからがさらなる重労働の始まりだった。牛を外に出し、牛舎の掃そう除じをしなくちゃならないのだ。

　牛のフンやらおしっこやらで汚よごれたワラを取り除き、牛舎から少し離はなれた所にある処理場へと運ぶ。その後、キレイなワラを敷しき詰つめ牛のベッドを作らなくちゃならないのだ。

　ちなみに、今は牛舎と処理場の間を往復している最中だった。

　もう何度やってるか分からない。実に終わりの見えない作業だった。

「いつ終わるんだろう？」

　一輪車を空っぽにした直樹は、額の汗あせを拭ぬぐった。

「どうせこんな事したって僕の運命は変わらないんだし……」

　そう考えると、何だかバカらしくなってくる。

　ふてくされた様子で、だらだらと仕事をする直樹の後ろから声がかけられる。

「もっとキビキビ動かなくちゃ終わらないわよ」

　体をビクッとさせ振ふり向いた直樹は目を大きくした。

「川かわ澄すみじゃないか!?」

　そこには、季き代よ実みの姿があった。直樹と同じような作業用のオーバーオールを着ている。

「どうして？」

　直樹の質問には答えず、季代実は逆に質問をしてきた。

「一つ質問だけど、直樹君は持ってきた？　食べ物」

「食べ物？　朝一で叩たたき起こされて連れてこられたんだ。そんな物持ってきてるはずないよ」

　直樹が口を尖とがらせる。

「それに、さすがにこんなにこき使っておいて食事も出さないって事はないだろ？　牧場の食事、楽しみだなあ」

　直樹が目め尻じりを下げる。

「たっぷり野菜のジンギスカンとかだったりして？　ほくほくの新ジャガかもしれないぞ」

　どうもテレビで見た北海道の牧場と混同しているようだ。

　ジュージューと焼けるジンギスカンを思い浮かべヨダレをすする直樹に、季代実が呆あきれ度三百パーセントで言う。

「今さら説明したくもないんだけど、治ち水すい村は吸きゆう血けつ鬼きの村なのよ」

「そんなの知ってるさ。今さら説明されたくもないよ」

「つまり私が言っているのは、この牧場の人達も吸血鬼だって事。そして直樹君の事を吸血鬼だと思っている。つまり、この牧場で直樹君に出される食事は……」

　青ざめる直樹に、季代実は言った。

「搾しぼりたての牛乳、それ以外にはないわ」

「そんな〜〜〜〜」

　嘆なげく直なお樹きに、季き代よ実みはため息交じりに言った。

「そんな事だろうと思って、二日分の食料を持ってきたわ。牛舎の脇わきに置いといたから、牧場の人達に見つからずに食べるのよ」

「あ、ありがと〜〜〜」

　涙なみだを流さんばかりに感謝してから、直樹は先さき程ほどから気になっていた部分を指し摘てきした。

「ところで、その格好は？」

「せっかく来たんだし、私も牧場の仕事ってのを体験してみようと思ってね。それで、作業服を貸してもらったのよ」

　季代実が、両手を軽く二度叩たたいた。

「さ、きびきび働く！　仕事はまだたくさんあるんでしょ？」

「へいへいっと」

　季代実にはっぱをかけられ、直樹は空になった一輪車を押して牛舎へと向かう。

　一人で仕事をしていた時よりも、ずっと楽しくなったような気がした。




　そ…し…て…。




　太陽が沈しずみ始める夕暮れ時、牛達を牛舎に戻もどす時間だ。もう牛達も分かったもので、追い立てたりしなくてもぞろぞろと戻ってくる。

　たっぷりとエサを与あたえた後、午後の搾さく乳にゆうをすませば、一日の仕事もほぼ終わりだった。

「ふう、終わった〜」

　牛舎の片かた隅すみに置かれているワラ束たばに腰こしをかけ、直樹が息を吐はき出す。

「お疲つかれ様。思ったより大変だったわね」

　同じようにワラ束に腰を下ろした季代実が言った。

「ああ、もうヘトヘトだよ」

　笑いながら言う直樹だったけど、不思議とそんなに嫌いやな気分じゃなかった。むしろすがすがしいものも感じる。

　朝、初めて牛舎に来た時はむせ返るような牛の匂においに顔をしかめたけれども、丸一日もたてばすっかり慣れていた。

「どう？　牛乳嫌ぎらいは克こく服ふくできそう？」

「そんな、一日働いたぐらいじゃ克服できる訳ないよ。だけど……」

　直樹と季代実で敷しき詰つめたワラの上でくつろぐ牛達を見て、直樹は目を細めた。

「牛の事は、好きになるかもしれないな」

「少なくとも、牛の方は直樹君の事が気に入ったみたいね。牛舎に戻す時、たくさん寄ってきてたし」

　軽く笑ってから、季き代よ実みは言った。

「会長には、私から話してみるわ。直なお樹き君も頑がん張ばってるみたいだし、もうちょっと様子を見ましょって」

「え？」

　一いつ瞬しゆん、ポカンとする直樹に、季代実が説明する。

「だから、直樹君の牛乳嫌ぎらい克こく服ふくの事よ。あれだけ筋金入ってる牛乳嫌いが二日で治るとは思えないしね」

　季代実が、まるで天使のように思えた瞬間だった。

　だけど、不安要素もまだ残っている。

「クラスの連中はどうしよ？　みんな僕の事を怪あやしく思ってるみたいだし、また牛乳をすすめられでもしたら……」

　待ち受ける悲劇を思い浮かべ青ざめる直樹に、季代実は事もなげに言う。

「そこのところも考えてきたわ。牛乳嫌いを克服できるまでは、これを使うの」

　小こ脇わきに抱かかえていたバッグから取り出されたのは、一本の牛乳瓶びんだった。

「さ、飲んで」

「えっ、だけど僕は牛乳が……」

「いいから、飲んで」

　季代実に強く言われて、直樹は渋しぶ々しぶと牛乳の蓋ふたを開けた。むわっとむせ返るような乳臭くささに顔をしかめ……なかった。

「あれ？」

　クンクンと匂においを嗅かいでから、ゴクリと飲み干す。

「これ、牛乳じゃない。豆乳じゃないか」

「そう、家で中身を詰つめ替かえたの。これなら直樹君でも飲めるでしょ」

　季代実は念を押すように言った。

「だけど、安心しちゃダメよ。よく見れば微び妙みように色が違ちがうし、吸きゆう血けつ鬼きの鼻ならすぐに分かっちゃうんだから。いつまでもこれで誤ご魔ま化かし続ける事はできないわ。遅おそくても夏休み明けまでには本当に牛乳嫌いを克服してくれないと」

「……ああ、分かったよ。努力して牛乳嫌いを克服してみせる！」

　ぐぐぐって直樹は拳こぶしを握にぎり締しめた。それから、不思議そうに尋たずねた。

「だけどいいのか？　川かわ澄すみだって、早く僕の血を吸いたいんじゃないのか？」

「もちろん、私だって吸血鬼だから直樹君の血を吸いたいわ。だけど、このままじゃ会長達と均等に分けなきゃならないでしょ？　直樹君にはまだ人間のままでいてもらって、私を選んでもらわなくちゃ。そうすれば全部独ひとり占じめできるでしょ」

　季き代よ実みの瞳ひとみが一いつ瞬しゆん真っ赤に染まったもんだから、鋭するどい牙きばがうっすらと覗のぞいたもんだから、直樹は思わず椅い子すから転げ落ちる。

「何てね、冗じよう談だんよ」

　季代実が軽く笑った。

「言ったでしょ？　私はまだ新米吸きゆう血けつ鬼きで、血を吸いたいって本能も他ほかの人達より弱いんだって。それに、直なお樹き君は私達のテストを合格して人間でいるんだから、自分の意思で吸血鬼になりたいって思うまでは人間のままでいられる権利があるって思うのよね」

「………ありがとう、川かわ澄すみ」

　直樹は、ゆっくりと、だけど心を込めて頭を下げる。

「さてと、そろそろ最終バスが来るだろうから私は行くわね」

　季代実が立ち上がる。

「気が向いたら、また来るかもしれないわ。それじゃ」

　軽く手を振ふると、季代実は牛舎を出ていった。

「川澄って、思ったよりいいヤツなのかも……」

　だけど、険しい顔つきで続ける。

「いいや、だからってまだ全面的には許せないからな！　男の純情を踏ふみにじった罪は何よりも重いんだからな！」

　しょーもない男のプライドを拳こぶしに握にぎり締しめている時だった。

「あ〜〜、坊ぼう主ず。ちょっといいか？」

　なんて言って牛舎にやって来るのは、よく日焼けした大おお柄がらなおじさん。この治ち水すい牧場の牧場主、山やま田ださんだ。

「一日ご苦労だったな。おかげで助かったぞ」

　ゴツゴツとした大きな手で、直樹の肩かたを叩たたく。

「母屋おもやでフロ沸わかしてあるから入りな。坊主のために搾しぼりたての牛乳も用意しといた。ま、部屋でのんびり休んでくれ」

「は、はあ」

　直樹としては苦笑いをするしかない。もちろん牛乳嫌ぎらいを克こく服ふくなんてしてないのだから。

「でだ、実は坊主にちょっと頼たのみがあるんだ」

　山田さんは、その顔を少しだけ申し訳なさそうにしながら言った。

「今晩、久しぶりに飲みに行こうって事になってな。きっと帰ってくるのは明け方になっちまうだろうから、その間、坊主に留守番を頼みたいんだ」

「はあ、もともと泊とまりの予定だったし。問題ありませんけど」

「でだ、留守番役として一つ、やってもらいたい仕事があるんだ」

　山田さんが、少しだけ表情を険しくする。

「夜中、三時間おきぐらいでいいから、牛舎に行って牛達の様子を見て欲しいんだ」

「見回りですか？」

「ああ、実はブラッディーミルク欲しさに夜中牛舎に潜もぐり込む困った村人がたまにいるんだ。そんな都合よくブラッディーミルクが出るはずがないのに、それが分からないでやがる」

　ぶちぶちと文句を言う。

「とにかく、せっかく休ませてる牛にちょっかいを出されたら明日の牛乳の出にも問題が出てくる。だから、牧場では毎晩、交代で牛舎を見回るようにしてるんだ。で、それを坊ぼう主ずにやって欲しいって訳だ」

「でも……」

　直なお樹きは不安そうに眉まゆ根ねを寄せる。もし、ミルク泥どろ棒ぼうが現れたとしても、一人で撃げき退たいする自信がないからだ。

　何せ、相手は吸きゆう血けつ鬼き。こっちは牛乳嫌ぎらいの貧ひん弱じやくな若者に過ぎないのだから。

「心配ないさ。そうそういつもミルク泥棒が現れる訳じゃない。念のためってだけなんだから。じゃあ頼たのんだぜ」

　最後にまたポンポンと直樹の肩かたを叩たたくと、山やま田ださんが牛舎を出ていく。

　直樹は、牛舎の牛達に顔を向けた。

「そういう訳で、僕が見張りをする事になったけど……。あんまりアテにしないでくれよ。もしもの時は、自分達で抵てい抗こうしてくれよな」

　まるで人ひと事ごとのような顔つきで、一頭の牛が鳴いた。

「モ〜〜〜」

「何だよその態度は。お前達の問題なんだぞ」

　真しん剣けんに牛に向かって説教をする直樹の後ろから、呆あきれた声が呟つぶやかれる。

「そんな事言ったって通じないわよ」

　季き代よ実みだった。

「川かわ澄すみ、最終バスで帰ったんじゃ？」

「気が向いたらまた来るって言ったでしょ。バスに乗る前に気が向いたの」

　サラリとそう言うと、季代実は直樹の隣となりに立ち牛を見た。

「山田さんから聞いたわ。直樹君一人で留守番しなくちゃならないんだって？　もし本当にミルク泥棒が現れた時、さすがに一人だけだとどうしようもないでしょ。ミルクと一いつ緒しよに直樹君の血まで盗ぬすまれたら大問題だし。だから、一晩付き合うわ」

「本当か!?」

　地じ獄ごくに仏とばかしに顔を明るくする直樹だけど、とんでもない事実に気が付いてしまう。

（ちょちょちょちょっと待てよ。それじゃ、今晩はこの牧場に川澄と二人きりって事じゃあないか？）

　何だかドキドキしてきてしまう。

　呆あきれたように、一頭の牛が鳴いた。

「モ〜〜〜〜」

　って。
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　時計の針は、夜の十一時を指している。

　宿舎として与あたえられたプレハブ小屋に、直なお樹きはいた。八畳じようの畳たたみ敷じきで、簡単なちゃぶ台と布団ふとんが置かれているだけの殺風景な部屋だった。

　本当なら、へとへとになった体をぐで〜〜っと伸のばして眠ねむりたいとこなのだけど、そうもいかない。だって、季き代よ実みが一いつ緒しよなのだから。

　プレハブの壁かべ際ぎわに座り、静かに本を読む季代実の姿をチラッと見て、直樹は心の中で呟つぶやいた。

（二人っきりって思えば思う程ほど、どーしてこーも落ち着かないんだろう？　あ〜、ここまで女の子に免めん疫えきってのがない自分が情けないぞ〜）

　一人で嘆なげいている直樹に、唐とう突とつに季代実が尋たずねた。

「ねえ、直樹君って、ずっと東京に住んでたのよね」

「え、ああ。そうだよ。何度か引ひつ越こしはしたけど、ずっと都内だったよ」

　直樹はそう答えた。

「やっぱり、転校してくるのは悲しかった？」

「そりゃーまー、実に一方的な引越しの通達だったからなあ」

　しみじみと思い出す。

「それでも、僕一人じゃ生活能力ないし、どうしよーもないだろ？　高校卒業したらまた東京に戻もどるからなって友達に宣言して、泣く泣くこの村に来たんだ。まあ、来てみたら意外にもいいとこで、引越しして良かったなんて思ったけど……」

　そこで、顔をしかめる。

「この村の真実を知って、やっぱり引越ししなけりゃ良かったって後こう悔かいしたよ」

「ま、当然よね。何てったってこの村は吸きゆう血けつ鬼きの村なんだから」

「川かわ澄すみはどうだったんだ？」

　少し言葉を交かわした事が潤じゆん滑かつ油ゆとなったのか、ごく自然にそう質問する。

「私は、そうね」

　季代実は少しだけ遠い目をした。

「前にも話したけど、私は施し設せつでずっと育ってたでしょ。養子にもらってくれるって人が現れたって聞いて嬉うれしかったかな。私にもやっと家族ができるんだって」

「でも、まさかその家族が吸きゆう血けつ鬼きだなんて思ってもなかったろ？」

「当たり前よ。最初はショックだったわ。私はただの生いけ贄にえのために村に呼ばれただけなのかなって。でも、しばらくして分かったの」

　軽く息を吐はき出す。

「夕ゆう月げつ祭りの生贄としてこの村に呼ばれたのも事実だけど、私のお父さんとお母さんが、本当に子供が欲しくて、私を選んでくれたのも本当の事だって。何年も何年も、村に希望を出し続けてたんだって。自分達の子供になってくれそうな、身寄りのない子供を村の一員にして欲しいって」

「そうなのか」

「だから、私は結構幸せなの」

　季き代よ実みが少しだけ目を細めた。

（ああ、これは本当の事なんだろうな）

　相変わらず表情は乏とぼしいけど、声には不思議と温かみのようなものがこもっている。

（無表情で掴つかみどころがない奴やつだと思ってたけど、ただ感情が顔に出にくいだけなんだなあ）

　そんな事を思う直なお樹きに、季代実が顔を向けた。

「だから、直樹君もなっちゃえば意外と悩なやまなくなるかもしれないわね」

「何に？」

「もちろん、吸血鬼に」

　季代実の言葉が、ざらりと耳に響ひびく。

「せっかく二人っきりなんだから、ここでしちゃおっか」

　季代実が茶目っ気のある笑え顔がおを浮かべた。そのまま直樹に向かってにじり寄ってくる。

「私、初めてだから、もしかしたらちょっと痛いかもしれないけど、それでも精せい一いつ杯ぱいやるから」

　これが演技だって事はすぐに分かる。素すの季代実がこんな表情をするはずがない。

　それでも、こんな笑えない冗じよう談だんにはいつまでも付き合ってられない。

　それに、季代実は紛まぎれもない美少女。いつ、直樹の中の青少年がぐらりと来るか分かったもんじゃない。

　直樹の中で、危険信号がビーコンビーコンと鳴り響いた。

「ぎゅ、牛舎の見回りに行ってくる！」

　そう叫さけぶと、直樹は逃にげるようにその場を後にしたのだった。
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　治ち水すい村役場通りは、村唯ゆい一いつの繁はん華か街がいだった。小さいながらも数軒けんの飲み屋やカラオケ屋が立ち並び、村のおじさん達の憩いこいの場となっている。

　そんな飲み屋の中の一軒、『居い酒ざか屋やとね』も、小さな店内が人でぎゅうぎゅうになるくらいに賑にぎわっていた。

　村人達は全員吸きゆう血けつ鬼き。表向きは普ふ通つうの人間らしい生活をという村のモットーを守ってはいるものの、本質的には夜型だ。

　店が閉店となる真夜中まで、この賑わいは続く事だろう。

「さすがに、手が足りなくなってきたか」

　小さな厨ちゆう房ぼうに立つ、いぶし銀の店の主が息を吐はき出す。

「おい、あいつを呼べ」

「はいはい」

　優やさしそうな店のオカミさんが、厨房の奥にある暖の簾れんを持ち上げる。そこには二階へと上る階段があった。二階が住居部分となっているのだ。

「ともちゃ〜〜ん。ちょっとお手伝いして欲しいんだけど」

　しばらくして、乱暴な足音を立てて二階からジャージ姿の少女が下りてくる。智とも衣いだ。

　不ふ機き嫌げんそうな顔つきで、智衣は唇くちびるを尖とがらせた。

「オレ、勉強してるとこなんだ。勘かん弁べんしてくれねえか？」

「お前が勉強だって？　ウソをつくならもうちょっとマシなウソをつくんだな。どうせテレビでプロレス中ちゆう継けいでも見てたんだろうに」

「うっ」

　実に図星だから、智衣が口をもごもごさせる。

「ほら、さっさとしろ」

　父親に投げつけられたエプロンを、智衣は不承不承といった様子で身につける。

「ったく、こんな夜に高校生の娘むすめを居酒屋で働かせるなんて、絶対問題あるぞ」

「そこらのサラリーマンよりもはるかに長生きしてるお前が何を言ってるんだよ」

　父親がせせら笑った。

「うるせー！　オレは永遠の十六歳なんだよ！」

　吐はき捨てるようにそう言うが、父親は聞いちゃくれない。

「奥の角の席に注つぎに行ってきてくれ」

　真っ白い液体の入った瓶びんを渡わたされる。かといって、瓶の中身はカルピスという訳ではない。

　治ち水すい村で作られている銘めい酒しゆ、白はく泉せん。牛乳から造られた酒だ。治水村で唯ゆい一いつ飲まれているお酒なのだ。

　普通の日本酒やビール、焼しよう酎ちゆうを飲んだところで吸血鬼は酔よう事ができない。牛乳を発はつ酵こうさせて造ったこの酒だけが、吸血鬼をほろ酔い気分にさせてくれるのだ。

　酒さか瓶びんを抱かかえて店内に出て、一番奥の席へと向かう。そこに集まっている集団に、智衣はあまりやる気のない声で言った。

「白はく泉せん、お代わりです」

「お、悪いねえ」

　すっかり顔を赤くした男達が、空になったグラスを突つき出した。

　手て馴なれた手つきで白泉を注ついでいく智とも衣いは、途と中ちゆうでふと気が付く。

「あれ？　山やま田だのおっちゃんじゃん」

「おお、久しぶりだねえ。智衣ちゃん。たまには牧場に遊びに来てくれよ」

　すっかり酔よっ払ぱらい口調で山田さんが言う。

「なあ、山田のおっちゃん。オレの友達が今日明日と牧場を手伝う事になってるはずだけど。ちゃんとやってるか？」

「ああ、坊ぼう主ずか」

　山田さんが顔をしかめる。

「せっかくだから牛の乳搾しぼりを体験させてやったんだが、あんな嫌いやそうな顔をして乳搾りをする奴やつは初めてだ」

（どうやら、牛乳嫌ぎらいはまだ治ってないようだな）

　智衣が苦笑する。

「まあ、仕事の方は文句も言わずにやってくれてるぞ。川かわ澄すみさんとこの季き代よ実みちゃんも手伝いに来てくれたしな。おかげで俺達は楽ができたよ」

「季代実が？」

　智衣がいぶかし気に眉まゆをひそめる。

「あいつ、恩でも売ってたっぷり血をもらうつもりじゃ？」

「ん、どうした？」

「いや、何でもないよ。何でも」

　適当に誤ご魔ま化かし、智衣は山田さんに酒を注いだ。

　酔っ払って饒じよう舌ぜつになってる山田さんが、気持ち良さそうに言う。

「ここんとこ店に来れなかったからねえ。今日はそのお詫わびに牧場のみんなで来たんだ。ごぶさたしてた分もしっかり飲んで帰るからジャンジャン注いでくれよ」

「そりゃー、うちの親おや父じが大喜びだな」

　そこで、智衣がふと気が付く。

「なあ、みんなって。それじゃ牧場には直なお樹きと季代実の二人っきりって事なのか？」

「いいや、二人っきりじゃない。五十頭の巨きよ乳にゆうの娘むすめ達も一いつ緒しよだぞ」

　山田さんの下品な冗じよう談だんも、智衣は聞いていない。

（直樹と季代実が二人っきり……心配だぜ。何か間ま違ちがいがあったらどーすんだ？）

　ちなみに、智衣の想像している間違いってのは、直樹の血が吸われてしまうという悲劇に他ほかならない。

（明日は、オレも手伝いに行こう。下心なしに親友として手助けに。あ、でもうまい事オレと間ま違ちがいが起こったらそれはそれでラッキーって事で）

　智とも衣いがズズズとヨダレをすすった時だった。

「あ、そういえば山やま田ださん。二人にあの事は伝えたんですか？　ほら、夜中の……」

　比ひ較かく的酔よいが回っていない牧場の従業員がそんな事を言った。

「あ、いかん。忘れてた」

　山田さんがあちゃーって顔をしかめる。

　ちょっとした好こう奇き心しんを覚えて、智衣が尋たずねる。

「あいつらに何を伝え忘れたんだ？」

「ああ、うちの牛達の事についてだ。村でもあんまり知られてない事なんだが、うちの牛は真夜中に変身するんだ。吸血牛、いや、ありゃ化け物って呼んだ方がいいかもしれんな」

　フンと鼻を鳴らす。

「まあ、俺達吸きゆう血けつ鬼きの食料となる乳を出すって特別な呪のろいをかけられてんだ。それぐらいの副作用はあっても仕方ないだろうな」

「きっと驚おどろくでしょうね。見回りで牛舎に入って遭そう遇ぐうするのが、あの寝ね相ぞうなんですから」

「だろうな。でもまあ心配はいらんさ。人間の匂においさえ嗅かがなければ、あの化け物達が目覚める事はないからな」

「もしうっかり人間が牛舎に迷い込みでもしたら大変でしょうね」

「断言してやる。その人間はミイラになるぞ。いや、もしかしたら頭からバリバリッて事もありえるかもしれん。何せ、うちの娘むすめ達は食たべ盛ざかりだからな」

　そう言って笑い飛ばす山田さん。牧場の従業員達も、山田さんのジョークにどっと沸わいた。夜の牛舎に人間が紛まぎれ込むなんて絶対ないと思っているからの余よ裕ゆうだった。

　だけど、智衣に余裕はなかった。あるはずがなかった。

　だって、牛舎に迷い込みそうな人間を一人、知っているからだ。

　高たか村むら直なお樹きっていう、この血ち吸すい村でただ一人の人間を。

「じょじょじょじょ、じょーだんじゃねーぞ！」

　酒さか瓶びんを放ほうり出しエプロンをかなぐり捨てると、智衣は厨ちゆう房ぼうに向かって声を張り上げた。

「おふくろ！　大至急、エリ子こと紅べに華かと綾あや菜なの家に電話してくれ！　牧場で緊きん急きゆう事態だってな！」

　それから、店の出口へと向かう。

「コラ、智衣、若い娘がこんな夜にどこに行くんだ!?」

「こんな時だけ、オレを高校生扱あつかいするんじゃねーよ！」

　父親に向かってそう叫さけぶと、智衣は玄げん関かんを飛び出した。店と店との間の路地から母親のママチャリを引っ張り出し、サドルにまたがる。

「オレの大事な血を、牛の化け物なんかに横取りされてたまるか！！！」

　智とも衣いの瞳ひとみが真っ赤に染まった。ハンドルを握にぎり締しめる手の指先からは鋭するどい爪つめがニョキッと生える。もちろん口には鋭い犬歯が二本。

「うっりゃ〜〜〜〜！！！」

　夜の吸きゆう血けつ鬼きならではの人知を超こえたフルパワーで、智衣はペダルを踏ふみつけた。
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「まったく、川かわ澄すみの質たちの悪い冗じよう談だんにも困ったもんだよ」

　直なお樹きは牛舎の鉄てつ扉ぴに力を込める。ガラガラと音を立てて大きな扉とびらが横にスライドする。全開にする必要はない。自分一人が出入りできればそれで十分だ。

　当たり前の事だけど、牛舎の中は真っ暗で何も見えない。かといってライトをつけるのもはばかられる。牛達の安あん眠みんを妨ぼう害がいして乳の出が悪くなってしまったら大変だ。

　ありがたい事に、入り口の脇わきにぶら下げてあった懐かい中ちゆう電でん灯とうを見つけ、直樹はそれを手にした。山やま田ださんをはじめ牧場の人達はみんな吸血鬼だから、見回りにこんな物は必要ないのだろうけど、それでも一応と用意してあったのだろう。

　長く使われていないのか電池も切れかけていたけれど、弱々しいながらも光の帯が伸のびる。

「よし、適当に見回りをすまそう」

　牛舎の中に足を踏ふみ入れる。一日中出たり入ったりを繰くり返していたから中の様子はよく知っている。少し通路を進めばもう牛達の寝ね床どこだ。

　大して心配もせず、懐中電灯を向ける直樹。横になり眠ねむりこける牛が見えるもんだと思っていたけれど……。

「あれ？」

　懐中電灯に照らし出されたのは、直樹と季き代よ実みが敷しき詰つめたワラのベッドだけだ。

（寝返りでもうったんだろうか？）

　そんな程度に考えて、懐中電灯の光をスライドさせていくけれど、やっぱり牛の姿はない。

（おいおいおい、これはえらい事だぞ！）

　もう牛の安眠なんて気にしてる場合じゃなかった。壁かべ際ぎわに向かうと、大きなブレーカーを持ち上げる。

　照明が点ともり、牛舎の室内が明るく照らし出される。

「!?　!?　!?」

　目の前の光景に、直樹は思わず口をぱくぱくとさせた。

　五十頭の牛達が横になって休んでいたはずのワラのベッドは、もぬけの殻からになっていたのだ。ただの一頭だって残っちゃいない。

「何て事だよ。ミルク泥どろ棒ぼうどころじゃない！　牛泥棒が来たんだ！　しかも五十頭丸々盗ぬすんでくなんて……」

　直なお樹きは青ざめた。

（もしこのせいで牛乳不足なんて事態になったらどうなるんだろ？　飢うえた村人達は村を出て人を襲おそうんじゃないか!?）

　最悪の事態を想像する直樹だったけど、ふとその音に気が付いた。

　フゴーフゴーというダイナミックな鼻息だ。牛の寝ね息いきと考えて間ま違ちがいないだろう。

　だけど聞こえてきた方向が問題だ。直樹の頭上からだったのだ。

「まさか……ね？」

　ゆっくりと頭上を見上げた直樹が見たものは、到とう底てい信じられない光景だった。

　五十頭の牛達は盗まれたりはしていなかった。直樹の頭上にちゃんといた。逆さまになって牛舎の天てん井じようからぶら下がっていたのだ。

　その巨きよ大だいさと牛っていう部分を抜ぬかせば、その姿は実にあれそっくりだった。

　そう、コウモリにだ。

「ウ…ソ…だろ？」

　直樹がかすれた息を吐はき出した瞬しゆん間かん、逆さまにぶら下がっていた牛達が体を震ふるわせた。そして、一いつ斉せいに瞳ひとみを開く。

　昼間とはまったく違った真っ赤な瞳が、暗い牛舎の中で輝かがやいた。

　昼間はのどかに草を食はみ食みしてたはずの口からは、鋭するどい牙きばが飛び出しているのも見えた。

　赤い瞳と鋭い牙。これが意味する物は一つ。吸きゆう血けつ鬼きに他ほかならない。

　どうして牛が？　昼間は何ともなかったのに!?　牛達も吸血鬼なのか!?　吸血牛!?　あんな寝方で頭に血が上ったりしないのか!?　たくさん乳が出るための健康法なのか!?

　数々の疑問が頭を駆かけ巡めぐるよりも早く直樹は走り出していた。第六感が直樹に危険を知らせたのだ。

　そして、それは正しかった。

「ブモ〜〜〜〜〜！！！」

　雄お叫たけびを上げると、牛達が天井から足を離はなした。そのまま床ゆかに落下するのではなく、前足を大きく広げる。それはもはや牛の足ではなく、コウモリの飛ひ膜まくのような翼つばさとなっていた。

　バサバサと音を立てて、五十頭の牛達が牛舎を飛び出していく。

　草食動物の面おも影かげはもはや微み塵じんもない。獰どう猛もうな捕ほ食しよく動物、いや怪かい物ぶつだった。

「どどど、どーなってんだよ!?　あんなの僕は聞いてないぞ！」

　夜の草原を走りながら直樹は叫さけぶ。

「よりによって、吸血牛だなんて！」

　全速力で突つっ走りながら、肩かた越ごしに後ろを振ふり向く。

　そして、見なきゃ良かったと後こう悔かいした。

　五十頭の牛達が、翼つばさを羽ばたかせ直なお樹きを追いかけてきているのだ。

　とても現実の光景とは思えない、まるでモンスター映画の１わんシーンだった。

「ひいいいい！！！」

　悲鳴を上げさらに足に力を込めるけど、人間の足で逃にげ切れる相手じゃなかった。いつの間にか直樹を追い越こした吸血牛が、一気に急降下を始めた。

　迫せまる吸血牛に、直樹が思わず瞳ひとみを閉じる。それが自殺行こう為いなのは分かっているけれど、恐おそろしくて目を開けていられなかったのだ。

　次の瞬しゆん間かん、直樹の体がかっさらわれた。

（僕は吸血牛の爪つめに掴つかまれたんだ！）

　そう思った直樹は、必死になって手足をばたつかせる。

「離はなせえええ！！！　お前達のベッドのワラを交こう換かんしてやったのは僕なんだぞ！　恩を仇あだで返すつもりかあああ！」

「落ち着いて！　私よ！」

　そう言うのは、季き代よ実みだった。直樹の体を小こ脇わきに抱かかえて走っている。

「聞くまでもないけど、あれって牛舎の牛よね」

　さすがに驚おどろいたように、季代実は息を吐はき出す。

「さすがうちの村の牛よね。普ふ通つうじゃないわ」

「感心してる場合じゃないよ。早く逃げなくちゃ」

「分かってるわ。私だって、あんなのとケンカする勇気はないもの。直樹君、全速力で走るから舌を噛かまないように口閉じててよ」

　季代実がぐんと速度を上げる。だけど、吸血牛達もそう簡単には逃がしてくれなかった。先回りした一頭が、季代実目め掛がけて急降下する。

「っ！」

　かろうじて体をひねって直ちよく撃げきは避さけたけれども、吸血牛の飛ひ膜まくが季代実の肩かたにぶつかった。その衝しよう撃げきはかなりのもので、直樹もろとも弾はじき飛ばされてしまう。

「きゃあ！」

「うわああ！」

　二人して草原を十回転ぐらいしてから、ゆっくりと立ち上がる。その時にはすでに包ほう囲い網もうは完成していた。

　目を真っ赤に光らせ牙きばの生えた口からヨダレをたらす五十頭の吸血牛達が、しっかりと獲え物ものを取り囲んでいる。

「直樹君！　私から離れないで！　絶対によ！」

「ブモ─────！！！」

　直なお樹き目め掛がけて突つっ込んでくる一頭の牛を、季き代よ実みが正面から受け止めた。

「直樹君は、あなた達のエサじゃないのよ！」

　瞳ひとみを真っ赤に燃え上がらせ、季代実は吸血牛を投げ飛ばす。さらに襲おそい掛かかってくる吸血牛も、同じように直樹から遠ざける。

　だけと多た勢ぜいに無ぶ勢ぜいだ。吸血牛との攻こう防ぼうで身動きの取れなくなった季代実のスキを見て、別の吸血牛達が直樹に襲い掛かる。

「くそっ！！！」

　絶体絶命のピンチ……しかし、突とつ然ぜん現れたママチャリが吸血牛のドテッ腹に突つっ込んだ。

「どーにか間に合ったようだな！」

　空中で自転車を乗り捨て、直樹の前へ着地したのは智とも衣いだ。

「智衣!?」

「心配すんな！　あいつらは朝になればまた元の牛に戻もどるらしいからな。それまでは、オレが守ってやるぜ！　おふくろに頼たのんで連れん絡らくしてもらったから、あいつらもすぐに駆かけつけるはず」

　智衣の言葉通り、援えん軍ぐんはそれから幾いく許ばくもしないうちに現れた。

　牧場に猛もうスピードで乗り入れてきた高級車。そのドアが開き、パジャマ姿のエリ子こと綾あや菜なが転がり出てくる。

「高たか村むらセンパイ、助けに来ましたよ」

「何だか、大変な事になってますね〜」

　寝ねぼけているのか、綾菜はトロンとした目つきだ。

「まったく、これだから外車って嫌きらいなんですわ！　すぐに故障しますから！」

　運転席から出てきたのは、ネグリジェ姿の紅べに華かだった。

「しかも、勝手に運転した事がバレたらわたくし、お父様にこっぴどく叱しかられてしまいますわ」

「紅華！　そんな心配してる場合じゃないんだ！　この化け物達が、直樹の事狙ねらってて」

「分かってますわ」

　その瞳ひとみが真っ赤に染まり、指先から鋭するどい爪つめが伸のびた。

「わたくしの大切な血を横取りしようとするなんて、絶対に許しませんわよ！」

「ブモ〜〜〜！！！」

　紅華達をごちそうを奪うばう敵と認にん識しきしたのだろう。牙きばを剥むき、雄お叫たけびを上げ、吸血牛達が襲い掛かってくる。

「ていやあ！」

　紅華が、強きよう烈れつな回まわし蹴げりを牛の横よこ面つらに叩たたき込む。ネグリジェが大きく動き、太ももが見えそうになる。

　こんな状じよう況きようながら、直樹はドキドキしてしまう。

「さあ、オレも本気でやってやんぜ！」

　智とも衣いがジャージの上を脱ぬぎ捨てた。薄うす手での内シャツだけになる。

　背中にうっすらとブラの線が見えてたもんだから、直なお樹きはちょっとだけドキドキした。

「高たか村むらセンパイの血はエリ達が予約してるんだからね！！！」

　エリが固めた拳こぶしでポカポカと吸血牛を殴なぐりつける。ピンクのパジャマがよく似合っていて非常に可か愛わいらしい。

　やっぱり、直樹はドキドキしてしまう。

「いつもおいしい牛乳を出してもらってる事は感謝してます。でも、高村さんの血は諦あきらめてください！」

　そう言って牛の尻しつ尾ぽを引っ張る綾あや菜なの胸の動きに、懲こりずに直樹はドキドキだった。

　機き敏びんな動きで吸血牛と戦う季き代よ実みも、実にクールで格好よく見える。もちろん、ここでも直樹はドキドキものだ。

（ああああ、僕は何をしてるんだ！）

　ハッとした直樹は、自分のゲンコツで自分の頭を殴りつけた。

（みんなして僕を助けようと吸血牛と戦ってくれてるのに、そんな姿を見てドキドキしてるなんて最低だぞ！　こんな事してたらそのうち罰ばちが当たって……）

　罰は、直樹が思っていたよりもずっとずっと早くやってきた。

　ドスンという音と共に、直樹の目の前に一頭の吸血牛が舞まい降りたのだ。

「ブモ〜〜〜！！！」

　真っ赤な瞳ひとみを光らせ、獲え物ものを前に大量のヨダレをだらだらと流す。

　直樹は情けなく助けを求めた。

「誰だれか！！！」

　だけど、みんなそれどころじゃなかった。他ほかの吸血牛との戦いで手て一いつ杯ぱいになっていたのだ。

「ひいいいい！」

　悲鳴を上げると直樹は走り出した。そのまま牧場の建物へと逃にげ込む。急いで扉とびらを閉めて大きく息を吐はき出すけれど……。

　バリバリバリという音を立てて、吸血牛が扉を突つき破った。鋭するどい牙きばが直樹の頭を掠かすめた。

（こいつは、血を吸われるどころじゃないぞ！　あの勢いなら頭からバリバリ齧かじられてしまうじゃないか！！！）

　全身の血液がストンと音を立てて足元に落ちるような感かん触しよくを覚える。必死に他の出口を探すが、見当たらない。

　いきり立った吸血牛は、建物の中に入ろうともがいている。扉が完全破は壊かいされるのも時間の問題だろう。

（どうしよ！　どうしよ！　どうしよ！　どうしよ！）

　慌あわてふためく直樹の目に、金属の蓋ふたが見えた。巨きよ大だいなタンクが床ゆか半分に埋うめられていたのだ。

　次の瞬しゆん間かん、吸血牛が扉とびらを完全粉ふん砕さいする音が響ひびく。

「ひゃあああ！！！」

　直なお樹きはタンクの蓋ふたをこじ開けると、無む我が夢む中ちゆうで飛び込んだのだった。

　どっぽ〜〜〜ん！！！
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　休日明けの月曜日の治ち水すい村は、早朝からやっぱり曇くもっていた。

　まだほとんどの生徒が登校していない午前六時半、生徒会室には御お馴な染じみの面々が集まっていた。

　紅べに華かに綾あや菜なに智とも衣いにエリ子こ、そして季き代よ実みだ。

「しかしまー、一昨日おとといの夜はエライ目にあったな」

　欠伸あくびを噛かみ殺しながら、智衣がぼやく。

「オレ、吸きゆう血けつ鬼きになって初めて、死ってのを身近に感じたぜ」

「エリの夢にまで出てくるんだ。あの怪かい物ぶつ達が」

　エリ子も、ぶるるって背筋を震ふるわせる。

「わたくしのネグリジェもボロボロになりましたわ。気に入ってましたのに」

　残念そうに、紅華がため息を吐はき出した。

　一昨日の夜に繰くり広げられた吸血牛との戦いは過か酷こくを極きわめた。普ふ通つうの人間なら片手じゃ数え切れないくらい死んでいただろう。

　終わりの見えない戦いだったが、明け方近くになると実にあっけなく終しゆう了りようした。牛達は牛舎に戻もどり、ワラの上でゴロンと横になって寝ね息いきを立て始めたのだ。恐おそろしいコウモリ翼つばさも、その頃ころには元のヒヅメのある前足へと戻っていた。

　その後、何事もなかったかのようにエサを食べて乳を搾しぼられたという。死し闘とうを繰り広げた一同にとってはどうにも拍ひよう子し抜ぬけしてしまう話だった。

「ヘトヘトになって家に帰ったら、年とし頃ごろの娘むすめが朝帰りとは何だ！　って親おや父じに横よこっ面つらひっぱたかれるし。本当、踏ふんだり蹴けったりってのはああいう事を言うんだぜ」

　智衣が頬ほおをさする。

「吸血鬼のオレは頬が腫はれたりしないから、親父の奴やつ手加減ってのをしないんだよなあ」

「でもまあ、悪い事ばかりじゃありませんよ。だって、本来の目的は達成した訳ですから」

　綾菜がなだめるように声を出した。

「それですけど……」

　懐かい疑ぎ的な視線を、紅華は直樹へと向けた。席に着いている直樹の目の前のテーブルには、所狭せましと白い料理が並べられている。

　クリームシチューにマカロニグラタンにカニクリームコロッケにホワイトソーススパゲッティにほうれん草のミルク炒いためにみそなべ焼きミルクうどんに白身魚の牛乳リゾットにブロッコリーのホワイトムースに牛乳寒天にクリームチーズのブルーベリーソースがけにヨーグルトパイに自家製アイスクリームだった。

　さらに、特大のグラスになみなみと注つがれているのは、豆乳なんかじゃない正しよう真しん正しよう銘めいの牛乳だ。

「牛乳嫌ぎらいを克こく服ふくしたって本当ですの？　とても信じられませんわ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。季き代よ実みさんが確かく認にんしたって言うんですから。ね？」

　綾あや菜なに眼鏡を向けられて、季代実が頷うなずく。

「本当の事よ。それをみんなに見せるために、朝早く集まってもらったの。この前はダメだった料理も用意してもらったし」

「本物の牛乳で間ま違ちがいないようですわね」

　クンクンと鼻を鳴らし料理やグラスの中身を確認してから、紅べに華かは直なお樹きに言った。

「それじゃ、高たか村むらクン。見せてもらっていいかしら？」

「ああ、分かったよ」

　直樹は両手を合わせると、元気よく言った。

「いただきます！」

　猛もう突とつと直樹は目の前の料理を食べ始める。まずはクリームシチューをかっ込むと、そのままマカロニグラタンを平らげる。カニクリームコロッケを口に突つっ込み、スパゲッティに舌した鼓つづみを打つ。

　デザートまで奇き麗れいに平らげた直樹は、最後に特大のグラスに入った牛乳を飲み干した。

「ぷは───、おいしかった」

　その表情は、演技でも何でもなかった。心の底からおいしいと思わなければできない、とびっきりの笑え顔がおだった。

「すごいですわ！　本当に牛乳嫌いを克服したのですわね」

　紅華が感かん嘆たんの声を上げる。

「一いつ所しよ懸けん命めい作った料理。今度はおいしそうに食べてもらえてエリ、とっても嬉うれしいです」

　エリ子こが顔をほころばす。

「ケガの功名っていうのかしら？　こういうのって」

　季代実が呟つぶやいた。

「吸血牛に追われて牧場の貯乳タンクの中に隠かくれて、朝が来るまで牛乳に浸つかってたら牛乳嫌いが治るなんて」

「何だよ、だったら最初から牛乳風呂にでもぶち込んでやったのによ」

　綾菜が呆あきれたように呟くけど、智衣がニッて笑った。

「でもまあ、約束通り週明けまでに牛乳嫌ぎらいを克こく服ふくしたんだ。ホメてやるぜ。直なお樹き」

　直樹の頭をグリグリッてする。

「昼休みに教室で瓶びんの牛乳をぐいって飲み干して、クラスの連中の疑いをぶっ飛ばしてやろうぜ」

　楽し気に言う智とも衣い。紅べに華かもエリ子こも綾あや菜なも、これで疑いが晴れるだろうと安心した顔つきだ。

　そんな中、涼すずし気げな声で季き代よ実みが水を差す。

「残念だけど、それは無理でしょうね」

「えっ？」

「瓶の牛乳を飲み干すなんて、直樹君にはできないわ」

「おいおい、季代実、何言ってるんだよ？　お前だって見ただろ？　直樹はさっき牛乳をうまそうに飲み干したじゃないかよ」

　季代実はゆっくりと首を振ふる。

「牛乳は克服できたんだけどね、また新たな問題が生まれたのよ」

「問題ですって？」

　一同が小首を傾かしげる中、季代実は制服のポケットから中身の入った牛乳瓶を取り出した。

「はい、直樹君」

　それを直樹の目の前にどんと置く。

「直樹、豪ごう快かいに飲んじまえよ。それぐらいお前なら楽勝だろ？」

「そうですよ。さっきのグラスの半分も量がないんですよ」

　急せかされるけど、直樹は牛乳瓶に手を伸のばさなかった。ひきつった表情で、牛乳瓶を睨にらみつけている。正確に言うならば、牛乳瓶についた牛の模様に目がクギ付けになっていた。

　しばしの沈ちん黙もくの後、精神的外傷とらうまが発動した。

　直樹は生徒会室の机の下に潜もぐり込むと、頭を抱かかえて震ふるえ出した。

「牛怖こわい牛怖い牛怖い牛怖い牛怖い……」

　唖あ然ぜんとする智衣達に、季代実がため息交じりに説明する。

「一昨日おとといの一件で牛恐きよう怖ふ症しようになったのよ。これを克服しない限り、教室で牛乳瓶を飲み干すなんて不可能よ」

　一同ががっくしと脱だつ力りよくする中、生徒会室に直樹の声が繰くり返された。

「牛怖い牛怖い牛怖い牛怖い牛怖い……」（以下、永遠に続くので略）
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　時刻は午後七時を回ったところだった。

　治ち水すい村の外れにある古い二階建て家屋の台所にて、中年男性は料理をしていた。

　ひょろんとした体型の男性だ。作さ務む衣えの上からパンダ柄がらのエプロンをつけている。四角い縁ふちの眼鏡をかけ、幸さちの薄うすそうな顔立ちをしていた。

　高たか村むら直なお太た郎ろう、売れないＳＦ作家業を営む、直なお樹きの少々非常識な父親だった。

　古い演歌なんかを口ずさみながら、鍋なべの中にみそを投入する。本来ならば網あみでこしながら溶とかしていくのがいいのだろうけど、そこは男二人の家庭。そんなのにはこだわらない。

　お玉で鍋をかき混ぜ、少しすくって口にする。

「うん、まあいいだろう」

　丁度、ガスレンジであぶられていたメザシも、いい具合に火が通っていた。

「お〜〜〜い、直樹。そろそろ飯だぞ〜〜〜」

　二階へ向かってそう声を飛ばす。しばらくすると、とんとんとんと階段を下りる音を響ひびかせ直樹がやって来た。

「またメザシか」

　おかずに不満を口にする直樹だけど、貧びん乏ぼう一直線の父子家庭だ。メザシがあるだけでもありがたいという事はよく分かっている。

　ご飯とみそ汁しるをよそい、メザシを皿に盛る。冷蔵庫から先日の残りのたくあんと牛乳パックを持ってくれば夕飯の準備は完かん了りようだ。

「いただきます」

　二人で手を合わせ、夕食を食べ始める。

　お茶代わりに牛乳パックの牛乳を飲む直樹の姿を見ながら、直太郎は感心したように頷うなずいた。

「何度見ても感心してしまうよ。お前がそんなにおいしそうに牛乳を飲めるようになるなんて」

　分かったような口ぶりで直太郎は続ける。

「この間牧場の手伝いに行ったのが良かったんだな。牛や自然と触ふれ合って、牛乳嫌ぎらいが治ったんだろう。これこそ、田舎いなかパワーの為なせる業わざなのかもしれん」

　直樹は微び妙みような笑えみを浮かべる事しかできない。だって、この牛乳嫌い克こく服ふくの偉い業ぎようの裏には、とてつもなく恐おそろしい体験があるのだから。

　怪かい物ぶつと化した吸血牛五十頭に襲おそわれ、もうちょっとで頭からバリバリと齧かじられるところだったのだ。

　ついあの時の出来事を思い出しそうになり、直樹は慌あわてて首を振ふった。ようやく治りかけてきた牛のトラウマを蘇よみがえらせたくはない。

　牛乳を飲み干し、メザシをバリバリと齧かじっている直なお樹きに、直なお太た郎ろうが尋たずねた。

「ところで、直樹。ちょっと聞きたいんだが……。お前、学校で仲間外れにされたりしてないか？　大だい丈じよう夫ぶか？」

「仲間外れ？」

　何とか牛のトラウマも薄うすれ教室で牛乳瓶びんを飲み干せるようになった今、直樹は完全にクラスに溶とけ込んでいる。

　まあ、一人だけ吸きゆう血けつ鬼きじゃないって事実は仲間外れ以外の何物でもないけれど、その件に関しては仲間になろうとも思っちゃいない。

「別に大丈夫だけど……」

「そうか、それならいいんだがな」

　うかない顔つきで直太郎が頷うなずく。

「何かあったの？　父さん」

「いやな、村の人達が何か遠巻きに俺を避さけてるような気がするんだよ」

　当たり前だ。村人達は直太郎を大のガーリック好きで、骨ほねの髄ずいまでガーリックが染しみ込んでいると誤解しているのだ。

　でも、だからこそ血を吸われずにすんでいるのだから、避けられている事を感謝しなければならないだろう。

　とはいっても、そんな事実を父親には告げられない。安全のためには、直太郎にはこの村の本当の姿はまだ秘密にしておいた方がいいのだ。

「ＳＦ作家が珍めずらしいんだよ、きっと」

　そう言って適当に誤ご魔ま化かすと、直樹はテレビのスイッチを入れた。

　丁度、ニュース番組をやっていた。

『続いて、陸上アジア大会の情報です。日本代表の早山はやま俊しゆん介すけ選手が、見事男子１５００メートルで優勝しました』

　アナウンサーのお姉さんの説明と共に、陸上トラックを走っている選手の映像が流れる。

「ほう、大したもんじゃあないか」

　直太郎が感心したように息を吐はき出した。

「三十二歳といえばもう引退を考えなくちゃならない年だぞ。きっとこつこつと練習を続けてこの優勝を勝ち取ったんだろうな」

　うんうんと大おお袈げ裟さに頷く。

「俺も負けてられないな。こつこつと精しよう進じんし、いつかきっと日本中が唸うなるようなＳＦの傑けつ作さくを書いてやろうじゃないか」

　拳こぶしを握り締しめる直太郎を、あんまりあてにならないなって顔つきで直樹は見た。

「目標を高くするのはいいけどさ、それよりも我が家の唯ゆい一いつの定期収入であるＳＦ雑誌の連れん載さい、打ち切られないようにしてよね。今月締しめ切きりのはもう終わったの？」

「いや、それがまだなんだよ。何のアイデアも思い浮かばなくてな〜」

　いや〜、まいっちゃったね〜って感じに、直なお太た郎ろうは安っぽい笑いを響ひびかせた。

「何かこう信じられないような体験ができたらそれをそのまま書くんだけどなあ」

　実に他た力りき本ほん願がんな事を口にしてたりする。

（信じられないような体験なら今、現在進行形でしてるってのに。あんたとあんたの息子むすこは吸きゆう血けつ鬼きだらけの村に住んでるんだから）

　口をついて出そうになるその言葉を、直なお樹きは少し焦こげたメザシと一いつ緒しよに飲み込んだ。
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　本日最後の授業を告げるチャイムが鳴り響いた。

「ふ〜、終わった終わった」

　大きく伸のびをしてから、窓から空を見上げる。もはや確かく認にんするまでもないけれど、治ち水すい村の空は今日もやっぱり曇くもってた。

　と、お腹なかがク〜と可か愛わいらしい音をたてる。

「あ、昼休みに購こう買ばいで買ってたのがあったんだっけ」

　そう言うと、直樹は机の横にかけておいた鞄かばんに手を突つっ込んだ。そして、ヨーグルトの容器を取り出す。

　容器の蓋ふたを引っぺがすと、プラスチックのスプーンでヨーグルトを食べ始めた。

　甘あま酸ずっぱさとミルクの風味が口一いつ杯ぱいに広がる。これまで十六年間ずっと嫌きらいで食べてこなかった食べ物だ。その味は直樹にとってはまだまだ新しん鮮せんそのものだったりする。

「あ〜〜、うまい」

　染しみ渡わたるおいしさに直樹は感かん涙るいする。

（とても、あんな怪かい物ぶつが出す牛乳からできてるとは思えんなあ）

　そんな事をしみじみと考えている直樹に、声がかけられる。

「もう心配はないみたいね」

「え？」

　振ふり向くと、季き代よ実みが立っていた。相変わらず涼すずしい顔で直樹を見ている。

　何の事なのか分からずポカンとしている直樹に、季代実はヨーグルトの容器を指差す。

　そこには、『治ち水すい村ヨーグルト』という文字と共に、リアルな牛の絵が描えがかれていた。

　馬ば鹿かにするなよと、直樹は唇くちびるを尖とがらせた。

「さすがにもう何日もたってるんだ。もうしっかりマスターしてるよ」

「マスター？」

「ああ、必殺技わざだよ。僕の目を見ててよ」

　自分の目を指差すと、直なお樹きはちょっとだけ寄り目にしてみせる。そして、小声で説明した。

「こうやってちょっとだけ寄り目にすると視界がぼやけるんだよ。この技さえ使えばどんな牛の絵だって怖こわくないさ」

「恐きよう怖ふ症しようを完全に克こく服ふくした訳じゃないって事なのね」

　やれやれと少しだけ呆あきれた息を吐はき出してから、季き代よ実みは尋たずねた。

「それで、直樹君は放課後はどう過ごす予定なの？」

「どう過ごすって、いつも通り家に帰ってゲームでも」

「そ、ヒマって事なのね」

　そう決め付ける。

「演劇部の暗幕がほころびてるのを見つけたの。修復するのを手伝ってくれると嬉うれしいんだけど」

「え〜〜〜」

　露ろ骨こつに直樹は不満気な声を上げた。

「僕は演劇部員でもないのにどーしてそんな事」

「直樹君が、こうやって生きてここにいられるのは誰だれのおかげかしらね」

　意地悪っぽくそんな事を言う。

「私達がいなかったら、今頃ごろは牛に頭からバリバリと齧かじられてたんじゃないかしら？」

　その時の光景を思い出し、やっぱり背筋を震ふるわせる直樹。

　だけど、必死になって反論する。

「あんな目にあったのは、誰も牧場の牛の恐おそろしさを知らなかったからだろ？　いわば僕は巻き込まれた被ひ害がい者であって、僕を助けるのは当然の事であって」

「あ、それだけじゃなかったわね。教室でお握にぎり食べててクラスのみんなに変な顔で見られてた時。あの時も私が助けたんだっけ？　もし放置してたら、クラスのみんなに噛かみ付かれて全身歯型だらけになってたんじゃ……」

　直樹は反論とゆーものの無意味さを知った。こうやって人間としてこの村に存在している限り、直樹は季代実達に対する恩と弱みがあるのだ。

　暗幕の修復ぐらいで誤ご魔ま化かせれば安いものだろうと直樹は観念する。

「了りよう解かい、分かったよ。暗幕の修復とやらを手伝えばいいんだろ」

「ありがとう、さすが直樹君ね」

　そう言ってから、季代実は冗じよう談だんっぽく付け加えた。

「別に演劇部員になってくれてもいいのよ。男子生徒は大歓かん迎げいだしね」

　聞こえなかったフリをして、直樹は残っていたヨーグルトを口にかき込んだ。空になった容器をゴミ箱に投げ込むと、鞄かばんを片手に立ち上がる。

　まさに、その時だった。

「失礼します！」

　そんな元気のいい声を響ひびかせて二年Ｃ組の教室に飛び込んできたのは、体操服姿の女子生徒だった。しかも一人じゃない。五、六人が徒党を組んでいる。

「えっと」

　教室をキョロキョロと見渡わたした少女達は、直なお樹きを目にすると叫さけんだ。

「いたあああ！！！」

　直樹の前まで突とつ撃げきしてくると、少女達は異い口く同どう音おんに叫んだ。

「高たか村むら先せん輩ぱい！！！　責任を取ってください！！！　それでも男なんですか!?」

「ななな、何だって!?」

　直樹は血相を変えた。

　この流れでこの台詞せりふとくると、青少年の直樹の頭は自然と一つの結論を出してしまう。

　そう、『子供できちゃったの』だ。

「ちょちょちょちょちょ、責任を取れって言われてもだな。僕らはまだ高校生であって、それに第一、君達とは今が初対面であって」

　顔を真っ赤にしてしどろもどろに弁明する。

「私達の事じゃありません！　利と根ね崎ざき先輩の事です！」

　利根崎……それが智とも衣いの苗みよう字じだという事を直樹は思い出す。

（つまり、この子達は僕と智衣をそんな仲だと誤解してるんだな？）

　直樹は、精せい一いつ杯ぱい無実を主張した。

「それこそ誤解だよ！　そりゃ智衣とは仲いいけど、そういった仲じゃないんだ！」

　そう叫んでから、直樹はとんでもない事実に気が付いてしまう。

（ちょっと待て！　それじゃ智衣は………なのか!?　できてしまったのか！！！）

　こういった時、友達としてどうしたらいいのか？　もし、智衣が産む決意をしたとしたら、自分が先頭に立ってカンパを集めたりするべきじゃないか!?

　そんな事を深刻に考える直樹に、季代実が呆あきれて呟つぶやく。

「直樹君が何を考えてるかはあえて聞かないけど、それ、絶対間ま違ちがってるから」

　それから、飛び込んできた女子生徒に顔を向ける。

「あなた達、陸上部の一年生でしょ？　直樹君に責任を取れってどういう事？」

「だって、高村先輩のせいじゃないですか！」

　語気を荒あらくして、一人の少女が叫んだ。

「利根崎先輩が、陸上部を辞やめちゃったのは！！！」

「へ？」

　キツネにつままれたような顔で、直樹はポカンとしてしまう。

「智とも衣いが陸上部を辞やめた？」

　到とう底ていありえない話だって直なお樹きは思った。だってあの智衣だ。基本的に頭の中は部活の事しかなく、休みの日にまで校庭に来て自主トレーニングをしているくらいなのだ。

「いつ？」

「さっきです！」

　涙なみだと鼻水で顔をぐしゃぐしゃにして、少女が叫さけぶ。

「放課後の練習を始めようとしてたら、制服のままの利と根ね崎ざき先せん輩ぱいが来て、部長に退部届けを出したんです。どうして辞めちゃうんですか？　ってみんなで聞いたら、ものすごく言いづらそうにしてこう言ったんです」

　直樹を睨にらみつけると、その少女は憎にくしみを込めて告げた。

「親友の直樹が、陸上部なんか格好悪いぞって言ったんだって」

「直樹君、そんな事言ったの？」

　軽けい蔑べつするような目で季き代よ実みに見られ、直樹はぶるんぶるんと首を振ふりたくった。

「ぼ、僕はそんな事一言だって言ってないぞ！　本当だぞ！」

「ウソ言わないでください！　それじゃどうして利根崎先輩は陸上部を辞めちゃったんですか!?」

　少女達が直樹に詰つめ寄る。

「先輩がいつまでもシラを切るようなら、私達だって手加減しませんから」

　少女達の瞳ひとみが真っ赤に染まった。口元からは牙きばが、指先からは爪つめが、ニョキッと伸のびるのを直樹は目まの当あたりにする。

（そうだった！　この子達も吸きゆう血けつ鬼きだったんだ！！！）

　途と端たんに恐おそろしくなり、背筋を凍こおらせる直樹。

　と、季代実が両者の間に割って入った。

「はい、そこまでよ。あなた達も少し落ち着いて」

　まあまあと、女子生徒達をなだめる。

「つまり、あなた達が言ってた責任を取れっていうのは、智衣さんを陸上部に復帰させて欲しいって事なのね」

「当たり前です！　高たか村むら先輩の一言で利根崎先輩は部活を辞めちゃったんです！　だから高村先輩には利根崎先輩を説得する責任があるんです！」

　堂々とそう主張する。

「だから、僕はそんな事は言ってないんだってば」

　季代実の後ろから恐る恐る声を出す直樹を、季代実が片手で制する。

（今、何を言ったってこの子達には通じないわ）

　瞳ひとみがそんな事を語っていた。

「分かったわ。智とも衣いさんとは直なお樹き君がちゃんと話をするから。今日のところは部活に戻もどってね」

　終始冷静な季き代よ実みの雰ふん囲い気きにのまれたのだろう。女子生徒達のテンションも幾いく分ぶんかは下がったようだ。

　不承不承ながらも、季代実の言葉に頷うなずく。

「まあ、川かわ澄すみ先せん輩ぱいがそう言うんなら」

「私達は帰ります」

　一同がぞろぞろと教室を出ていこうとする。だけど、出口付近で足を止めると一いつ斉せいに振ふり向いた。

　真っ赤な瞳ひとみで直樹を睨にらみつけ、鋭するどく尖とがった牙きばの隙すき間まから剣けん呑のんな声を吐はき出した。

「利と根ね崎ざき先輩が陸上部に戻ってきてくれなかったら、本当に容よう赦しやしませんから！」

　それだけ言い残すと、女子生徒達は教室を出ていった。

「高たか村むら、お前とんでもない事になっちまったな」

　遠巻きに見ていたクラスメイト達が直樹に詰つめ寄る。

「陸上部の一年、特に女子がどれだけ利根崎の事慕したってるか知らなかったんだろ？」

「そうよね、智衣さんのためなら、あの子達何をするか分からないわよね」

「もしかしたら、高村の胸に白しら木きの杭くいでも打ち込むつもりなんじゃ？」

「何だかありえそうで怖こわいわ」

　そんな物ぶつ騒そうな事が囁ささやかれるもんだから、直樹は真っ青になって震ふるえる事しかできない。

「高村、お前が無事でいられる方法は一つしかないぜ」

　熊くま谷がいが、いつになく深刻な表情で言った。

「智衣の奴やつを説得し、何としてでも陸上部に復帰させるんだ！」

「はい、そういう事だから、行くわよ」

　帰かえり支じ度たくをした季代実が、直樹の目の前へとやって来る。

「ど、どこに？」

「智衣さんの家に決まってるじゃない。まずはちゃんと話を聞かなくちゃね」

　やれやれと、季代実は息を吐き出した。

「本当は暗幕の修しゆう繕ぜんを手伝って欲しかったんだけど、仕方ないわね。胸に杭を打ち込まれたら、頼たのみようがなくなってしまうし」

　自分の胸に杭が打ち込まれる場面を想像し、直樹はさらに青ざめた。吸血鬼じゃなくたって死んでしまうに決まっている。

「急ぎましょ。遅おそくなると騒さわがしくて智衣さんとゆっくり話もできなくなるわ」

　それだけ言うと、すたすたと教室を出ていく。

「ま、待ってくれよ！　川澄！」

　直樹は慌あわてて季代実の後を追いかけた。
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「なあ、本当に僕は言ってないんだぞ。陸上部が格好悪いなんてそんな事」

　智とも衣いの家へと向かう道すがら、直なお樹きは繰くり返し自分の無実を主張した。

「そんなの分かってるわ。もし仮に、直樹君がそう言ったとしたって、智衣さんがその事を理由に部活を辞やめるとは思えないし」

　季き代よ実みが冷静に言う。

「それじゃ、どうして智衣は陸上部を辞めたんだ？」

「だから、それを聞きに行くんじゃない」

　季代実は足を止めると、直樹に顔を向けた。

「分かってるとは思うけど、一応念のために言っておくわよ。もうこの際、直樹君が言ったか言ってないかなんて大した問題じゃないの。智衣さんが退部するのを止やめない限り、あの子達は直樹君の事を許さないでしょうね」

「ううう、やっぱりそうか」

　この世の終わりかのような顔の直樹に、季代実はふうと息を吐はき出した。

「とにかく、智衣さんの家に行くわよ。遅おそくなると騒さわがしくて話どころじゃなくなるし」

「それなんだけど、教室を出る時にも疑問に思ったんだよ。どういう意味なんだ？」

　直樹の質問に、季代実はそっけなく答えた。

「ついて来れば分かるわ」

　他ほかに答えはなかった。

「何だよお」

　ぶすっとしながら、直樹は季代実の後をついていく。

　学校を出て国道の脇わきを歩く事、二十分。それから役場へと続く通りへと入りしばらく。道の両脇に、飲み屋やカラオケが姿を現し始めた。

　まだ営業時間前で、通りは静まり返っていた。きっともう数時間もすれば仕事帰りの男性達で賑にぎわうのだろう。

「この村にもこんな所があったんだなあ」

　キョロキョロと辺りを見渡わたしながら、感心したように直樹が呟つぶやく。

　そんな飲み屋の中の一軒けん、『居い酒ざか屋やとね』の前にて、季代実は足を止めた。

「ここよ、智衣さんの家は」

「へ〜〜〜、智衣の家は居酒屋だったのか」

　しばしポカンと店の看板を眺ながめてから、直樹な頷うなずいた。

「なるほど、急がないと騒がしくなるってのは、営業時間になるって事なんだな」

「正解よ。それじゃ行くわ」

　季き代よ実みが店の入り口に手をかける。

「いいのか？　店の裏口とかから入らなくて？」

「ここ、裏口ってないの。出入り口はここだけなのよ」

　ガラガラと音を立てて暖の簾れんの出ていない引き戸を開くと、季代実が店の中へと入る。

（居い酒ざか屋やに足を踏ふみ入れるなんて、何だか不良になった気分だぞ）

　小心者の直なお樹きが、ドキドキしながら季代実の後に続いた。

　カウンター席も合わせて三十席程ほどの小さな店だった。それでも掃そう除じが行き届いていて居心地ごこちは良さそうだ。

　カウンター越ごしの厨ちゆう房ぼうでは、和風の調理服を着た男性と割かつ烹ぽう着ぎの女性が料理の下ごしらえなんぞをしていた。二人が智とも衣いの両親なのだろう。

「お、季代実ちゃんじゃないか」

　智衣の親おや父じさんが気さくに声をかけてくる。

「後ろにいるのは……」

「あ、どうも」

　直樹が慌あわてて自己紹しよう介かいをする。

「高たか村むら直樹です。智衣には……じゃなくって、利と根ね崎ざきさんにはいつもお世話になっています」

「はっはっは、自己紹介なんかいらないよ。狭せまい村だからね、君の事は知っているよ」

　親父さんが目を細める。

「それで、高村君は新しい体にはもう慣れたの？」

「へ？　新しい体？」

　ポカンとする直樹の脇わき腹ばらを、季代実がひじでこづく。その一いち撃げきがきっかけで、直樹は気が付いた。

　お袋ふくろさんが言っている新しい体ってのが、吸きゆう血けつ鬼きの体だって事に。

「え、ええ。慣れました。牛乳がおいしいです」

　ぎこちない直樹の返事だけど、二人とも特に気にしない様子で微笑ほほえんでいる。

「すみません、智衣さんいますか？」

「ああ、うちの馬ば鹿か娘むすめね。珍めずらしく早く帰ってきてるんだよ。今日は部活が休みだったのか？」

　どうやら、部活を辞やめた事は両親には告げていないようだ。

「智衣、お友達よ。智衣」

　厨房奥の階段に、お袋さんが声を飛ばす。

「友達!?　分かった、今行くよ」

　智衣の面めん倒どう臭くさそうな声が聞こえてくる、続いて、トントンと階段を下りる音も。

「悪いけど、オレの決意は変わらないからな」

　そう言いながらひょいと顔を出した智とも衣いは、自分を訪ねてきたのが季き代よ実みと直なお樹きだと気が付く。

「何だよ、お前達か。てっきり陸上部の連中かと思ったぜ」

　少しだけ安心したように表情を緩ゆるめる。

「オレの部屋、二階なんだ。まあ、上がれよな」

「どうぞ、何のおかまいもできないけど上がっていって」

　お袋ふくろさんにも促うながされ、季代実と直樹は厨ちゆう房ぼうへと入る。奥の階段の前で靴くつを脱ぬぐと、狭せまく急な階段を上っていった。

　通された智衣の部屋は、六畳じようの畳たたみ部屋だった。部屋の隅すみに置かれた学習机の上には、荷物が山のように積まれていた。地じ震しんでも起きたら大変な事になるだろう。

　部屋の中には、脱ぬぎ捨てたスポーツウェアやジャージ等が散乱している。性格からも想像がつくように、整理整せい頓とんという輩やからとはあまり仲が良くないらしい。

「悪いな、散らかってて」

　散乱した服をかき集め押入れに突つっ込む。替かわりに使い古された座ざ布ぶ団とんを引っ張り出し、ばらまくように床ゆかに置いた。

　と、部屋の襖ふすまが開いた。

「こんな物しかないけれど、どうぞ」

　お袋さんが、真っ白い液体の入ったグラスを持ってくると、お盆ぼんのまま畳の上に置く。

「お店始まっちゃったら騒さわがしくなっちゃうけど、ゆっくりしていってね」

　笑え顔がおでそう言うと、お袋さんは部屋を出ていった。

「ま、とりあえず座ってくれよ」

　どっかと畳の上にあぐらをかく。直樹と季代実も、座布団の上に腰こしを下ろした。

「これ、うちの店でも出してる炭酸牛乳なんだ。悪くない味だぜ」

　炭酸牛乳を一気に飲み干してから、智衣は二人に笑顔を向けた。

「いや〜、家に友達が来るなんてなかなかないからな。嬉うれしいぜ。せっかくだからトランプでもやるか？　確か机の引き出しに」

　引き出しを探そうとする智衣に、季代実が言った。

「智衣さん、私達、話があって来たの。陸上部の事よ」

「えっ！　何だよ。お前らまで知ってるのか」

　バツの悪そうな顔を智衣はした。

「オレが勝手に辞やめたんだ。お前らには関係ないだろ？」

「関係大ありなんだよ！」

　直樹が声を大にして叫さけんだ。

「智衣、辞める理由を何て言ったんだ!?　僕が陸上部なんか格好悪いって言ったとかって説明したらしいじゃないか!?　おかげで、陸上部の女の子達が僕の所に押し寄せてきて……」

　彼女達が見せた真っ赤な瞳ひとみを思い出し、直なお樹きはブルルッて震ふるえる。

「あ、なるほど。そんな事になっちまったのか。そりゃ〜悪い事したな」

　頭の後ろに手をやると、智とも衣いは豪ごう快かいに笑った。

「いやな、どうして辞やめるんだ!?　って詰つめ寄られてさ。適当に誤ご魔ま化かしたくて、それで咄とつ嗟さに直樹のせいにしちまったんだ。本当、悪かったよ」

　片手拝みで謝罪する。

「悪かったよじゃないよ。退部なんか止やめにして陸上部に戻もどってくれよ。そうじゃないと僕の胸に白しら木きの杭くいがブスッて！」

　直樹の言葉に、智衣は表情を硬かたくする。

「悪いけど、陸上部に戻るつもりはないんだ」

　静かに、だけど決意を込めて智衣は言った。

「でも、明日にでも陸上部に顔を出して、誤解はきっちり解いておく。だから、安心してくれよ」

「まあ、智衣がちゃんと誤解を解いてくれるってんならいいけどさ」

　それでもまだ白木の杭が不安でうかない顔の直樹。その隣となりで季き代よ実みが口を開いた。

「だけど智衣さん。いきなり退部届けを出すなんてどういう事なの？」

「それは……」

　智衣が口ごもる。

「そうだよな、つい昨日まであんなに楽しそうに校庭を走ってたのに」

　直樹も不思議そうな顔をする。

「もしかして、陸上部で何かあったのか？　先せん輩ぱいによるいじめとか？　だったらちゃんと先生に相談した方がいいぞ」

「バーカ、そんなんじゃねーよ」

「それじゃ、もしかして怪け我がして走れなくなったとかか？」

「直樹君、それはないわ」

　季代実が首を横に振ふる。

「私達吸きゆう血けつ鬼きは、怪我をしてもすぐに元通りに治る体質なの」

「じゃあ、何なんだよ？」

　直樹に見つめられ、智衣はやれやれと息を吐はき出した。

「分かったよ、オレのせいで直樹には迷めい惑わくかけちまったし。陸上部を辞めた理由を話すよ」

　そう言うと、智衣は二人に尋たずねる。

「なあ、早山はやま俊しゆん介すけって知ってるか？」

「この村の人か？」

「違ちがうよ。つい昨日のテレビに出てた陸上選手だよ」

　直なお樹きの頭の中で、父親と一いつ緒しよに見たニュースが浮かび上がる。

「ああ、何かアジアの大会で優勝したって人だよな。その人がどうしたんだ？」

「あいつ、俊しゆん介すけはさ。オレの中学の時の、後こう輩はいなんだわ」

　智とも衣いの言葉に、直樹はポカンとする。

「へっ？」

「だから、あいつはオレの後輩なんだって。オレが中三の時に陸上部に入部してきた一年なんだよ」

　しばしの沈ちん黙もくの後、直樹は吹ふき出した。

「何言ってるんだよ。父さんが食いついてたから覚えてるけど、あの陸上選手はもう三十超こえてるんだぞ。それが智衣の後輩だなんておかしいじゃないか」

「ちっともおかしい話じゃないわ、直樹君。私達が何なのかを考えればね」

　静かに、季き代よ実みが言う。

「何なのかって……」

　そこで、直樹はやっと気が付いた。

「そうだったな。みんな、年を取らないんだよな」

「そうよ。私達吸きゆう血けつ鬼きは、吸血鬼になった年ねん齢れいのまま永遠に生き続ける。人間だった頃ころの同級生や後輩がいつの間にかずっと年上になってるなんて、珍めずらしくもない話だわ」

「あいつ、俊介はどうにものんびりした奴やつでな。部ではドン介って呼ばれてたっけ？」

　実年数にして二十年も前の事を、智衣が語り出した。

「長距きよ離り以外はまるでダメダメだった。その長距離にしたって、決して速いとはいえなかった。こいつは三年間レギュラーにならずに終わるんだろーな？　いや、その前に陸上部を辞やめるかもしれないぞって、オレは思ってた。だから、昨日のニュースを見た時は驚おどろいたよ。あのドン介が陸上の大会で優勝してたんだからな」

　智衣が目を細める。

「あいつはずっと、陸上を続けてたんだろうな。めげる事なく練習して、少しずつ速くなっていったんだろう。オレは嬉うれしくてテレビの前で大騒さわぎしちまった。でも、その後すぐに、何だかものすごく、空むなしくなっちまったんだ」

「空しく？　どうしてだよ？」

「だって、オレは変わらないから」

　珍しく、智衣の声が沈しずんだ。

「オレさ、毎日練習してるだろ？　短距離も長距離もハードルも、走り幅はば跳とびも走り高跳びも三段跳びも、陸上種目なら何でもやってる。でも、記録が良くなってるかっていったらそうじゃない。何も変わってないんだよ。十八年間ずっと練習してても、何も変わらないんだよ。吸血鬼の体ってのはそういうもんなんだよ。人間としての成長ってのは一いつ切さいないんだ」

　フンと鼻を鳴らす。

「それに、公式の大会にだって出られやしないしな」

「どうしてだよ？」

　尋たずねる直なお樹きに、智とも衣いは呆あきれたように言う。

「オレ達は、この村の中じゃなきゃ生きられないんだぜ。炎えん天てん下かの大会なんかに参加したら、日射病で死んじまうぜ」

　それに、ずっと高校生の姿のままの智衣が公式の大会になど出たら問題だろう。そこからこの村の秘密が知られてしまう可能性もある。

「才能も何もなかったドン介すけが、こつこつ頑がん張ばってあんなにも成長したってのに、オレはずっと高二のまま。そう考えると、何だか毎日陸上の練習をしてる事がバカらしくなっちまってよ。それで、辞やめる事にしたんだよ」

　そこで、智衣は慌あわてて手を顔の前で振ふった。

「おっと、誤解すんなよ。別に、この体が嫌いやって訳じゃないんだぜ。この村での生活だって気に入ってるしな。ただ、陸上の練習をする気がなくなったってだけなんだから」

　智衣は手を伸のばすと直樹の肩かたにバシンと置いた。

「まあそういう事だから、オレはこれからは帰宅部って訳だ。直樹、一いつ緒しよに遊ぼうな。あ、陸上部の事はホント心配すんなよ。ちゃんと明日バシッと誤解を解いてやるからな」

　と、床ゆか下したからわいわいという人の声が聞こえてきた。

「お、店開けたようだな。たまには親おや父じに怒ど鳴なられる前に手伝ってやるか」

　智衣が立ち上がる。

「そうだ、せっかくだから夕飯食べてけよ。親父の作るチーズの串くし焼やきはなかなかだぜ」

　そう言って向ける笑え顔がおは、いつもより少し寂さびし気げな感じがした。
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　智衣の家で夕食を食べ、店の外に出た時には、辺りはすっかり薄うす暗ぐらくなっていた。

　直樹と季き代よ実みは、しばし無言で道を歩く。

「なあ、川かわ澄すみ」

　これまで貯ためていたものを吐はき出すかのように、直樹は季代実に尋ねた。

「智衣の話って本当なのか？　吸きゆう血けつ鬼きは何も変わらないっての」

「ええ、本当よ」

　季代実が静かに頷うなずく。

「私達は、吸血鬼になった時の姿すがた形かたちのまま永遠に生き続ける。いくらトレーニングしたって筋肉がついたりはしないわ」

　そっと一息つくと、季き代よ実みは付け加えた。

「それに、変わらないのは姿だけじゃないのよ」

「え？」

「ここも、変わらないの」

　季代実が、自分の胸に手を当てる。

「胸のサイズ？」

　思わずそんな事を口走った直なお樹きを、季代実は実に冷めた目で睨にらみつけた。

「心よ。私達は、吸きゆう血けつ鬼きになった年ねん齢れいの心のままなの。分かりやすく言えば、反はん抗こう期に吸血鬼になったら永遠に反抗期のまま。思春期に吸血鬼になったら永遠に思春期のままなの」

「つまり、こういう事なのか？」

　しばし考えてから、直樹は極限まで噛かみ砕くだいた答えを口にした。

「アンパンマンが大好きな子供が吸血鬼になったとしたら、百年たってもやっぱりアンパンマンが大好きだと。決して水み戸と黄こう門もんを見たりはしないと」

「偏かたよりがある例えだけど、まあそんなところよ」

　半分呆あきれながらも、季代実が頷うなずく。

「少しも変わらないって事が空むなしくなる時が、私にも来るかもしれないわね」

　肩かたをすくめて、季代実は続けた。

「私はまだ吸血鬼になって一年の新米だから、ずっと先の事かもしれないけれど」

「う〜〜〜む」

　直樹は歩きながら腕うでを組んだ。

（永遠に生きるってのも、楽しい事ばかりじゃないんだなあ）

　しみじみとそんな風に思った。

「まあ、智とも衣いさんがちゃんと後こう輩はいに説明してくれるっていうなら直樹君の身の安全も大だい丈じよう夫ぶでしょ。とりあえずは安心ね」

「まあ、安心はしたよ。だけどなあ」

　どうにも、気持ちがすっきりしないのだ。

　智衣の寂さびしそうな笑え顔がおが、頭に浮かんで仕方ないのだ。

　何となく、直樹の口から本音が漏もれる。

「本当は、智衣にはまた元気よく部活をやってもらいたいんだ。校庭を走り回ってない智衣なんて智衣じゃないような気がするよ」

「無理でしょうね。いくら練習を続けても何の成長も変化もないって事が、空しくなってるんだから」

　季代実が、少しだけ寂しそうに呟つぶやく。

「身体的な能力で成長するものがあるとしたら、それは吸きゆう血けつ鬼きとしての力ぐらいなものだしね」

「ちょっと待て」

　何気ないその一言に、直なお樹きが食いつく。

「吸血鬼の力って、成長するのか？」

「そうよ。だけどそれがどうしたの？」

「それがどうしたの？　じゃないよ。これで問題は解決じゃないか」

　どうしてそんな簡単な事に気が付かなかったのかと、直樹は明るく笑う。

「智とも衣いが空むなしくなるのは、いくら陸上の練習をしたところでちっともタイムや記録が良くならないからだろ？　だったら、吸血鬼の力を使って走ったり飛んだりすればいいんだよ。吸血鬼の力は成長するんだから、当然、タイムや記録だってどんどん良くなる。陸上部を続けるのが楽しくなるじゃないかよ」

　どんなもんだと胸を張ってみせる。

「それは無理よ。学校の体育や部活で吸血鬼になる事はタブーになってるんだから。それこそ、吸血祭りのような大きな行事じゃないと」

「だったら、何か大きな行事にしてしまえばいいんだな」

　少し考えてから、直樹が思いついたように叫さけぶ。

「マラソン大会だよ！　ほら、来週あるじゃないか。まずはそれを変えるんだよ！　吸血鬼マラソン大会に！　吸血鬼の力全開で走るってルールにするんだ！」

　意気揚よう々ようと、直樹は言う。

「例えば毎年この吸血鬼マラソン大会が行われれば、目標とか励はげみになるんじゃないかな？　陸上部に復帰するしないはともかく、自分にも成長するものがあるんだって分かって元気になると思うんだ」

　思い立ったらとばかしに、直樹は続ける。

「明日、会長に提案してみるよ。きっと賛成してくれるはずさ」

「そう簡単に実現するとは思えないけどね」

　あまり興味のなさそうな口調で、季き代よ実みが呟つぶやいた。
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　そして、翌日の昼休み。

　直樹は、生徒会室にて熱弁を振ふるっていた。

　目の前の会長席では、腕うでを組んだ紅べに華かが黙だまって直樹の話を聞いている。すぐ隣となりには、綾あや菜なが立っていた。

「とまあ、そういう訳で、ここはひとつ会長の力で実現させて欲しいんだけど。どうかな？」

　自信たっぷりに、直なお樹きは紅べに華かに尋たずねる。

「なるほど、急にわたくしに話があると言ってきたと思ったら、そんな話でしたのね」

　ふうと、紅華は息を吐はき出した

「吸きゆう血けつ鬼きマラソン大会……、よくもまあそんな事を思いついたものですわね」

「いや〜〜〜、それほどでも」

　褒ほめられてると思い照れくさそうに頭の後ろを掻かく直樹に、紅華が呆あきれたように首を振ふる。

「結論を、言わせていただきますわ」

　てっきり了りよう解かいだと思い込み、ニヤニヤしている直樹に向かって、紅華は無情にも言い放った。

「却きやつ下か！！！　ですわ！！！」

「え〜〜〜、どうして？　さっきはよく思いついたって褒めてくれたじゃないか？」

「わたくしは褒めてなんかいませんわ！　よくもまあそんなバカバカしい事を思いついたものだと呆れたんですわよ！」

　勘かん違ちがい直樹をピシャリと叱しかりつける。

「この村は、これまでも、そしてこれからも、ある人物を待ち続けている。それが誰だれなのかは知ってますわよね？」

　プルプルと首を横に振る直樹に、紅華が正解を口にする。

「この村を吸血鬼の村へと変えた神父ですわ。彼が吸血鬼を人間へと変える方法を見つけて戻もどって来る日を、ずっと待ってるの」

「それと、僕の提案が却下されたのとどんな関係が」

「黙だまって最後まで話を聞いて！」

　またピシャリとやられて、直樹はしおらしく口を閉じた。

「いつ神父が戻ってきてみんなが人間に戻ってもいいように、吸血鬼の力に溺おぼれず普ふ通つうの人間としての生活を続ける。それがこの村の暗あん黙もくのルールなのですわ」

「だからわたし達も、こうやって昼間学校に来てるんです。本当はみんなすっごい夜型体質なんですけどね」

　綾あや菜ながにこやかにそう言うと、可か愛わいらしく小さな欠伸あくびをした。

「それなのに、吸血鬼の力を競きそわせるなんて。馬ば鹿かげてるにも程ほどがありますわよ」

「でもでもでも、吸血祭りがあるじゃないか。あれは」

「あれは、年に一度の仕方のないガス抜ぬき！　さ、もうこの話は終わり。教室にお戻りになって」

　しっしと掌てのひらを動かす紅華に、直樹はしつこく食い下がった。

「マラソン大会だけでいいんだ。きっとそれで、自分にも変わっていけるものがあるんだって智とも衣いも分かるだろうから。それに、きっと同じ悩なやみを持ってる生徒だってたくさんいるはずだよ。年に一度のマラソン大会で、みんなの悩みが少しでも晴れれば、それは悪い事じゃないんじゃないか？」

「それは……」

　紅べに華かが少しだけ口ごもる。

「わたくしも、年を取らない自分の体の事で悩なやんだ事がありますから、智とも衣いさんの気持ちは分かりますけど」

「なあ、どうかな？　前向きに検けん討とうしてくれないかな？」

　直なお樹きの言葉に、紅華はしばし瞳ひとみを閉じ考え込んだ。

「会長、生徒会の議題に上げるぐらいはいいんじゃないですか？」

　おずおずと提案する綾あや菜なに、紅華が言った。

「沢さわ田ださん、悪いんですけど、職員室に行ってきてくださらない？　ほら、生徒会費の申しん請せいの資料をもらいに」

「えっ？　今ですか？」

「ええ、今ですわ」

　穏おだやかに、だけど有う無むを言わせぬ口調で紅華が言う。

「分かりました」

　うかない顔をしながらも、綾菜が生徒会室を出ていった。

　残されたのは、紅華と直樹の二人だけだ。

「さてと」

　椅い子すから立ち上がった紅華は、ガラス窓に歩み寄ると外の風景を眺ながめる。

「高たか村むらクンの考えはよく分かりましたわ。だけど、吸きゆう血けつ鬼きの力を競きそわせる催もよおしが、村の方針に反している事に変わりはないの。きっと先生や村の住人達からも反対の声が上がるでしょうね」

「そっか、先生や村の人達からも反対されるのかあ。それは大変だな」

　実現は無理だと察しがっくしと肩かたを落とす直樹に、紅華は振ふり向き言った。

「だけど、わたくしなら、そんな反対意見なんてねじ伏ふせられますわよ。いくらでも理由をつけて、みんなを説得する自信がありますわ」

「え？」

「吸血鬼マラソン大会、わたくしなら実行できるって言ってますの」

「じゃ、じゃあ」

　期待のこもった目で見つめる直樹だったけど、紅華は付け加えるように言った。

「ただし、その労力に見合った対価を、高村クンが払はらってくれるならですけど」

　紅華の口元には、怪あやしい笑えみが浮かんでいた。

　彼女が何を欲しているかなんて、考えなくてもすぐに分かる。

　そう、直樹の血に決まってるのだ。

「ちょちょちょ、ちょっと待ってよ！　いくら何でもそりゃないよ！　それって脅きよう迫はくじゃないか!?」

　ぶるんぶるんと両手を振ふる。

「なら、こんなのはどう？」

　紅べに華かが目を細める。

「わたくしと、カケをしますの」

「カケ？」

「そ、この吸きゆう血けつ鬼きマラソン大会で、わたくしが智とも衣いさんに勝ったら、高たか村むらクンはわたくしに血を吸わせてくれる。吸血鬼マラソン大会も一回限りで終わり。智衣さんがわたくしに勝ったら、高村クンの血は諦あきらめる。そして、吸血鬼マラソン大会を、毎年の学校行事とする。どうですの？」

　今度は直なお樹きが考える番だった。腕うでを組み、じっくりと頭を回転させる。

（こんな提案をするぐらいだ。それなりに自信があるのかもしれないぞ。いくら吸血鬼の力を使うとはいっても、マラソンで智衣が負けるとは思えない。だけど）

「ちょっと失礼します！」

　そう言うと、直樹は生徒会室を飛び出した。職員室へ向かって駆かけていこうとするけど、お目当ての人物はすぐ目の前にいた。

「あ、高村さん。会長とのお話はもう終わったんですか？」

　書類を片手ににこやかに微笑ほほえむ綾あや菜なに、直樹は早口に尋たずねる。

「ちょっと聞くんだけど、吸血鬼の力全開の智衣と会長がマラソンしたらどっちが勝つかな？」

「そーですね〜」

　綾菜が小首を傾かしげて考え込んだ。

「マラソン勝負でしたら、やっぱり智衣さんの勝ちだと思います。吸血鬼の姿になった神楽かぐら会長は力はすごく強いですけど、持久力はないようですから」

「ありがとう！」

　綾菜の手を握にぎり上下に振りたくる。

「はあ？」

　きょとんとしている綾菜をそのままに、直樹は生徒会室に飛び込んだ。

　そして、元気よく叫さけんだ。

「その条件でお願いします！！！」
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　満月の輝かがやく夜空には、雲ひとつなかった。

　住人を太陽光線から守る呪のろいの雲は、日が沈しずむに従い少しづつ薄うすれていく。夜ともなれば、そのカケラすら見当たらないのだ。

　時は真夜中、普ふ段だんならば生徒達がいるはずもない治ち水すい高校には、全校生徒が集合していた。

　男子も女子も半そで短パン。そしておでこにはハチマキといういでたちで、校庭に整列している。

　パイプで組み上げられた演台に乗り、みんなとおなじく体操服姿の紅べに華かがマイク越ごしにしゃべり始めた。

「みなさん、こんな真夜中にお集まりいただきありがとうございます。すでにみなさんご存知の通り、今年のマラソン大会はこれまでとは違ちがいますわ。これまで、こういった学校行事にはタブーとされてきた吸きゆう血けつ鬼きの力を、存分に発揮して良いのですから」

　生徒達からざわめきが起こる。事前に説明はされているのだが、それでもまだ戸と惑まどいがあるのだろう。

　それを見越してか、紅華が演説を続ける。

「みなさんの中には、今回のこの催もよおしの意義に疑問を覚える方もいるかと思いますわ。だけど、考えてみてください。わたくし達は、村を去った宣教師が戻もどってくるまでの間、これから何年も、いえ、もしかしたら何十年も、この吸血鬼という体で生きていかなければなりません。吸血鬼の体に秘められた力を十二分に把は握あくしておく必要があると、わたくしは思うのです。そして、それには夕ゆう月げつ祭りだけでは不十分なのですわ」

　さすが会長を務めているだけの事はある。張りのある声といいしっかりとした語り口調といい、人を納なつ得とくさせる力がみなぎっていた。

「それでは、沢さわ田ださん。マラソンコースとルールの説明を」

「はい」

　綾あや菜なが演台に上ると、マイクの前に立った。大会の実行委員の生徒数名が生徒達の前で巨きよ大だいに張り合わせた模造紙を広げる。そこには、マラソンのコースが書かれていた。

「普ふ段だんのマラソン大会では、男子５キロ、女子３キロの道を走ってもらう訳ですが、今回は吸血鬼の力を発揮するという事で、大おお幅はばに改変しました。治ち水すい村の周りの山々を上り下りしながら進むというコースで、走行距きよ離りは１００キロ近くになるでしょう。分かりづらい分かれ道等では、大会の実行委員が矢印を持って立っているので矢印に従ってください」

　さらに詳しい説明を綾菜が続ける。

「10キロごとにチェックポイントが設けられています。実行委員がいますので、必ずチェックを受けてください。またチェックポイントには牛乳も用意していますので、喉のどが渇かわいた方はご自由にお飲みください。なお、気分が悪くなったりしてもう走れないと判断した方は、実行委員にリタイヤを申し出てください。それから……」

　一通り大会の説明を終えると、綾菜はホッとした顔つきで演台を下りていく。生徒会の書記を務めてはいるものの、人前で話すのはあまり得意ではないようだ。

　再び、紅べに華かがマイクの前に立つ。

「大会の優勝者には、優勝賞品として、治ち水すい牧場から特別に分けていただいたブラッディーミルク五本が与あたえられますわよ」

　その言葉に、生徒達から歓かん声せいが上がった。

「では、各自スタートラインに並んでください」

　校庭の真ん中に引かれた長い白線に、生徒達が並ぶ。

「聞いたか？　ブラッディーミルクだってよ！」

「しかも五本だ！　こいつは、負けられないぜ」

「俺、実はこの村の住人になってから一度もブラッディーミルクを飲んでないんだ。とうとうそれを飲める日が来たんだな」

　そんな声が、あちこちで囁ささやかれていた。大会に対するやる気も、賞品の存在で一気に跳はね上がったようだ。

「吸きゆう血けつ鬼きマラソン大会ねえ。紅華の奴やつもしょーもない事を考え付いたもんだぜ」

　白線から少し下がった後ろの方で、智とも衣いがつまらなそうに呟つぶやいた。

「智衣！」

　すぐ後ろから声をかけられ振ふり向くと、ジャージ姿の直なお樹きがいる。

「あれ、直樹。お前は参加しないんじゃなかったっけ？」

　少しだけ小声にして、智衣は言った。

「ほら、こんなルールだろ？　お前なんか出たってどうしようもないぜ」

「そーだよ、僕は出ないよ。だから、大会の実行委員に入ってるんじゃないか」

　右手に持っている、合図用のピストルを持ち上げてみせた。

「スタート前に智衣を応おう援えんしたくてさ。それで来たんだ」

　真顔になると、直樹は言った。

「智衣、がんばれよ！　お前が一番に戻もどってくるのを、僕、期待して待ってるからな」

「まあ、適当にやるよ。あんましやる気はしないけど、ブラッディーミルク五本は魅み力りよくだからな」

　軽く智衣が笑う。と、生徒達の間から、直樹と同じジャージ姿の季き代よ実みが姿を現した。

「直樹君。綾あや菜なさんがオロオロしてたわよ。ピストル係がいないとスタートできないって」

「あ、そうだった」

　うっかりしてたと、顔をしかめる。

「それじゃな、智衣。ほんと、頼たのんだからな。くれぐれも会長にだけは負けないでくれよ」

　最後は懇こん願がんするようにそう言うと、直樹は急いでその場を後にする。

「だけど、川かわ澄すみ。お前まで僕に付き合って実行委員をやってくれなくてもいいんだぞ」

「別にいいのよ。堂々とサボれるんだからね」

　そんな会話をしながら、スタートライン脇わきへと向かう途と中ちゆうだった。直なお樹きの目の前に紅べに華かが立ちはだかった。

「高たか村むらクン、わたくしは約束を守って大会を実現させましたわよ。今度は高村クンの番ですわ」

「ああ、分かってるさ。ちゃんと約束は守るよ」

　こっくりと頷うなずいてみせる。

「フフフ、楽しみですわよ」

　紅華は、静かに微笑ほほえむと選手の列に消えた。

「さ、急がなくちゃブーイングが来るぞ」

　直樹はスタートライン脇に立った。持っていた合図用ピストルを空高く掲かかげ、片方の耳を指で塞ふさぐ。

「位置について〜」

　スピーカーから、綾あや菜なの間延びした声が響ひびいた。

「よ〜〜〜い、ど〜ん」

　ど〜〜んに合わせて、直樹はトリガーを引いた。パァァァァァァァァンという炸さく裂れつ音が、夜の校庭に響く。

　その瞬しゆん間かん、生徒達は変へん貌ぼうした。目を真っ赤に染め、牙きばと爪つめが鋭するどく伸のびる。

　たくさんの吸きゆう血けつ鬼き達が、校庭を飛び出していく。人間の直樹からしてみれば何とも恐おそろしい光景だった。

「後は、待つだけですね」

　綾あや菜ながほっと息を吐はき出す。

「そうだな、のんびり待ってよっと」

　実行委員用のテントに向かうと、直樹はパイプ椅い子すに腰こしを下ろした。テーブルに並べられていた牛乳に手を伸のばすと一本を失敬する。

「あれ？　蓋ふたが開かないぞ。まいったなあ」

　牛乳の蓋と格かく闘とうしている直樹に、季き代よ実みが尋たずねる。

「ねえ、直樹君。さっき、会長が言ってた約束って何なの？」

「ああ、あれね」

　しつこく牛乳瓶びんと格闘しながら直樹が答える。

「いや、このマラソン大会を実現してもらうのに、会長とカケをしたんだよ。ああ、やっぱり固いや」

「カケ？」

「そ、このマラソン大会で、会長が智とも衣いに勝ったら………あ、このカッターでこじ開けよう」

　どうにも話が脱だつ線せんする直樹の前のテーブルに、季代実が両手を叩たたきつけた。

「会長が智衣さんに勝ったら何なの!?」

　いつにない季き代よ実みの迫はく力りよくに、直なお樹きは少し小声で呟つぶやく。

「僕の血を会長に吸わせるって」

「直樹君、あなたは何て約束をしたの？」

　いつになく怖こわい顔で季代実が直樹を睨にらみつける。

「いや、でも智とも衣いが勝てば何もなくなるんだよ。沢さわ田だセンパイにも聞いたけど、マラソン勝負だったら智衣が勝つって」

　お気楽な直樹は、さらにお気楽な事を言い出した。

「僕が思うに、きっと会長の照れ隠かくしだったんだと思うんだ。本当は智衣のために二つ返事で大会を開いてあげたいけれど、なかなか素す直なおになれないからあんな明らかに自分が不利な条件を」

「直樹君、あなた甘いわ。会長がそんな照れ隠しなんて事するはずないもの」

　季代実が断言する。

「その条件を出したって事は、勝てる算段がついていたのよ」

「何だって……」

　手にしていた牛乳瓶びんとカッターをぎゅっと握にぎり締しめ、直樹は言葉を失った。

　勝てる算段がついていた……つまり、紅べに華かは照れ隠しでも何でもなく、直樹の血を吸うつもりでいるのだ。

　そうとも知らずに、直樹は元気よく頷うなずいてしまった。ちゃんと約束は守るって。

「キャ、キャンセルしなきゃ！　今から会長を追いかけて！」

　叫さけぶ直樹に、季代実はゆっくりと首を横に振ふって見せる。

「無理でしょうね。会長は約束通り吸血鬼マラソン大会を開いたんだから」

「いや、だからそれは僕の勘かん違ちがいで、まさか本当にそんなつもりだったなんて！」

「会長相手に、言い逃のがれが通用すると思うの？」

　直樹は何も言い返せなかった。とてもじゃないがそんなのは不可能だろう。

（ああ、これで僕もこの村の住人になってしまうのか。本当の意味で）

　すっかり魂たましいの抜ぬけたようになる直樹に、季代実は言った。

「とにかく、みんなを追いかけるわ。何か手を打てるかもしれないし。直樹君は駐ちゆう輪りん場の自転車どれでもいいから借りてきて！　大至急！」




　　　　７




　マラソンコースである夜の山道を、智衣は走っていた。

　吸きゆう血けつ鬼きの力を解放している今、その速度はすさまじいものだった。

　基本的に夜型である吸血鬼だから、力が一番発揮できるのもこういった真夜中だ。息切れもせず、体の中には力がみなぎっている。

　肩かた越ごしに振ふり向いて後ろを確かく認にんすると、追つい随ずいしている生徒の姿は見えなかった。

「もうすぐ、最初のチェックポイントか」

　そう呟つぶやいたすぐ後だった。前方に十字路と、矢印を描えがいた看板を持った実行委員の生徒が見えた。

　智とも衣いは、迷わず矢印の指し示す道へと進んだ。







　夜の山道を、チャリチャリと自転車を漕こぐ直なお樹き。

　そのすぐ前には、季き代よ実みの姿がある。こちらは自転車に乗らずただ走っているだけだ。

　それでも、全力で自転車を漕ぐ直樹が気を抜ぬくと置いてかれてしまう程ほど速い。

　直樹は決して運動が苦手な訳でも体力がない訳でもない。それでも、夜の吸きゆう血けつ鬼きとはこんなにも体力に差が出てしまうのだ。

「川かわ澄すみ、待ってくれよ！」

　息も絶え絶えといった様子で、直樹が前方の背中に声を飛ばす。

「上り坂ばっかで、もう体力の限界……」

「つべこべ言わずについてきて。人間のままでいたいんでしょ？」

　振ふり向きもせず季代実が言う。息切れ一つしていなかった。

　やがて、二人の前方に、道脇わきに置かれたスチールの長机が見えた。ジャージ姿の生徒が立っている。スタートから10キロ地点、最初のチェックポイントだ。

　季代実はスピードを速めチェックポイントに駆け寄ると、実行委員の生徒に尋たずねた。

「二年Ｃ組の利と根ね崎ざき智衣さん、何位で通過したか分かる？　かなり早い方だとは思うんだけど」

「あ、利根崎さんですよね」

　生徒が頷うなずいた。陸上部の智衣は学校でもそれなりに有名人なのだ。

「それが、彼女まだ通過してないんですよ」

「本当に!?」

「はい」

　通過生徒にチェックを入れている学年毎ごとの名めい簿ぼを再度チェックする。

「間ま違ちがいありません。やっぱりまだ通過してないです。利根崎さん以外の人はもうみんな通過してるのに……」

「おかしいわ。智衣さんがこんなに遅おくれるはずないもの。それに、もし途と中ちゆうで休んでたりしたら私達が見つけたはずだわ」

　考え込む季代実の後ろから、やっと直樹が到とう着ちやくする。

「いきなり……速くなるから…見失うかと……思った」

　もはや息が乱れすぎてまともにしゃべれない様子だ。

　そんな直なお樹きに、無情にも季き代よ実みが言い放つ。

「引き返すわ、直樹君！」

「え!?」

「智とも衣いさんがまだチェックポイントを通過してないのよ。私の勘かんが正しければきっと」

　それだけ言うと、季代実は来た道を引き返し始める。

「わ、わ、待ってくれよ」

　直樹もハンドルを曲げると、その後に続く。

　これまでと違ちがって今度は下り坂だ。ほとんど漕こぐ必要もないのはありがたかった。

　一キロばかし引き返した地点で、季代実は足を止める。そこは、道が二つに分かれている分ぶん岐き点で、案内役の係員が矢印のついた看板を持っていた。

「あれ？　引き返したんですか？　さっきすごい勢いで通り過ぎていったから何かと……」

　生徒の言葉を最後まで聞かず、駆かけ寄った季代実は単刀直入に尋たずねる。

「智衣さん、通ったわね？」

「えっ!?」

　生徒が、傍はた目めからも分かる程ほどに、不自然に驚おどろいた。

「えっと、二年の利と根ね崎ざきさんですよね。ど〜〜だったかな〜〜〜。たくさんの人がまとまって通ってったし、よく覚えてないんだ」

　挙動不ふ審しんにヘラヘラと笑う。

　季代実は、静かに息を吐はき出した。

「下手な演技ね。嘘うそをついてるってすぐに分かるわ」

「えっ!?」

「智衣さんはかなり早い順位でここを通過した。だけどあなたは、智衣さんをちゃんと誘ゆう導どうしなかった。おそらく……」

　マラソンのルートとは違ちがう脇わき道みちを指差す。

「矢印をこっちに向けたんじゃないの？」

「ど、どどどど」

　生徒が口をパクパクさせる。

「川かわ澄すみ、どういう事だよ！」

　後ろから尋ねる直樹に、季代実は簡単な事だと説明する。

「最初のチェックポイントまでで、分かりづらい分かれ道はここだけよ。追いかけてきた私達が智衣さんに会ってない事を考えれば、ここしかないでしょ？」

　全すべてを見通すような涼すずし気げな瞳ひとみで、看板を持った生徒を見つめる。

「会長に頼たのまれた……そうでしょ？」

　穏おだやかだけど、相手の心をえぐるかのような鋭するどい質問だ。

「す、すみません！」

　観念したのだろう。生徒が泣かんばかりの声を上げる。

「仕方なかったんです！　そうしないと、校長室の壺つぼを割った事を先生に告げるって」

「校長室の壺か。タイミングよく弱みを握にぎられたものね。まあ、きっとそれも会長が仕組んだんでしょうけど」

「え！！！」

　驚おどろく生徒に、季き代よ実みが尋たずねる。

「それで、智とも衣いさんはいつここを通ったの？」

「今から十分くらい前です。一番にやって来ました」

　季代実は、智衣の進んだ道の先へと目を向けた。

「十分か。智衣さん、もうかなり進んでるわね」

「川かわ澄すみ、早く智衣と合流して、ルートが間ま違ちがってる事を知らせよう。そうしないと僕は…」

「分かってるわ」

　季代実が走り出した。直なお樹きもその後に続き、ペダルを踏ふみ込む。

　智衣が進んだその道は、さらに山奥へと伸のびている道だった。すぐに舗ほ装そうのアスファルトもなくなり、地面を踏ふみ鳴らしただけの道となる。じきにそれも草が生おい茂しげった獣けもの道みちへと変わるだろう。

　ゴツゴツとした上り坂に、直樹は悪あく戦せん苦く闘とうする。それもそうだろう、これまで10キロの上り坂を全力で漕こいできているのだから。

「直樹君、もう限界みたいね。私、先に行くわ」

　真っ赤な瞳ひとみで、季代実が言う。

「智衣さんを見つけたら、すぐに引き返してルートに戻もどるように伝えるから」

　季代実が、ぐんとスピードを上げる。暗い山道の向こうに、季代実の後うしろ姿すがたは消えていった。

「相手は吸きゆう血けつ鬼きなんだから仕方ないけど、すごいな」

　ぜーはーぜーはー息を吐はき出しながら、直樹が呟つぶやく。

（川澄が行ったんだし、少し休もうかな）

　なんて事も思ったけれど、強く首を横に振ふる。

「いいや、これは僕の血がかかってる問題だ。川澄に任せっぱなしではいられないぞ！」

　疲ひ労ろうしきった両足に活を入れて、さらに立ち漕ぎでペダルを踏む直樹。

　不幸はその時に起こった。

　自転車の前輪が、大きな石を噛かんでしまったのだ。生い茂る木々の陰かげで、黒っぽいその石に気付く事ができなかった。

　崩くずれるバランスを、大きくハンドルを切り立て直そうとするけれど、疲労困こん憊ぱいした体は思うように動いてくれない。

　そのまま大きく道を外れてしまう。ものすごい勾こう配ばいの坂を、自転車は滑すべり落ちていった。

「あああああああああ！」

　やがて、ガタガタという振しん動どうが消えた。だけど、舗ほ装そう道路に出た訳じゃない。自転車は宙を飛んでいたのだ。

「あ？」

　何が起こったか把は握あくする前に、直なお樹きは自転車と一いつ緒しよに落下していく。

　そして、その音は響ひびいた。

　ボッチャ〜〜〜〜〜ン！
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　山道を歩きながら、智とも衣いは小首を傾かしげていた。

「ったく、いつまで走ってもチェックポイントはないし、道は終わりになるし。どこでオレは道を間ま違ちがえちまったんだ？」

　さすがの智衣も自分がマラソンのコースを外れている事に気が付き、道を引き返し始めていたのだ。

　と、そんな智衣の瞳ひとみに、向こうから山道を上ってくる人物が見えた。

「やれやれ、ようやく本当のルートに戻もどったのか？」

　ほっとした顔をする智衣だけど、やって来た人物に意外そうに目を大きくした。

「季き代よ実みじゃないか。お前も、直樹と一緒に大会の実行委員をやってんじゃなかったっけ？　参加する事にしたのか？」

「そうじゃないのよ、智衣さん。それより急いでマラソンのコースに戻って！」

「えっ、まだ戻れてないのか？」

「マラソンコースはまだずっと先よ。最初の分かれ道の所。係員が立っていた」

「おいおい、そりゃないだろ。だってオレはちゃんと矢印の方向に進んでたんだぜ。それなのにどうして」

「その矢印が間違ってたの！　どうしてそんな事になったかはまた詳くわしく話すわ。とにかく急いで！」

　季代実が急せかすように言うけれど、智衣は走り出そうとしなかった。

「智衣……さん？」

「もう、いいや」

　あっけらからんと、智衣は笑った。

「最初の分かれ道っていったら、結構先じゃねーか。今から走ってコースに戻ったって、もうみんなには追いつけないだろーよ。だからもうオレ、リタイヤって事にするよ」

「えっ」

「正直、こんなマラソン大会なんて面めん倒どう臭くさいだけだと思ってたんだ。優勝賞品のブラッディーミルクは魅み力りよくだけど、そんな死しに物もの狂ぐるいで走って手に入れたいと思う程ほどじゃないしな」

「でも」

　何かを言おうとする季き代よ実みを遮さえぎり、智とも衣いは続ける。

「だけど、会長もバカな大会を考えたもんだぜ。こんな、自分は吸きゆう血けつ鬼きなんだって改めて自覚しなくちゃならない大会なんてよ。永遠に変わらない化け物だって」

「……そうじゃ、ないわ」

　静かに、だけどハッキリと季代実は言った。

「この大会は、変わる事のできない吸血鬼だって自覚するために開かれてるんじゃない。むしろ、その逆のために開かれたの。ある人が、一いつ所しよ懸けん命めいになってね」

「は？」

「体も心も成長しない私達でも、吸血鬼の力は成長する。だからこそ、この吸血鬼マラソン大会を毎年開いて、目標とか励はげみにして欲しいって」

「冗じよう談だんじゃないぜ。吸血鬼の力が成長したって、何が嬉うれしいんだよ！」

　智衣が声を荒あらげた。瞳ひとみが真っ赤に染まる。腹立たしさで突つき出した拳こぶしが木をなぎ倒たおした。

「オレ達の力ってのは、こんななんだぜ！　こんな化け物みたいな力なんだぜ！　こんな力が成長して何になるってんだよ！」

「確かにそうかもしれない。彼は本当に的外れな事をしてたのかもしれない。でもね、私は少し嬉しかったの」

　珍めずらしく、少しだけ笑えみを浮かべると、季代実は言った。

「一所懸命考えて、一所懸命行動して、とんでもない代だい償しようまで払はらおうとしてくれてる。それは、何だか滑こつ稽けいだけど、見てて何だか嬉しくなったの。だから、協力しようって」

「おいおい、さっきから季代実の言ってるのは誰だれの事なんだよ？　オレも知ってる奴やつなのか？」

　智衣が尋たずねる。

「この、マラソン大会を提案したのは……」

　季代実が、直なお樹きの名前を口にしようとした時だった。

「だ〜〜〜れ〜〜〜か〜〜〜〜！」

　ごくごくかすかに、そんな悲鳴が山の空気を伝わって二人に届く。

「なあ、今、誰かの声が聞こえなかったか？」

「ええ、聞こえたわ。助けを求めるような……」

　こんな山奥に、そうそう人はいないはずだ。いるとしたら、季代実と一いつ緒しよに来たあの男しかいないだろう。

「直なお樹き君!?」

「え、直樹も一いつ緒しよに来てんのか!?」

　智とも衣いが慌あわてて自分の両耳に手を当てる。瞳ひとみを閉じ、精神を集中させる。夜の吸きゆう血けつ鬼きの力が、智衣の聴ちよう力りよくを研とぎ澄すました。普ふ段だんなら絶対に聞こえないような小さな音をかき集める。

「間ま違ちがいない、直樹の声だ。こっちだ！」

　木々の間に飛び込む智衣、季き代よ実みもそれに続いた。

　生おい茂しげった木々で月の光が遮さえぎられる。ほぼ真まっ暗くら闇やみに近かった。それでも、真っ赤に輝かがやく吸血鬼の瞳は、しっかりと闇を見通していた。

　そして、二人は林を抜ぬけ岩場へと出る。断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきとなったその下では、ごうごうと音を立てて水が流れていた。治ち水すい村を流れる天てん流りゆう川だ。上流であるこんな山中では、その流れも激しい。

「あそこだ！」

　智衣が指差した川の中ほどに、必死になって岩にしがみ付いている直樹の姿があった。

「おーい、直樹！　しっかりしろ！　今助けに行くからな！」

　智衣が手メガホンで声を飛ばすと、その声に気が付き、岩にしがみ付いていた直樹が顔をほころばせた。

「直樹君！　絶対に手を離はなしちゃ駄だ目めよ！　その先は滝たきになってるんだから！」

　季代実が叫さけぶけど、ごうごうという水の音で何を言っているか直樹には聞こえなかったようだ。

「な〜〜〜に〜〜〜？」

「だから、絶対に手を離しちゃ駄目って言ったの！　その先は滝になってるの！」

　さらに声を張り上げるけど、やっぱり直樹の耳には届かない。

　それでも、季代実が何か大切な事を言っているのは悟さとったのだろう。そして、ちゃんと聞こうと思ったのだろう。

　直樹は、とんでもない行動に出た。

　しがみ付いていた片手を離し、耳の後ろにもっていったのだ。

「な〜〜〜に〜〜〜？」

「バカ！　直樹！　手を離すんじゃねーよ！」

　慌あわてて叫んだけれどもう遅おそい。片手じゃ体を支えきれず、直樹はそのまま奔ほん流りゆうに飲み込まれる。

「直樹！」

「直樹君！」

　智衣と季代実は、ほぼ同時に十数メートル下の川かわ面も目め掛がけて飛び込んでいた。
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「おい、しっかりしろ！　おい！　おいって！」

　ペチペチと頬ほおを叩たたかれる感かん触しよくで、直なお樹きは目を覚ました。

「あ……れ？」

　そこは、川岸の砂じや利りの上だった。少し開けた場所で、月明かりを遮さえぎる物もない。

「良かった、やっと起きやがったか」

　安心したように息を吐はき出す智とも衣いの姿に、直樹は慌あわてた声を上げる。びしょ濡ぬれになったせいで、智衣の体操服が肌にピッタリとくっついていたからだ。スポーツブラの形までくっきりと浮き上がっている。

「ったく、もうちょっとでお前死ぬところだったんだぜ。オレ達だってあんな滝たきに巻き込まれたらタダじゃすまないってのに」

　笑う智衣に、直樹は言った。

「そうだ、智衣！　こんな事してる場合じゃないよ！　早くマラソンのコースに戻もどらなきゃ！」

「季き代よ実みにも言われたよ。だけど、もういーんだよ。どーせ今から走ったって間に合いっこないしな。それに、吸きゆう血けつ鬼きの力が成長したところでどーにもなんないし。こんな、あってもなくても意味がないような力」

「そんな事ないだろ？」

　実に真顔で、直樹が呟つぶやいた。

「だって、その吸血鬼の力がなかったら、僕は死んでたんだから」

「あっ」

　智衣が、小さく声を上げる。

「それに、吸血鬼の力がなかったら、直樹君を見つける事だってできなかったでしょうね」

　季代実が静かに告げた。

「まあ、確かにそうかもしれないさ。でもな……」

　口をもごもごさせる智衣に、直樹は言った。

「なあ、智衣。今からでも走らないか？　そりゃ、優勝はできないかもしれないけど、もしかしたらドンケツかもしれないけど、でも、きっと楽しいと思うぞ」

「何だよ、どうして楽しいんだよ」

「だって、智衣は走るのが好きじゃないかよ。ただ記録のためだけに走ってたら、いつも校庭を走ってる時、あんな楽しそうな顔はできないよ」

「………」

　智衣は押し黙だまった。笑っているのか泣いているのか、よく分からない表情でだ。

　いくら練習しても記録が変わらない事なんて、もうずっと前から分かっていた。自分が公式の大会に出られない事もだ。

　それでも、何年も陸上を続けてきたのは、まさしく直なお樹きの言ったとおりの理由だった。

　たとえ記録が変わらなくたって、走ったり体を動かすのが楽しくて仕方なかったのだ。

　直樹の言葉が、そんな単純な想おもいを智とも衣いの胸に呼び戻もどした。

　すねた子供のように、智衣はそっぽを向いた。

「……してくれるか？」

「え？」

「ちゃんと、ゴールの校庭でオレを応おう援えんして待っててくれるか？」

「もちろんじゃないか。たとえ朝になったって、智衣を待ってるよ」

　元気よくそう言う直樹の頭に、智衣はゲンコツを落とした。

「バーカ！　朝まで待たせるかよ！　陸上一筋二十年のオレを甘く見るなっての」

　ニッて智衣は笑った。

「最初の分かれ道まで戻って別の道を進めばいいんだな。あ、矢印持ってた奴やつを一発ぶん殴なぐるのを忘れないようにしなきゃな」

　勢いよく走り出そうとする智衣に、直樹がおずおずと声をかける。

「あ、その前に、服、絞しぼったりした方がいいんじゃないか？」

　そこで、智衣は自分の服に気が付く。びしょ濡ぬれで体の線がくっきりと出ているのにだ。

「ヤベ、さすがにこれじゃ走れねーよな。ちょっと絞ってこなくちゃ」

　少し顔を赤らめ、直樹を睨にらみつける。

「このスケベ！　もっと早く教えろよな」

　智衣が近くの茂しげみへと姿を消す。きっと、体操服の上を脱ぬいで固く絞るのだろう。

「僕はスケベなんかじゃないぞ。一いつ所しよ懸けん命めい、目を逸そらしてたし。絶対にスケベなんかじゃないぞ！」

　ぶつぶつと繰くり返す直樹に、季き代よ実みが尋たずねる。

「会長とのカケの事、教えなくていいの？　そうすれば、智衣さんも死しに物もの狂ぐるいで走ってくれると思うけど」

「いいんだよ」

　直樹はゆっくりと首を横に振ふった。

「どーせ今から走ったって会長に勝てるはずないし。僕の運命は決まったようなもんだし。だったら、楽しく走ってもらいたいんだ」

　ハラハラと落らく涙るいしながら、諦あきらめの境地で呟つぶやく。

　と、そこで直樹は思い出した。

「そーだ、そういえば……」

　ポケットに手を突つっ込む。引っ張り出したのは一本の牛乳瓶びんだ。

「それって、蓋ふたが開かないって騒さわいでた奴やつでしょ？　呆あきれた。こんな所まで持ってきてたの？」

「慌あわててて、ジャージのポケットに突っ込んどいたんだよ。あれだけ流されたのに無事だったなんて。奇き跡せきだよ。これを智とも衣いに……」

　そこで、直なお樹きはちょっとだけ考えてから、小さく呟つぶやいた。

「そーだ」







「これで大分マシになっただろ？」

　茂しげみの中から智衣が出てくる。体操服の上着も、一度脱ぬいで固く絞しぼったおかげで、濡ぬれてはいるけれどももう肌はだにベッチャリと密着はしていない。

「じゃあオレ行くけど……直樹はどうしたんだ？」

「さあ、何かすぐそこの岩の陰かげに行ったけど。トイレなんじゃないの？」

　季き代よ実みがそう答えた直後だった。直樹が岩の陰から姿を現す。

「智衣、出発前にプレゼントだよ」

　突つき出した右手には、蓋ふたの開いた牛乳瓶が握にぎられていた。

「お、ありがとよ。丁度喉のどが渇かわいてたとこなんだ」

　牛乳瓶を受け取った智衣は、目を丸くする。

「お、おい！　これってもしかして、ブラッディーミルクじゃないかよ！」

　瓶のガラス越ごしに、ピンク色に染まった牛乳が見えた。

「直樹、お前優勝賞品をくすねてきやがったのかよ！　最高だぜ！」

　豪ごう快かいに笑ってから、智衣は一気に牛乳を飲み干した。

「やっぱブラッディーミルクはうめーな。運動した後のせいか、いつもの何十倍もうまいような気がするぜ」

　季代実が差し出した手に空になった瓶を渡わたすと、智衣はキュッとハチマキを締しめ直した。

「校庭で、待っててくれよな！」

　それだけ言い残すと、智衣は静かに目を閉じた。

　開かれた瞳ひとみは、真っ赤に染まっていた。口くち端はしからは牙きばが突つき出ている。

「おりゃああああ！」

　フルパワーで、智衣は走り出した。たちまちその姿は見えなくなってしまう。

「直樹君って、結構したたかなのね。何気ない顔して賞品のブラッディーミルクを持ってきちゃうなんて」

　空になった牛乳瓶を見ながら呟く季代実だけど、不可解そうに首を傾かしげる。

「だけどおかしいわね。ブラッディーミルクなら最初から気付いてたと思うけど、私、今の今まで普ふ通つうの牛乳だとばかし思ってたわ」

「そりゃそうだよ。今の今まで普通の牛乳だったんだから」

　ニヤニヤしながら、直なお樹きが答える。

「え？」

「だから、さっきまではただの牛乳だったんだよ。それを、岩の陰かげでブラッディーミルクにしてきたんだ。本ヽ物ヽのね」

　本物って部分に、たっぷりと意味あり気なニュアンスを込める。

　少しだけキョトンとした季き代よ実みだけれども、すぐに閃ひらめいた。

「直樹君、あなた！　自分の血を牛乳に混ぜたのね！」

「ああ、そうだよ。蓋ふたをこじ開けようとしてたカッターもたまたま、持ってきてたんだ。だからそれで左手の人差し指をちょっとだけ傷つけてね」

　それまでずっと背中の後ろに隠かくしていた左手を前へと持ってくる。

「で、この指を蓋を開けた牛乳瓶びんに突つっ込んでぐるぐるとかき混ぜて……」

　自分で傷つけた左手の人差し指を見て、直樹は言葉を止めた。

　ちょっと、予想外な事態になっていたからだ。

　ポカンと口を開けたまま自分の指をまじまじと見つめる事、きっかり五秒。

「う〜〜〜ん」

　直樹は、その場にくたんと倒たおれ込んだのだった。
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　治ち水すい高校へと続く道の両脇わきは、生徒の父兄をはじめとする村人達で一いつ杯ぱいになっていた。そろそろ生徒達がゴールする頃ころだと、自然と集まってきたのだ。

　最初こそ、この大会に難色を示していた村の大人達だけれども、実現してしまえばそれは一つのイベントだ。娯ご楽らくが少ない村人達は、素す直なおにそれを楽しむ事にしたらしい。

　誰だれが手配したのか分からないけれど、治水高校の校章の入った紙製の手旗をみんな握にぎり締しめ、今か今かと待ち構えている。

「あ、来たぞ！」

　誰かが叫さけんだ。

「一番は……、神楽かぐら会長だ！」

　ウェーブのかかった豪ごう奢しやな髪かみの毛に、大人っぽさを感じさせる整った顔立ち。紛まぎれもなく、神楽紅べに華かだ。

　１００キロの道のりは吸きゆう血けつ鬼きでも楽ではないのだろう。スタート時に比べると、若じやつ干かんゆっくりになっている。

　それでも、常人の全力疾しつ走そうよりはずっと速い速度で、紅べに華かは治ち水すい高校を目指した。

　拍はく手しゆと歓かん声せい、そして手旗が盛大に振ふられる。ねぎらいや、もう少しだと鼓こ舞ぶする声も聞こえてくる。

（どうやら、わたくしの勝利は間ま違ちがいないようですわね）

　紅華は、内心でほくそ笑えんだ。

（ごめんなさいね、智とも衣いさん。だけど、これも仕方のない事ですわ。高たか村むらクンの血を手に入れるためには）

　にんまりと、その顔に笑えみが浮かぶ。

（ゴールしたら、早さつ速そく高村クンをいただきますわ。校舎裏にでも引っ張っていってそこでたっぷりと）

　数刻の後、自分の喉のどを流れるであろうねっとりとした血液を思い浮かべ、紅華はお行ぎよう儀ぎ悪くヨダレをすする。

　そんな時だった。その声は聞こえた。

「見ろ！　すごい勢いで追い上げてくる生徒がいるぞ！」

　正直、紅華にはあまり興味はなかった。彼女にとって重要なのは、直なお樹きの血を吸う条件である、『智衣に勝つ』という事だけだ。

　たまたまトップを走っているものの、それほど固こ執しつはしていない。別に抜ぬかれたところでさほど気にしないだろう。

　だけど、続いて聞こえてくる声に、驚おどろきで目を大きくする。

「『居い酒ざか屋やとね』の娘むすめさんじゃないか!?　いや、さすがだな」

「何ですって！」

　肩かた越ごしに振ふり向いた紅華が見たのは、猛もう然ぜんと追い上げてくる智衣の姿だった。たちまち、紅華のすぐ隣となりへと追いついてしまう。

「あ、ありえませんわ！」

　紅華がかすれた声で言った。

「おっす、紅華。お前がトップなんだってな？」

　軽い口調で、智衣が言う。

「だけど、ここまで来たら優勝はオレがもらうぜ！　悪く思うなよ！」

　グンと、智衣が速度を上げ紅華を抜ぬかす。

「そ、そうはいきませんわ！」

　直樹の血がかかっているのだ。紅華だって負けられない。吸きゆう血けつ鬼きの力を奮い立たせ、智衣を抜き返す。

「面おも白しろいじゃねーか！」

　智衣が、真っ赤な瞳ひとみを細め笑った。本当に楽しそうな笑みだ。

　二人の激しい攻こう防ぼうが始まった。お互たがいに何度抜ぬき、そして何度抜き返されたか分からない程ほどだ。

　やがて校門をくぐり、戦いの場は学校の校庭へと変わる。スタートラインと同じ場所に引かれたゴールテープ目め掛がけて、二人はラストスパートをかけた。

　そして、ゴールテープは切られた。

　ほんの、頭一つ分の差で、智とも衣いの勝利だった。

　集まった村人達の歓かん声せいと、割れんばかりの拍はく手しゆが智衣を包み込む。

「そん……な、わたくしが負けるなんて」

　がっくしと、紅べに華かがその場にうなだれた。

「ふー、さすがに疲つかれたぜ」

　尋じん常じようじゃない追い上げを成し遂とげ、さすがの智衣も地面にしゃがみ込み大きく息を吐はき出した。

　しばらくすると、３位、４位と生徒達が戻もどってき始める。

「さてと！」

　立ち上がった智衣は辺りをキョロキョロと見渡わたす。直なお樹きと季き代よ実みを探したのだ。

　だけど、二人の姿は見当たらなかった。

「おっかしーな。いるはずなのによ」

　忙いそがしく動き回っている大会実行委員の生徒をつかまえる。

「なあ、直樹と川かわ澄すみ知らないか？」

「えっ、二人なら、みんながスタートした後、慌あわてて出てったきり帰ってきてないけど」

　そう答えると、生徒はまた仕事に戻もどっていく。

「何だよ、あいつら。ちゃんと待ってるって約束したのによ」

　ぶちぶちと呟つぶやいてる時だ。ようやくショックから立ち直った紅華が、智衣に歩み寄ってくる。

　腕うでを組み智衣の前に立つと、今にもハンカチを齧かじり出しそうなくらいに悔くやしそうな顔で言った。

「智衣さん、あなたには負けましたわ。てっきりコースアウトしたまま戻ってこないと思ってましたのに」

「ああ、誰だれかから聞いたのか？」

　まさか紅華が悪の張本人なんて知らないから、苦笑して見せる。

「いや、オレも内心じゃビリケツかな？　なんて思ってたんだよ。だけど走り始めたら何だか力が湧わいてくるんだ。ブラッディーミルクがかなりきいたみたいだな」

　ヘヘンッて笑ってから、智衣は真顔になると紅華に言った。

「なあ、紅華。ありがとよ」

　頭を下げる。

「オレ、この大会で走れて良かったぜ。ぐんぐんと追い上げてく時、すげー、楽しかった。ああ、オレは楽しいから陸上をやってたんだなって、思い出す事ができた。本当に、ありがと」

「な、何をいきなり」

　智とも衣いにこんな真顔でお礼を言われるなんてそうそうない事だから、紅べに華かも少々照れた様子でそっぽを向く。

「お、お礼なら、大会の発案者にでも言うことですわ」

「あ、それだよ。ずっと気になってたんだ。この大会の発案者って、一体誰だれの事なんだ？」

　智衣の言葉に、紅華は驚おどろいたように目を丸くした。

「えっ、本人から聞いてませんの？　それじゃ、わたくしとのカケの事も知りませんのね」

「カケ？」

「ええ、カケですわ」

　こっくりと頷うなずいてから、紅華は言った。

「もし、マラソン大会でわたくしが智衣さんに勝ったら、血を吸わせてくれるっていう」

　それが、全すべての答えだった。

　この村で血を吸われる存在は二人しかいない。人間である直なお樹きとその父親だけだ。

　どちらが発案者なのかは、考えるまでもなかった。だって、直樹の父親はこの村が吸きゆう血けつ鬼きの村だって事さえ知らないのだから。

「直樹なのか？　直樹が、この大会を？」

「そうですわよ。あなたに元気になって欲しいとかで。ああ、これで吸血鬼マラソン大会は毎年恒こう例れいの行事にしなくちゃなりませんのね。まったく、面めん倒どう臭くさいだけですわ」

　ぶちぶちと文句を言う紅華のもとへ、綾あや菜なが歩み寄ってくる。

「お疲つかれ様さまです、会長。あの〜、表ひよう彰しよう式の準備をしたいんですけど」

「分かったわ、すぐに行くわ」

　紅華は、智衣に顔を向けた。

「智衣さんも、少し休んだらテントにいらしてよ」

　綾菜と一緒に紅華が去っていく。

「直樹だったのか…」

　智衣は、小さく呟つぶやいた。

「直樹が、オレのために」
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「私ね、直樹君のやった事、すごいと思ってるわよ」

　床ゆかに正座した季き代よ実みが、真顔のまま言った。

「自分の指をカッターで切って、その血を牛乳に混ぜるなんてまず普ふ通つうは思いつかないし、そこまでの勇気ないもの。友達のためにそれができる直なお樹き君を、尊敬もするわ」

　そこで、季き代よ実みはやれやれと息を吐はき出した。

「だけど、いくら思ったより深かったからって、傷口を見ただけで貧血を起こして倒たおれちゃうのはどうなの？」

「ううう」

　面目もございませんって感じに、直樹がうめき声を上げる。

　ここは直樹の家の二階。部屋の端はしに置かれたパイプベッドの上に直樹は横たわっていた。

　左手の人差し指は、包帯がぐるぐる巻きにされてタマネギのようになっていた。

　良く切れるカッターであったのと、夏とはいえ冷たい渓けい流りゆうの水を浴び、手が少々かじかんで、感覚が鈍にぶくなっていたのが原因だった。ざっくりといってしまったのだ。

　直樹がまじまじと見た傷口は、思ったよりも深く、血がどくどくと流れ出ていた。それを見ていたら、何だか気が遠くなってしまったのだった。

　情けなくも、季代実に背負われてこうやって自宅へと戻もどってきたのだ。

「もう、マラソン大会終わったかな？」

　天てん井じようを見上げながら、直樹が呟つぶやく。

「そうね、もうほとんどの生徒はゴールしてるんじゃないの？」

　付け加えるように、季代実は言った。

「智とも衣いさんは、分からないけどね」

「そーだよな。あんなにロスタイムしてたんだもんな。やっぱり、会長には負けてるんだろうな」

　ふーと息を吐き出す。

「とうとう僕も、みんなと同じ吸きゆう血けつ鬼きか」

　そこで、直樹はハッとして起き上がった。

「まさか会長、夜中、窓から突とつ入にゆうしてくるなんて事ないよな？」

「会長ならありえるわね。何かとせっかちだから」

　季代実の言葉に、直樹はぴくぴくと口端を痙けい攣れんさせる。恐きよう怖ふで顔面が強こわ張ばってしまったようだ。

「私、これから学校に戻るから。会長に会ったらお願いしておくわ。人間最後の夜を直樹君に過ごさせてあげてって。さすがに会長も鬼おにじゃないから聞いてくれるとは思うけど……」

　ちょっとだけ口ごもる。

「私が思ってるより会長が鬼だったら、その時は勘かん弁べんしてね」

「ひゃ〜〜〜」

　直樹はタオルケットを頭から被かぶった。

「それじゃ、私は行くわね」

　季き代よ実みが立ち上がる。

「そうだ、明日学校に来る時は、包帯を巻いたままで来ちゃ駄だ目めよ。傷口も落ち着いてると思うから、バンソウコウにして、その上から手て袋ぶくろでもするようにね。吸きゆう血けつ鬼きは傷なんてすぐに治るから、包帯なんか巻いてたらクラスのみんながおかしな目で……」

　そこで、季代実は言葉を止める。

「まあ、そんなに気にしなくてもいいのかな。どうせ放課後までには会長に噛かまれて吸血鬼になるんだから」

　静かに、部屋を出ようとする季代実を直樹は起き上がり呼び止めた。

「あ、川かわ澄すみ」

「何？」

「その、色々とありがとな。牧場での事とか、今回のマラソンの事とか」

　少しだけ照れくさそうに、直樹は鼻の頭を掻かいた。

「別にいいわ。私だって、直樹君にはもう少し人間のままでいて欲しかったから」

　季代実が、囁ささやくように言った。

「どうしてだ？」

「そうね、どうしてなのかな？」

　季代実が小首を傾かしげる。本当に考えているのか、それとも考えるフリをしているのか、直樹には分からなかった。

「人間だってのがバレそうになった直樹君が慌あわてふためいているのを見るのが楽しかったからかな？　それとも、人間っていう珍めずらしいペットでも飼ってた気分だったのかな？　それとも……」

　少しだけ小声で、季代実は言った。

「直樹君と、秘密を共有できてたのが、嬉うれしかったのかな？」

「川澄……」

「まあ、明日になったらそれも終わる事よ。それじゃね」

　部屋を出ていく季代実の背中に、直樹は声を飛ばした。

「川澄！　男の純情を踏ふみにじった事、チャラにしてやるからな！　僕が吸血鬼になっても、よろしく頼たのむぞ！」

　季代実が出ていくと、十畳じようの部屋が余計に広く感じられた。

　時計を見ると、もう午前三時近い。夏の朝日は早いから、もう二時間もすれば明るくなるだろう。

　寝ねようとも思ったけれど、これが直樹にとって人間最後の夜となるのだ。簡単に眠ねむってしまうのはもったいないような気がした。

（吸きゆう血けつ鬼きになったら絶対にできないような事をして過ごさなくちゃな。ニンニクを生で齧かじるとか……あ、ニンニクがこの村じゃ手に入らないか。日光浴をするとか……あ、夜だから太陽出てないや。それに朝になっても呪のろいの雲に覆おおわれてるし。だとすると、残りは白しら木きの杭くいで心臓を……吸血鬼じゃなくても終わりだよ）

　そんなアホな事しか思い浮かばない。

「う〜〜〜む、どうしたもんだろうか？」

　瞳ひとみを閉じ、直なお樹きはじっくりと考え始めた。







「えっと、確かここだったよな」

　直樹の自宅前にて、智とも衣いは呟つぶやく。大会が終わったばかりのジャージ姿で、右手には紙かみ袋ぶくろを持っていた。

　二階の一室にだけ、灯あかりが点ともっているのが見えた。

（確か、自分の部屋は二階だとか言ってたっけ。きっとあそこだろうな）

　智衣は少し後ろに下がり十分な距きよ離りをとると、直樹の家目め掛がけて小走りに走り出した。

　瞳ひとみが真っ赤に染まった瞬しゆん間かん、智衣の体は大きく飛び上がり屋根にすっと着地する。まるで忍にん者じやのような身のこなしだ。

「ま、こんなもんさ」

　得意気に鼻を鳴らしてから、灯りの漏もれる窓へと歩み寄る。窓は開き、網あみ戸どになっていた。

　そっと網目越ごしに部屋の中を覗のぞくと、ベッドにあぐらをかく見慣れた後うし姿すがたが見えた。間ま違ちがいない、直樹だ。

「おっす、ジャマするぜ」

　智衣は網戸を開けると、靴くつを脱ぬいで部屋の中に上がり込む。

「いや、玄げん関かんからって訳にもいかないだろ？　親おや父じさんを起こすと問題だしな」

　ベッドの直樹に歩み寄る。

「えっと、だな」

　照れ臭くさそうに、智衣は視線を泳がせた。

「紅べに華かの奴やつから聞いたよ。吸きゆう血けつ鬼きマラソン大会を提案したのって、お前だったんだってな。しかも、大会を実現させるために、自分の血までカケたって話じゃないかよ。オレのために、そんな事までするなんて、お前本当にバカだよ。ただのバカじゃない。大バカだぜ」

　直樹は返事をしなかった。無言でうずくまっている。

「あ、でも本気で怒おこったりしてないからな。オレは、お前にありがとうって言いたくて、それで来たんだよ。明日から陸上部にも復帰しようと思うしな」

　人差し指で、鼻の下を擦こする。

「まあとにかく、本当にお前には感謝してる。お前は嫌いやがるかもしれんが、オレはお前の事、一生親友だと思うからな。これから何十年、何百年生きるか分からないけど、ずっと」

　グ〜〜〜

　耳に飛び込んできたその音に、智とも衣いは怪け訝げんそうな顔をする。

「え？」

　音の正体が何なのかはすぐに想像がついた。

「おい、直なお樹き」

　直樹の肩かたに手を伸のばし引っ張ると、直樹はそのままベッドに倒たおれる。

　現れたのは、完全無欠な寝ね顔がおだった。

「何だよ、オレが真ま面じ目めな話してたってのに眠ねむってたのかよ」

　不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らす智衣だけど、すぐに笑え顔がおになる。

「ま、直樹らしいよな」

　笑いながら、持っていた紙かみ袋ぶくろに手を突つっ込む。

「賞品のブラッディーミルク、お前に半分やろうと思って持ってきたんだ。お前が一本ちょろまかしてたから残りは四本。だから二本づつで……」

　智衣は目をパチクリとさせた。

「え？」

　覗のぞき込んだ紙袋の中には、ほんのりピンク色のブラッディーミルクが五本、欠ける事なく入っていたのだ。

「おっかしいな？　直樹の奴やつ、どこからあのブラッディーミルクを調達したんだ？」

　ただの牛乳ならば少しも悩なやむ事はない。だけど、このブラッディーミルクは一日に数本しか生産されないという幻まぼろしの牛乳だ。

　そう簡単に、手に入れられる代しろ物ものじゃあない。

「おい、直樹」

　直樹が眠ってる事も忘れて話しかけた智衣は、直樹の左手に気が付いた。ぐるぐるに包帯が巻かれたその指に。

　流されている時の怪け我がじゃない。川から引き上げた後で、怪我がないかどうか季き代よ実みとちゃんと確かく認にんしたのだから。

　となると……。

　智衣の頭の中で、いくつかの出来事が思い出される。

　絞しぼった服を着て茂しげみから出ていくと、直樹がいなかった事。

　岩いわ陰かげから出てきた直樹に渡わたされたブラッディーミルクの瓶びんは、すでに蓋ふたが開いていた事。

　ずっと直樹が左手を体の後ろに隠かくしていた事。

　そして、自分が口にしたブラッディーミルクがこれまでにないくらいにおいしく、さらに奇き跡せきの追い上げを実現させる程ほどの力を与あたえてくれた事。

　それらの出来事が、一つの結論へと結びついた。

「あのブラッディーミルクは、お前が作ったんだな」

　かすれた息で、智とも衣いは吐はき出した。

「オレのために、お前は大切な血をくれたんだな。それで、具合が悪くなって家に戻もどったんだな」

　本当は傷口を見て貧血を起こしただけなのだけど、智衣にはそんな間ま抜ぬけな理由は分からない。

「直なお樹き……」

　智衣は、胸の奥がグッと熱くなるのを感じた。吸きゆう血けつ鬼きになってから二十年弱、こんな気持ちを感じたのは初めてだった。

「じゃ、じゃあな！　ブラッディーミルクは全部お前にやるよ！」

　何な故ぜか、その場にいるのが猛もう烈れつに恥はずかしくなり、智衣は窓から飛び出していった。

　説明のつかない想おもいを胸に抱いだきながら。
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　そして、翌日の朝。

　治ち水すい村高校へと続く坂道を、直樹は歩いていた。足取りは、校庭をならすコンクリートのローラーを引っ張っているかのように重い。

「お早う、直樹君」

　後ろから話しかけられ、直樹はゆっくりと振ふり向く。

　直樹の顔を見た季き代よ実みは、少しだけ心配そうに言った。

「ひどい顔してるわね。私が言うのもおかしいけれど、吸血鬼みたいな顔つきよ。それも、古い映画に出てくる吸血鬼」

　季代実が心配するのも当然だった。直樹の顔は青ざめていた。目の下には青黒いクマが出ている。憔しよう悴すいしきったように頬ほおはこけていた。

「昨日、ちょっとうとうとってして起きたら、部屋に五本のブラッディーミルクが置いてあったんだ。きっと、優勝した会長が僕の部屋に来て置いてったに違ちがいない！」

　被ひ害がい妄もう想そうの塊かたまりで喚わめきたてる。

「その場で僕に噛かみ付く事だってできたはずなのにそれをしなかった。会長は、僕をとことん怖こわがらせてから血を吸うつもりなんだ。あのブラッディーミルクは自分がここに来た事の証あかし。もうお前は逃にげられないって宣言するために置いていったんだ」

　怖いよ〜怖いよ〜とうずくまる直樹。新たなトラウマが誕たん生じようしそうな勢いだ。

「あのね、直なお樹き君。昨日、あれから学校へ行って分かった事があるの。もう遅おそかったから朝話せばいいかなって思ったんだけど、すぐに知らせに行った方が良かったみたいね」

　コホンと咳せき払ばらいをすると、季き代よ実みはその事実を告げる。

「昨日のマラソン大会なんだけどね、驚おどろく事に、優勝したのはとも……」

「あ！」

　直樹が声を上げる。前方に紅べに華かの姿が見えたからだ。

「え〜〜い、一言言ってやる！」

「あ、ちょっと！　直樹君！」

　季代実が止めるのも聞かず、直樹は紅華に駆かけ寄ると早口にまくし立てた。

「ヒ、ヒドイじゃないかよ！　どうせなら僕が眠ねむってるうちにすましてくれればいいじゃないか！　それなのに、わざわざあんな物を置いて帰っていくなんて！」

「は？」

　紅華は不ふ機き嫌げんそうに目を細めた。

「言いがかりはいい加減にして欲しいですわ！　わたくしは高たか村むらクンの家なんかに行ってません！　そんな元気もありませんでしたもの！」

「じゃあ、賞品のブラッディーミルクは誰だれが僕の部屋に置いてったって言うんだよ？」

「そんなの優勝した本人に聞けばいい事ですわよ」

　それから腰こしに手を当てると、直樹を睨にらみ上げるようにして言った。

「約束ですから、吸きゆう血けつ鬼きマラソン大会は毎年恒こう例れいにいたしますわ！　それと、わたくし、高村クンの血を絶対に諦あきらめたりしませんから！」

　それだけ言うと、紅華は歩き去っていく。

「まったく、あんなカケするんじゃありませんでしたわ」

　ぶつぶつと呟つぶやかれる文句も、やがて聞こえなくなった。

「これって、どーゆー事？」

　ポカンとしている直樹の後ろから、季代実が真相を口にする。

「直樹君が、カケに勝ったのよ。昨晩の吸血鬼マラソン大会、その優勝者は智とも衣いさんなんだから」

「……何だって！！！」

　直樹が大声を上げた。

「ホホホ、ホントなのか？　ホントに智衣が優勝したのか!?」

「私も信じられなかったわ。あれだけの差を一気に追い上げてしまうなんて。直樹君特製のブラッディーミルクがきいたみたいね」

「つまり、つまりあれだな。僕は、血を吸われずにすんだって事なんだな。まだまだ人間でいられるって事なんだな」

　じーんって感激の拳こぶしを握にぎり締しめる。

「そーだ、智とも衣いにお礼を言わなきゃだぞ！」

　そう叫さけぶと、直なお樹きは高校に向かって全速力で走り出した。







　朝の治ち水すい高校の校庭には、練習に励はげむ陸上部の姿があった。

　ハードルの置かれた校庭トラックを、運動服姿の智衣が駆かける。華か麗れいにハードルを跳とび越こえていく姿は、まさにカモシカのようだった。

　ゴールした智衣を、陸上部の一年女子達が取り囲む。

「利と根ね崎ざき先せん輩ぱい！　陸上部に戻もどってきてくれてありがとうございます！」

「昨日のマラソン大会でも、先輩の走りはスゴかったです！」

「やっぱり、陸上部には、ううん！　私達には先輩が必要なんです！」

「はっは、ありがとよ。ほら、お前達もちゃんと練習しろな」

　智衣が言う。

「記録が変わらない事なんか気にするなよ。オレ達は、陸上が好きでやってるんだからな」

「はい！」

　後輩達が練習に戻る。

「気にするな……か。オレがよく言うもんだぜ」

　軽く智衣が笑った時だ。

「お〜〜〜い！」

　そんな声と共に、直樹が駆かけてくるのが見えた。

「な、直樹！」

　智衣が少し緊きん張ちようで体を強こわ張ばらせる。顔は上気し、頬ほおがうっすらとピンク色に染まった。目の前までやって来た直樹を、まともに見る事もできない。

（チキショー、オレはどうしちまったんだ？　相手は親友の直樹じゃないかよ。どーしてこんな落ち着かないんだ？）

　絵に描かいたような挙動不ふ審しんだけど、喜びで舞まい上がってる直樹はちっとも気が付かない。いや、舞い上がってなくても気が付いたかどうかは怪あやしいところだ。男ってば鈍どん感かんな生き物だし、とりわけその中でも直樹は鈍感だし。

「昨日のマラソン大会、優勝したのは智衣だったんだってな!?　さっき知ったよ」

「え、ああ。まあな、ほら、直樹のくれたあれがきいたってゆーかさ」

（あああ、何やってんだよオレ！　もっとちゃんとお礼を言わなきゃダメだろ!?　マラソン大会の事とか、血を賭かけてくれた事とか……）

　そう自分に言い聞かすけれども、気持ちは落ち着いてくれない。

（もしかして、もしかしてオレ、直なお樹きの事……）

「ほんっとうに、ほんっとうにありがとう！　智とも衣いは僕の恩人だ！」

　感謝感激で、直樹は智衣の手を取り固く握にぎり締しめた。

「あっ……」

　握られた手を見て、智衣の顔がどんどん真っ赤に染まっていく。

　次の瞬しゆん間かん、悲鳴と共に智衣は直樹を突つき飛ばしていた。

「キャアアア！」

　校庭の地面に尻しり餅もちをつき、キョトンとする直樹。

「あ、違ちがうんだ！　直樹！　これはその……」

　いくら説明しようとしても、うまく言葉は出てこない。

「すまん！！！　少し時間をくれ！！！」

　そう叫さけぶと、智衣がすごい速さで校庭を駆かけていく。

「ど、ど〜したんだ？」

　困こん惑わくする直樹を取り囲んだのは、陸上部の一年女子達だった。

「ちょっと！　高たか村むら先せん輩ぱい！　利と根ね崎ざき先輩に何したんですか!?」

「利根崎先輩、泣きながら走っていったじゃないですか!?」

「いや、別に智衣は泣いてなかったって。それに、ただ手を握っただけで」

「嘘うそです！　利根崎先輩はとっても姉あね貴き肌はだですから、手を握られたぐらいであんな悲鳴は上げません！」

「そうです！　高村先輩と肩かたを組んで騒さわいでたりしてたじゃないですか！」

「きっと、高村先輩がヒドイ事をしたに違いないんです！」

「口では言えないような、そんなヒドイ事を！」

　女子生徒達の瞳ひとみが真っ赤に染まった。口くち端はしからは牙きば、そして指先からは鋭するどい爪つめが伸のびる。

「許しません！　高村先輩！」

　吸きゆう血けつ鬼きと化した女子生徒達が、一いつ斉せいに直樹に襲おそい掛かかってくる。

「わ〜〜〜〜！！！　無実なんだって！！！」

　悲鳴を上げて、直樹は逃にげ出した。







　誰だれもいない校舎裏で、智衣は大きく息を吐はき出した。

　幾いく分ぶん、気持ちも落ち着いていた。それは、自分の気持ちの正体に気付いたからでもあった。

「しかし、驚おどろいたぜ。オレがこんな気持ちになるなんてな」

　自然とその口元に笑えみが浮かぶ。

（吸血鬼は、何も変わらない存在だと思ってた。だけど、それは大間違いだったぜ。だって、人間だった頃ころにもなかったこんな想おもいを、オレはするようになったんだからな）

　その変化が、たまらなく嬉うれしくもあった。

（直なお樹き、今はまだオレとお前は親友でいい。でもいつか、オレ達の関係がその先に行った時は……）

　そっと細めた目が、赤く染まった。

「その時は、オレに噛かみ付かせてくれよな」

　鋭するどい牙きばを少しだけ見せ、そう呟つぶやく智とも衣い。

　見上げる治ち水すい村の空は、今日もやっぱり曇くもり空ぞらだった。







[image: ]







　あとがき







『血ち吸すい村へようこそ』

　この作品の始まりは、「電でん撃げき文ぶん庫こＭＡＧＡＺＩＮＥ」用の短編だった。

　ある日、あらきかなお様の、『乙おと女めはお姉様に恋してる』を渡わたされて、この方の絵で短編小説をと頼たのまれました。

　二つ返事で引き受けたものの、どんな話にしようかさっぱり思いつかない。

　どーしたもんかと悩なやみながらテレビを見ていた時、とある彫ちよう刻こく家の特集をやっていた。

　その彫刻家が、こんなことを言ったそうなのだ。

『この彫刻は、私が作ったのではありません。石の中に最初からあったのを、私が削けずり出しただけなのです！』

　格好いいなって僕は思った。

　こんなこと、一度でいいから言ってみたいなって思った。

『この小説は、私が作ったのではありません。イラストの中に最初からあったものを、私が書き写しただけなのです！』

　とゆーわけで、とりあえずいただいた本を眺ながめることにした。

　毎日毎日、絵を眺めていれば、何か見えてくるのではないかな〜と思ったのだけど……。

　なかなかそう簡単に見えてくるもんじゃない。

　分かったのは、あらきかなお様の書く女の子が可か愛わいいってことと、女の子がたくさん出てくる話は楽しいってこと。

「よし、なら最初から女の子がたくさん出てくる話にしよう！」

　とゆー感じで、この作品は誕たん生じようしました。

　田舎いなか出身者としては、田舎を舞ぶ台たいとした物語を書くのは何だか楽しかったです。

　なので、シリーズとして続けられるようになり、とても嬉うれしいです。

　個人的に気に入っているのは、二話の『血吸牧場へいらっしゃい』に出てくる五十頭の牛達。

　夜になると逆さになって眠ねむり、人間を見ると翼つばさを広げて襲おそい掛かかる牛達の姿は、まるでホラー映画のようで大好きです。







　そんなこんなで、吸きゆう血けつ鬼きだらけの村、血吸村での高たか村むら直なお樹きの高校生活。

　彼がいつまで人間のままでいられるのか？

　吸きゆう血けつ鬼きになるとしたら、誰だれが直なお樹きの血を勝ち取るのか？

　五十頭の吸血牛は、直樹のことを諦あきらめてくれたのか？

　村人を吸血鬼にしてしまった困った神父は、いつになったら帰ってくるのか？

　頭が非常識な直樹の父親は、いつになったら村の秘密に気が付くのか？

　温あたたかい目で直樹を見守りながら、今後の展開を考えたいと思います。




　それではでは。







追つい伸しん




　ちなみに、短編版では、直樹は血を吸われて吸血鬼となり、本当の意味で血ち吸すい村の住人となって終わっています。

　シリーズ版ではどんな結末を迎むかえるか、作者も楽しみです。
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阿あ智ち太た郎ろう

１９７８年生まれ。

出身地は長野県下伊那郡阿智村。

現在は会社でゲームシナリオなんぞを書いている。

レゴとゾイドと古代魚が好き。
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あらきかなお

大阪在住

２月24日生まれ

イチゴとたんかんと沖縄が好き
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